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日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論

n
 

.
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-

-昭
和
三
〇
年
以
降
の
拡
大
再
生
産
過
程
：
5

^

I

ベ
 

.井
村
喜

北

原

序

論
 

，

本

論

.

.

.
‘

.

.

，

.

 

、

第

一

章

三
◦

年
以
降
の
城
大
再
生
産
過
程
に
お
け
る「

消
費
手
段
の
推
移」

(

以
上
本
誌
一
九
六
六
年
六
月
号)

第

二

章

三
0

年
以
降
の
拡
大
再
生
產
過
程
に
お
け
る「

固
定
設
備」

の
推
移

序
節〜

第
五
節 

，
(

以
上
本
誌
一
九
六
六
年
一
〇
月
号)

補
節
㈠

「

固
定
設
備」

投
資
の
政
府
.
民
間
別
推
訐 

補
節
㈡

「

固
定
設
備」

修
理
の
推
計

第

三

章

「

一
般
政
府」

用
流
動
的
資
材(

軍
需
品
ふ
く
む)

の
推
移

第

四

章

サ

ー

ビ

ス

部

門

用

流

動

的

資

材

の

推

移

 

(
以
上
本
稿)

'

第

五

章

三

〇
年
以
降
の
拡
大
再
生
産
過
程
に
お
け
る
各
種
原
材
料
の
推
移
.(
以
下
本
誌
七
月
号
予
定)

補

節

一

「

固
定
設
備」

投
資
の
政
府
.
民
間
別
推
計

わ
れ
わ
れ
は
、
前
稿
⑵

.

(

本
誌
五
九
卷
ー
〇
号)

で
、
昭
和
三
.〇
年
以
降
に
お
い
て
、
各

種

の「

固
定
設
備」

投
資
と
輸
出
が
い
か
に
推
移
し
、
 

そ
れ
ら
と
対
応
し
て「

固
定
設
備」

の
国
内
生
産
と
輸
入
が
い
か
な
る
推
移
を
し
め
し
た
か
を
検
討
し
た
。
そ
こ
に
お
，い
て
、
わ
れ
わ
れ
は「
固 

定
設
備」

の
市
場(

投
資
需
要
と
輸
出)

と

供

給

(

国
内
生
産
と
輸
人y

の
推
移
を
、
#'

種

の

「

固
定
設
備」

'そ
れ
そ
か
r
 6

い
も
検
討
す
る
こ
と
が 

で
き
た
が
、
統
計
上
の
制
約
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の「

固
定
設
備」

が
、
い
が
な
る
部
門
に
よ
っ
て
需
要
さ
れ
•
投
資
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題 

は
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。「

固
定
設
備」

投
資
を
、
種
々
の
生
産
部
門
に
よ
る
も
の
、

種
々
の
サ
I

ビ
ス
部
門
に
よ
る
も
の
、

あ 

る
い
は
政
府
に
よ
る
も
の
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
投
資
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、「

分
析
In」

の
課
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
第
二
章
で
主
と
し
て
利
用
し
て
き
た「

産
業
速
関
表」

の
関
連
資
料
や「

国
民
所
得
統
計」

で
も
、「

固
定
設
備」

投
資 

を
民
間
投
資
と
政
府
投
資
と
に
分
け
る
こ
と
は
あ
る
程
度
可
能
で
あ
る
.か
ら
、

わ
れ
わ
れ
は
第
二
章
の
補
節
と
し
て
、

「

固
定
設
備」

投
資
を
民 

間
と
政
府
に
分
類
す
る
推
計
を
試
み
、
主
と
し
て
政
府
投
資
の
内
容
の
推
移
を
.み
る
こ
：■と
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
政

府

の「

固
定
設
備」

.
投
資
と
い
う
場
合
、「

産
業
連
関
表」

関
係
資
料
や「

国
民
所
得
統
計」

で
は
、

こ
の
な
か
に
、

中
央
政 

府

「

一
般
会
計」

、
地
方
政
府「

普
通
会
計」

に
•
よ
る
庁
舎
等
の
建
築
、
公
共
事
業
、
中

央

の「

特
別
会
計」

関

係

(

造
幣
局
、
印
刷
局
等)

や「

政 

府
関
係
機
関」

(

日
本
専
売
公
社
、
国
鉄
、.
甯
々
公
社
等)

あ

る

い

は
.

「

そ
の
他
の
政
府
企
業」

(

日
本
道
路
公
団
、電
源
開
発
、日
本
原
子
力
研
究
所
等)

の 

「

固
定
設
備」

投
資
、
地

方

の「

公
営
企
業」

(

水
道
、
ガ
ス
等)

や

「

準
公
営
企
業」

(

下
水
道
等)

あ
る
い
は「

収
益
事
業」

(

競
馬
、
，
競
輪
等

)

の 

「

固
定
設
備」

投
資
等
、
き
わ
め
て
多
様
な
内
容
の
も
の
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。——

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
う
ち
、
_第
ニ
章
と
同
様
、
住
宅
建
築
の 

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
0

ニ

九

(

四
九一

)



(暦年)

36年 37年 38年

487.6 490.7 504.5
265.2 350.9 404.9

39.6 0. 6 2.8
30 .1 32.3 15.4

73.4 67.7 65.2
26; 6 32.3 34.8

390.9 393.0 400. 0
.217. 8 272.1 304. 4

34.0 0.6 1.8
22. 0 25.0 11.9

73. 9 69.5 67.5
26 .1 30.5 32.5

間と政

に
.

*

.. 

■

.
'
. 

.

■
:

-

ま

ず

政

府

と

民

隄

の「

固
定
設
f

J

投
資
総
額
の
年
々
の
推
移
を
み
る
：た
め

に
-「

国
民
所
得
統
計」

に
よ
っ
て
政
府
と
民
間
の「

固
定
資 

本
形
成」

よ
り
住
宅
建
^'

分
を
控
I

レ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
推
移
を
計
算
し
た
の
が
、
ff
l
'
-
l表
で
^

る
。
.
•

⑴

m-

表
で
注
意
さ
れ
る
第
一
.の
点
は
、
政

府

「

固
定
設
備」
投
資
が
：、
増
加
率
に
お
い
て
は
年
々
か
な
り
の
露
を
し

め

し

て

は
い
る
も

の
 

の
、
三
一
年
以
降(

三
一
年
の
実
質
価
格
を
の
.ぞ
け
ば)

、

一
賞
し
て
増
加
傾
向
を
：し
め
し
、
'三
〇
年
を
一
〇
〇
と
し
て
、
三
五
年
に
は
ニ
〇
三
•

\
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一
七
八
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三
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年
に
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四
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四
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九
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四
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指
数
を
し
め
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る(

か
っ
こ
内
は
三
五
年
価
格
で
あ
る
。

37
4

49
0

:

35
0

.

0.
32
.

|
67
.

32
.

39
3

:

27
2

.

0.
25
.

.
69
.

30
.

以
下
同
様)
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

の

政

府「

固
定
設
備」

投
資
の
指
数
は
、
民 

1

1

87
.

6
65
.

2

39
.

6
30
.

1巧
|
|

90
.

9
17
*8
|

_

73
:

9
26
.

1

.

は
^
 

.間
S

投
資
の
指
数
よ
り
か
な
り
下
廻
る
も
の
で
は
ぁ
る
が
、

i

 

_ 

- 

3
 

2
 

間

あ

久

的

な

「

1S

定
設
備」

6D

-
年
々
の
投
資
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の

•
:

,

:
 

三

〇

(

四
九
ニ)

み
を
控
除
し
て
、
政

府

「

固
定
設
備」

.
投
資
と
す
る
。
：

：

,

右
の
よ
ぅ
な
各
種
の：「

固
定
設
備」

投
資
は
、
'
政
府
お
よ
.び
政
府
関
係
機
関
..に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
、，
政
府
の
諸
政
策
が
直
接
反
映
さ
れ
る

と

い 

ぅ
点
で
は
、
.共
通
.し
.た
面
を
.も
づ
て
い
る
が
ら
、ノ
ー 

括

し

て

考

察

す

る

意

味

は

あ

る

。
..，し
.か
し
な
が
；ら

、'
他

面

で

は

、

中
央
政
府
や
.地
方
占

治
b
 

の
庁
舎
が
作
ら
れ
る
と
と
と
電
源
開
発
で
発
電
設
備
が
作
ら
れ
る
こ
と
、：
■あ
"る
い
は
国
鉄
、
電
々
.公
社
.に
よ
っ
て
輸
送•

通
信
の
た
め
の
^

設 

や
機
械
が
醫
さ
れ
る
こ
と
.等
.で
は
、

内
容
的
に
大
き
な
相
違
が
ぁ
り
、.
，こ
れ
ら
.は
再
生
産
過
程
I

ぃ
て
.全

く

異

な

る

役

割

を

果

す

の

で

あ 

る
。
そ
れ
ゆ
え
、：
.政

府

の「

固

讓

備
」

'
投
資
に
つ
い
て
は
、
急
中
に
か
か
る
種
々
雑
多
の
も
の
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
と
と 

も
に
、
政
府
投
資
の
内
わ
け
を
で
き
る
だ
け
明
ら
か
に
.す
る
こ
と
：が
肝
要
で
あ
る
。
:

:

丨
!
 

■

:.

構 成 比 VO

30年= 100の指数

29年 30年

k P  1出 98.8 100.0

{ 政 府 98.8 100.0

2. 2 1.2

m 府 10.8 1.2

p 間 60.0 60.0

t政 府 40. 0 40.0

対 前 年 増 加 率 %

構 成 比 %

[民 間 99. 6 100. 0

1政 府 97.3 100.0

i p 間 0.7 0.4

2 m 府 10. 0 2.8

j民 間 61.8 61.2

1政 府 38.2 38.8

31年

157.9 
106. 5

57.9
6.5

69. 0
31.0

142.2
98.8

42 .1 
A 1 .2

69.4
30.6

32年 33年 34年 35年

222.2 202.9 234.5 349.1
128.3 145.2 167.9 203.8

40.8 A8. 7 15.6 48. 9
20.5 13.2 15.6 21.4

72.2 67.7 67.7 72.0
27.8 32.3 32.3 28. 0

185. 2 173.9 200. 0 291.8
111.5 133.6 151.9 178. 5

30.3 A 6 .1 15.0 46.0
12.8 19.9 13.7 17.5

72.4 67.3 67.5 7 2 .1
27.6 32.7 32.5 27.9

資 料 出 所 「国民所得統計年報。昭和41年版」. （経済企画庁）

備 考 暦 年 の 国 民 総 支 出 （pp.118〜1 1 9 )および実質国民総支出（pp.134〜135) における民 

府 の r総固定資本形成」額から，それぞれの「住宅」建築分を控除して計箅したもので

冚- 1 表 民 間 • 政 府 別 「固定資本形成」 （住宅のぞく） の推移

指
数
の
高
-̂

は
注
目
に
価
す
る
。
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.

.

.

な
お
三
〇
年
を
起
点
と
し
た
指
数
'に
つ
い
て
、
政
府
と

民
間
と
を
比
.較
す 

る
場
合
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
条
件
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
政

府

の

「

固
定
設 

備」

投
資
の
方
は
、
ニ
〇
年
代
後
半
に
は
、
電
源
開
発
ブ
ー
ム
を
は
じ
め
と 

.

し
て
、
民
間
設
備
投
資
を
上
廻
る
の
び
を
し
め
し
て
い
た
し
、
不
況
の
影
響 

に
よ
り
民
間
設
備
投
資
が
停
滞
し
た
，ニ

九
、
三
〇
年
に
も

、政
府
投
資
は
上
昇 

.

を
つ
づ
け
て
三
〇
年
に
い
た
っ
た
た
め
、
三
〇
年
で
は「

固
定
設
備」

投
資
に 

し
め
る
政
府
投
資
の
比
率
は
そ
れ
以
前
よ
り
か
な
り
高
く
し
め
さ
れ
る
し
、

三
〇
年
起
点
の
指
数
で
は
政
府
投
資
は
こ
の
よ
う
な
高
水
準
の
年
を

起
点
と 

し
、
の
び
が
低
く
示
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。

.

こ
れ
に
反
し
、
民
問
設
備
投
資
の
方
は
、
二
九
、
三
〇
牢
と
全
く
停
滞
を 

’

つ
づ
け
た
の
が
、
三
〇
年
末
以
降
急
激
に
獠
異
的
な
の
び
を
は
じ
め
て
い
っ 

-

た
か
ら
、.
三
〇
年
を
起
点
と
す
る
と
、
設
備
投
資
の
獠
興
的
発
展
が
す
べ
て 

，
指
教
.の
の
■び
.に
し
め
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

(2

全

体

の「

固
定
設
備」

投
資
の
う
ち
で
政
府
の
し
め
る
比
率
は
、
 

年
々
変
動
し
て
は
い
る
が
、
大
体
ニ
五〜

三
五
％
を
し
め
し
て
い
る
。
一土 

〇
年
末
以
降
、
民
間
設
備
投
資
が
全
く
他
に
例
を
み
な
い
程
の
拡
張
を
.つ 

づ
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
' 

こ
の
時
期
に
お
い
て
、
政
府
投
資
が
全
体
の 

ニ
五〜

三
五
％
を
も
し
め
て
い
た
と
い
う
こ
の
事
実
は
、
国
内
投
資
市
場 

に
お
い
て
国
家
が
き
わ
め
て
重
要
な
機
能
を
は
た
し
て
い
る
こ
と
を
物
語 

る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

.

.
三
一
园
九
ー

_

.
 

■ 

!

名 

目

一

一

实

質

(

三
五
年
価
格)

リ
 

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
n



三
ニ 

(

四
九
四)

⑶

す
で
に
第
二
章
序
節
で
指
摘
し
た
ご
と
く
、「

固
定
設
備」

投
資
の
年
々
の
増
加
率
は
が
な
り
の
変
動
を
み
せ
て
い
る
が
、

政
府
と
民
間 

と
で
は
、
こ
の
増
加
率
の
変
化
に
き
わ
め
て
大
き
な
相
違
が
あ
る
。.

一
 

.

す
な
わ
ち
、
民

間
「

固
定
設
備」

投
資
は
、
三 

一
•

三
ニ
年
、
三
五
•
三
六
年
の
好
況
期
に
は
き
わ
め
て
高
い
対
前
年
増

加

率

を

し
め
し
、
三 

三
年
、
三
七
•

八
年
で
は
、
停
滞
か
減
少
を
し
め
し
て
い
る
.
が
、
こ
れ
に
反
し
、
政

府
--
,
固
定
設
備」

投
資
は
民
間
の
停
滞
•
減
少
を
み
た
三
三
. 

.四
年
，
三
七
•

八
年
に
は
、
そ
れ
に
先
行
す
る
好
況
期
に
お
け
る
よ
り
も
反
っ
て
高
い
増
加
率
を
し
め
し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、「

固
定
設
備」

投
資
全
体
の
な
か
で
政
府
投
資
の
し
め
る
比
率
は
'

か
な
り
の
程
度
に
お
い
て
、

好
況
明
に
は
低
下
し
、
不
況
期 

に
は
上
昇
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
 

丨
.

右
の
^

実
は
、

政

府

「

固
定
設
備」

，
投
資
が
景
気
対
策
と
し
て
の
機
能
を
は
た
し
て
い
る
こ
と
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
。

と
く
に
三
匕
年
以 

後
、
政
府
投
資
の
増
加
率
の
高
さ
、
全
体
に
し
め
る
政
府
投
資
の
比
率
の
上
昇
は
注
目
に
価
す
る
。
す
で
に
前
稿
で
の
ベ
た
ご
と
く
、
民
間
の
生 

産
部
門
に
お
け
る「

固
定
設
備」

投
資
が
停
滞
•
減
少
を
し

め

し

た

こ

の

時
期
に
お
い
て
、
政
府
投
資
の
は
た
し
た
役
割
は
ま
こ
と
に
大
き
い
も 

.の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
循
環
分
析
は
本
稿
の
主
題
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
控
除
し
て
い
る
政
府
住
宅
の
建
築
も
景
気
対
策
と
い
う
機
能
を
果
し
て
い
る
点

を

補

足

す

る
必

要
が
あ
る
。
深
刻
な
る
住
宅
事
情
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
の
住
宅
建
設
は
三
〇
年
以
降
た
い
し
た
進
展
を
み
て
い
な
い
が
、
三
三
年
、
三
七
.
三
八
年
-
-

と
く
に
三
七
年
に
は
、
政
府
住
宅
は
顕
著
な
対
前
年
増
加
率
を
し
め
し
て
い
る
。
三
七
年
四
.五
•
五
％ 

(

三
九
•
八
％)

、
三
八
年 

一
二
，
五
％ 

(

九
•
五
％) 

と
い
う
対
前
年
増
加
率
の
異
常
な
高
さ
は
、
危
機
的
と
さ
え
な
っ
.た
住
宅
問
題
の
深
刻
さ
を
反
映
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ

こ
に
は
三
六
年
末
以
降
の
民
間 

設
備
投
資
の
衰
退
を
ヵ
バ
ー
す
る
政
策
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
、「

国
民
所
得
統
計」

に
よ
っ
て
概
観
し
た
が
、「

国
民
所
得
統
計」

は

、

か
か
固
定
設
備
ト
ル
ト
ル
^
^
ぃ
で
ご
投
資
の
推
多
を
し
め

す
も
の
で
は
な
い
。
.

「

産
業
速
睽
表」

は
、
各

種

の「

固
定
'̂

備」

そ
れ
そ
ル
の
投
資
を
把
握
す
る
う
え
に
有
効
で
あ
る
が
、

こ
の
投
資
を
政
府
と
民
間
と
に
分
け 

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
三
〇
年
以
降
で
は
三
.〇
年
表
の
み
で
あ
る
。

.

.

.

.

.

三
〇
年
表
で
は
、「

最
終
、需
、要
、

」

、の

「

固
定
資
本
形
成」

は
政
府
と
民
間
の
ニ
本
だ
.て
に
な
っ
て
い
た
の
で
、「

重
電
機
器
/

「

自
動
車」
、「
非
住
宅
新
建 

築」

等
各
種
の
産
出
物
が
そ
れ
ぞ
れ
、「

政
府
固
定
資
本
形
成」

と
.「

民
間
固
定
資
本
形
成」

と
に
産
出
さ
れ
る
額
を
別
々
に
把
握
で
き
た
し
、
し
た
が
っ
て
、
 

「

固
定
^

i
」

投
資
に
よ
っ
て
各
種
の
原
材
料
•

部
品
が
誘
発
さ
れ
.て
い
く
諸
関
係
も
、
政
府
と
民
間
と
を
別
.々
に
追
求
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
っ

た
。

し
か
し
な
が
ら
、
三
五
年
二
ニ
八
年
表
で
は
、「

固
定
資
本
形
成」

.は

.「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」

：に
一
本
化
さ
れ
て
し
ま
い
、
各
種
の
產
出
物
が
投
資
に 

む
け
ら
れ
る
部
分
は
、
総
額
に
お
い
て
の
み
し
、か
把
え
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
.た
。
:

た
だ
し
、
三

五

年「

産
業
連
関
表」

に
つ
い
て
は
、「

統
合
表」

.
•
あ
る
い
は
よ
り
一
層
部
門
統
合
し
た
も
の
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
建
設
省 

お
よ
び
経
済
企
画
庁
が「

固
定
資
本
形
成」

を
政
府
•
民
間
別
に
推
計
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
10
-
2表
備
考
5

の
理
由
で
、
.建
設
省
推
計
の
方 

が
妥
当
と
考
え
る
の
で
、
こ
れ
を
利
用
し
て
、
政

府
•
民
間
別
に
，「

固
定
設
{§
.投
資」

の
内
わ
け
を
し
る
と
と
も
に
、
三
〇
年
と
三
五
年
の
比
較 

を
こ
こ
ろ
み
た
い
。
 

.

• 

- 

' 

.

建
設
省
推
計
に
つ
い
て
、

こ
，れ
ま
で
.の
わ
れ
わ
れ
の「

固
定
設
備」

の
取
扱
い
に
準
じ
て
、
住
宅
、
く
ず
発
生
額(

マ
ィ
ナ
ス)

、

お
よ
び
サ
ー

. 

. 

. 

'

ヒ
ス
投
入
を
除
い
て
整
理
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
、
.こ
の
三
五
年
推
計
に
接
続
す
る
よ
う
.に
、
，
三
〇
年
へ

「

産

業

連

閨

表

」

の

部

門

分

類

を

組

み

替 

え
る
等
修
正
し
た
の
：が
01
-

表
で
あ
る
。
三
0

年
表
と
三
五
年
表
と
で
は
、
.r

固
定
'資
本
形
成」

.
へ
の
產
出
.の
取
扱
い
が
若
干
異
な
る
の
で
、

厳
密 

に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
ノ
大
体
の
趨
勢
は
把
握
で
き
よ
う
。

ぐ

⑴
,'「

固
宠
設
備」

投
赞
総
額
に
お
い
へ
て
政
府
投
資
め
し
め
る
比
率
は
、
三
_〇
年
四
〇
，
一'一.
.
%
、.
三
丑
年
三
一
.

九
％
で
、

三
五
年
の
方
が
か 

な
り
の
低
下
を
み
せ
て
'い
る
。

.

.

:

'

■

•

:

:

 

.

 

.

日
本
資
本
主
義
の
苒
生
産
構
造
分
析
試
論
^

 

.
 

三

三

(

四
九
五)



ffl-2(a)表 民 間 • 政府別，機 種 別 「固定設備j 投 資 （100万円)

30 年 35 年

民 間 政 府 t f 民 間 政 府 計

家 具 9, 971 0 9, 971 法115, 771 5,471 21,242
金 属 製 品 5, 286 0 5, 286 33, 332 1,134 34,466

，般 . 機 械 179, 419 12, 256 191，675 707, 843 55,309 763,152
電 気 機 械 83, 353 28, 665 112, 018 272, 273 107,172 379,445
輸 送 機 械 192,457 31,972 224, 429 550,837 46, 260 597, 097
精 密 機 械 18,772 1,013 19,785 24, 901 3,469 28, 370

以 上 小 計 (1) 489, 258 73/906 563,164 1,604, 957 218, 815 1,823, 772

非 住 宅 新 建 築 165, 428 81,671 247, 099 610, 573 202,546 813.119
土 木 128, 545 373,113 501,658 505, 047 850, 693 1.355,740

以 上 小 計 (2) 293, 973 454, 784 748, 757 1,115, 620 1/053,239 2,168, 859

「固定設備」投資合計(1丨+ ⑵• . ■■ • ■ • .: 783, 231 528, 690 1,311, 921 2,720,577 1, 272, 054 3, 992; 631

资 料 出 所 1. 30年は，行政管理庁他「30年産業連関表」’および，その基礎となった通産省300部門調整作業表。

2. 3ち年は，「35年産業連関表資本取引表（建設省推計)j (建 設 省 •■速設部門の波及効果 -̂ 一昭和35年建設 

部門分析用産栗速関表作業報告第2編j 58〜9頁)

注 上 記 資 料 で は 15,7 1 1となっているが，：ミスと思われるので訂正した•

備 考 1. 上記資料の「固定資本形成j 額についてこれまでのわれわれの方法により次のような操作を加えた。

(イ） マイナスの「固定資本形成j として示されている屑発生額を控除する。 （ストーン方式を採用している35 
年についての.み必要な操作。） ■

(ロ） サービス部閃からの投入（設倫投資に伴う運質•流通マ一ジン）を控除する。

H  「住宅J を控除する。3 5年の上記資料では，「任宅j と 「非住宅j が統合されて「建築j 一本で示されて 

いる。それ故逑輯省へ問合せ, 民間住宅建築 635,375百万円，政府住宅建築72,390百万円という数値を 

得たので， これを民間, 政府それぞれのr妞築j から控除した。

㈡ 各年の取扱いの不統一，内容的不明確さ等のため，第二窣で「固定設備j 投資から除外した品目（「ロ一 

’ プ，漁網J など）を控除する。 （前 稿 ⑵ n-4表の注2 を参照されたい。）

2. 以上のような操作にも拘らず，前稿⑵第二章の諸表と本表とは差興を残している。

(イ） われわれの採用してきたグループ別の投資額を民間と政莳に分割することは不可能だった。それ故，本表 

は，35年の上記建設劣推計で用いられた統合表部門分類を採用し，30年はこれに接続するよう300部門調 

整作業表の部門統合，組替えを行なった• .
(ロ） 前稿⑵では，35:年表の取扱いに準じて，30年 表 の 「間定設備j 投資額を修正した（前稿⑵第二章の各表 

注を参照）が， これを民間.政府別に推計することは不可能だったため，上表の 30年の数値は速関表の原 

計数を採用してあり，前稿⑵の数値を総計で42,605百万円だけ上廻っている。

的 本表における35年 の ••固定設備j 投資合計は，前稿⑵のそれより18百万円少ないが，これは，上記 35年 

資 料 の r建築J r土木」の数艏が，r35年速関表j の原計数とわずかながら異るためである。

3. 30年の上記資料においては，「土木j 投資にふくまれる「公共琪菜j のうち計？3,537百万円び農業土木j 
16,952, «•その他の公共事栗j 176, r災害復旧』6,409) が 「民間資本形成j へアウトプットされることに

ノなっている。 これは， 「国扉補助団体営琪業贤および， 農林漁萊金融公庫融資事業j の分である（通産省 

「昭和30年産業速関表による日本経済の産業速関分析j 239頁):。他方，35年の上記資料においては，「公共 

市業j はすべて •■政府資本構成j へアウトプットされ「段間資本形成j へのアウトプットはゼロである。 

われちれは，30年と35年を統一基準で比較するため，上記 30年 の 23,537百万円を民間から政府へ移しか 

ぇた. .

4. 35年の建設省推計と企固庁推計について

われわれは妞設省推計を利用したが，その理由は次のとおりである。

(イ） 迚設省推計と企画庁推計とでは，われわれが猫-考⑴のような操作をしない前におV、ては，民間，政府の 

1■固定资本形成j 総額は，大差がなかったt これは両方とも，国民所得統計とチェックしたためであろう。 

ただし，企画庁推計には金厲部門のR 問固定資本形成に多M の計算ミスがあると思われる。

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
祈
試
論
n

三

五

(

四
九
七)

ra-2(b)表 同 構 成 比

.
民 間 • 政 府 別 の 品  
目 別 搆 成 比 （％) 品 目 別 の 序 間 • 政府構成:比 (°<0ミ

30 年
35 年 30 • 年 35 ； i • 丨 ：

民間 政府 民間 政府 民間 政 府 | : 計 ： 民間 政府 ミ計：

家 具 1.3 0 0.6 0.4 100, 0：0 100. 0 74,2 25.8 100.0

.金 厲 製 品 0,7 0 1.2 0.1 100. 0 0 ioo. 0 96.7 3.3 >100. 0
一 '般 機 械. 22.9 2.3 26.0 4.3 93.6 6,4 100. 0 92,8 7.2 100. 0

電 気 機 械 10.6 5.4 10,0 8.4 74.9 25.1 100. 0 71.8 28, 2 100. 0

輸 送 機 械 24.6 6. 0 20. 2 3 .6 85.8 14.2 100.0 92.3 7 ,7 100.0

精 密 機 械 2 .4 0.2 0. 9 0.3 94.9 5.1 100. 0 87.8 12. 2 ioo.o

以 上 小 計 (1) (62.5) (14. 0) (59. 0) (17.2) 86.9 13.1 100.0 88. 0 12.0 100. 0

非 住 宅 連 築 21.1 15.4 22.4 15.9 66.9 33.1 ioo.o 75.1 会4:9 100. 0

土 木 16.4 70.6 18.6 66.9 25.6 74.4 100.0 37.3 62.7 100. 0

以 上 小 計 (2) (37.5) (86. 0) (41.0) (82.8) 39.3 60.7 loo. 0 51.4 48.6 100. 0

「固定設備」投資合計 100.0 100.0 100, 0 100.0 59.7 40.3 100.0 68,1 31.9 ioo. 0

(ロ） 「座築j .「土木j の 1"固定資本锻成j へ産出額もほとんど同じであり， したがっそ， 〔非住宅連築•土 

•木〕投資でも，ffl-2表と参考表はほとんど同C である。 .ノ

H ととろが「商業J, •■運輸』 よ り の r固定資本形成J への產出額= 固定設備財の運貲•商業マージ’ィを, 
政 府 •民間別に分ける場合，建設省と企画庁め推訝はきわめて大きく くい違っている。 すなわち，（建設省 

推計では,この額は民間 155,945(百万P3) , 政府巧，7S1 (百万円）で务るのに対し,企画庁推計セは民間 

97,626(百万円)，政 府 74,100 (百万円）であり，連設省の方が民間の坊率は木幅に高くなっている9 

この結果, 運it .商業マージンを控除した部分， きらにこれより〔非住宅建築.±木〕を控除した部分 

= 小計(mこおいて，両表の掸計ば，かなりの違いを生じたのである。DI-?表と参考表を参照•

咐 M の推許の違いの原因を究明すると，「固定設備J財の運®  •商業マ— ジンを民間と致府ど匕分ける榫計に 

おいて，建設省は，物 的 r固定資本形成J (サ一ビス投入ふくまぬ）よ り 「建築■».「去木J«r固定資本形成J 
を控除した部分の民間.政府別比率に準じて分けたが，企画庁は， .「土木J の 「固定資本形成」を 

もふくめた民間，政府別比率に準じて分けたのである，それゆえ，「建築J • r土木」では，政府の比率が非 

常に高いことを反映して，企画庁の方が（ハ）fcみるごとく，政府の比率が大幅丨こ高くなったのでんる。

しかしながら，との点については連設省の方が妥当と思われる。 r賭入者価格表J によれば， •■商聚J.，「運 

輸j よりの <"迪築 j  . 「土木J の r固定資本形成 j への産出は ' ^ ロである。すなわち，f 固定設備J 財の運質 • 
• 商業マージンは , 1■建築J .「土木J 以外の「固定設備 j 財についてのみ計上されているのぶある。（r® 築 j •「土 

木」にかんする運貨 f 商業マ一ジンは，「姐築」、「土木』部門そのものへ入っていく）。

したがって，《■固定設備j 材の運貨 •商業マ一ジンの民問.政府別推計については,.当然，運貨.商業マ 

- ジンが考えられている「建築』. 1■土木j 以外の「固定設備j 財における民間：政府の比率に準ずるのが正 

しいことになる。.

参考表 35年の企固庁推計

実 額 （100万円） m 成 诈 ； (%)

民 間 政 府 計 民間 政府 計

小 計 ⑴  

小 計 ⑵  

「固定設備_!投資合計

1,726,917 

1,115,666 

2,842,583

101，500 

1,053,210 

1,154,710

1,828,417 

2,168,876 

3,997,293

94.4

51.4 

71,1

5.6

48.6

28.9

100.0

100.0

100.0

資 料 出 所 「経済自書j昭和39年 度 版 表 忖 16
参考表は，備考 1の方法で，迚設省推計ど同捸に，操作し整理したものである•
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政
府
投
資
の
し
め
る
比
率
が
高
い〔

非
住
宅
建
築
-:

土
木〕

投
資
で
も
、

三
〇
年
の
六
〇
.

七
％
よ
り
三
五
年
四
八
-

六
％
と
な
り
、

g

住 

宅
建
築
.

土
木〕

以
外
で
も
わ
ず
か
で
は
：あ
る
が
、
政
府
の
比
率
は
低
下
し
て
：い
る
。

V

.

..

こ
れ
は
、
す
で
に
の
ベ
た
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
..三
五
年
は
、
好
況
の
も
と
、
民
讓
備
投
資
が
機
械
類
投
資
に
お
い
て
も
、
 

工
場
新
設
の
た
め
の
建
築
•
土
木
投
資
に
お
い
て
も
高
い
の
び
を
し
め
し
て
い
た
年
で
あ
る
こ
と
に
も

よ

る
。

は
政
府
と
民
間
划
に
ー
固
定
設
備」

投
資
の
内
わ
け
を
み
る
と
'

In
-
(b
)

表
の
ご
と
く
、
民
間
と
政
府
と
で
は
大
き
な
相
違
点
が
あ
り
、

こ
の 

点
に
つ
い
て
は
、
三
〇
年
も
三
五
年
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
：
 

-

.

■

，
す

な

わ

ち

政

府

投

資

で

は

全

体

の

.七
割
前
後
を
.「

土
木」

投
資
が
し
め
、〔

非

住

宅

^

澳
.

土
木〕

.投
資
が
八
割
以

上

を

も
し
め
て
い
る
。
 

こ
れ
に
反
し
民
間
投
資
で
は
.「
土

木
'1
-
.は
一
六
-
^八
％
程
度
、
.〔

非
住
宅
建
築
‘
•
土
木〕

で
も
四

割

前

後

で

あ
り
、

「

一
般
機

械

」

、

「

靈

機
 

械」

.

.
等
機
械
類
投
資
の
し
め
る
比
率
の
高
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。

そ

れ

ゅ

ぇ

、

各

種

の

「

固

定

設

備」

そ
れ
ぞ
れ
に
つ.い
て
、
政
府
と
民
間
の
：構
成
比
を
み
る
と
、
政
府
投
資
はr

土
木」

で
は
全
体
の
七
四
.

四
％(

三
〇
年)

、
六
ニ
.

七
％ 

(

三
五
.年)

を
.も
し
め
、

.
〔

非

住

盡

築
•

土
木〕

.
で
も
高
い
比
率
を
し
め
て
い
る
が
、〔

非
住
宅
建
築
•

土
木〕

^

外
で
は
政
府
投
資
の
し
め
る
比
率
は
わ
ず
か
一
〒
三
％
で
あ
り
、
政
府
投
資
が
比
率
で
も
額
で
も
か
な
り
の
数

値

を

し

め

す

の

は

「

電

気
機 

械」

の
み
で
あ
る
。

. 

.

M

W

つ

ぎ

に

右

の
よ
ぅ
な
政
府
投
資
の
特
徴
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め

、

三
五
年
建
設
省
推
計
に
よ
る
政
府
投
資
の
主
体
別
内
わ
け
を
わ
て 

わ
れ
€>
'

方
法
に
準
じ
て
修
正
.
整
理
し
た
の
.が
.

表
で
あ
る
。

ま
ず
璧
年
政
府
投
資
総
額
の
六
六

•
九
％
を
も
し
め
て
い
た「

土
木」
の
主
体
別
構
成
を
み
る
と
、
"

公

共

事

業

"

、が

「

土

木

」

全
体 

の
五
四
.
ニ 
％
を
し
め
、
〃
公
営
企
業
"

ニ
ー
.

四
％
、
"国

鉄
•

帝
都
"

(

鉄
道
軌
醫
設)

一
〇

ニ
 

％
、

〃
電
々
八
ム
社
〃

(

関
連
土
木
工
事

)

八
• 

四
％
と
な

つ

て

い

る

。

か

か

る

事

情

に

つ

い

て

は

、

す
で
に
第
二
章
第
一
.一
節
三
項
で
の
ベ
た

ご
と
く
、
三
〇
年
以
降
の
急
激
な
る
生
産
I

の
過
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三

八

(

五
〇
〇)

程
で
、-
国
家
が
生
産
拡
大
の
た
め
の
基
盤
を
強
化
す
る
政
策
を
推
進
し
た
た
め
'

公
共
事
業
の
な
か
の
"
道
路
"

〃
港
，

が
と
く
に
驚
異
^
な
り 

び
を
し
め
し
た
砑
か
、
国

鉄
*
電
々
公
社
等
に
よ
る
施
設
拡
張
が
急
速
に
す
す
ん
だ
こ
と
を
思
い
お
こ
す
必
要
が
あ
る
。

'

政
府
に
よ
：る
'「

，
住
宅
建
築」

投
資
に
お
い
て
は
.
地
方
政
府
が
六
一
,

三
■
%
、
中
央
政
府
が
一
六
.1 

一
％

と
、

政
府

投

資

の

大

半

を

し

め

て 

い
る
。
官
庁
ブ
ー
ム
と
い
.
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
建
築
投
資
は
、

投
資
額
と
し
て
も
、

「

非
住
宅
建
築」

総

額

(

民
間
.
政
府
計)

に
し
め
る
比
率
に
お 

，
い

て

も

軽

視

で

き

な

い

も

の

で

あ

る

。

；

•

他
方
、〔

非
住
宅
建
築
.
.
土
木〕

以
外
の
政
府
投
資
で
は
、•■.〃
国
鉄
•
帝
都
"

が
全
体
の
四
三
.
〇
％
、
"
電
々
公
社
"

が
ニ
六
•

五
％
を
し
め
、
 

こ
れ
ら
両
者
に
よ
る
投
資
が
全
体
の
約
七
〇
％
近
く
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

〃
国
鉄
•
帝
都
"
、
"
電
々
公
社
"
.
に
よ
る
投
資
が
、
蒙

•
霞

か

「

i'
p

4

i」

取
务
会
か6

 

な
か
で
も
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
.い
る
点
で
あ
る
。「

土
木」

で
は
、
.民

間
'.
'

政
府
に
よ
る
投
資
総
額
の
ぅ
ち
、
"
国

鉄

•

帝
都
"
に
よ
る
も
の
は 

六
•

三
％
、
.

〃
電
々
公
社

"

に
よ
る
%'
の

は

五

•
ニ%

で
あ
る
。
' 

機
械
間
係
で
も
、'「

電
気
機
械」

投
資
の
民
間
*
政
府
総
額
の
ぅ
ち
、
電
々
公
社 

は
一
五
. 

一
％
、
"
国

鉄
•
帝
都
"

は
七
•
九
％

を
し
め
て
い
る
し
、
.
"国

鉄
•
帝
都
"

は

「

精
密
機
溉」

(

八
ニ
.ー％)

、

「

輸
送
機
械」

@
 

•
九 

%)

、

「

一
般
機
械」

(

四
. 

ー
％)

で
も
、

か

な

り

の

比
率
を
し

め

て

い

る

。

.
ま

た

、

わ
が
国
の
三
五
年
の「

固
定
設
備」

投
資
総
額
の
な
か
で 

は
、
〃
国
鉄
.
•帝
都
"

に
よ
る
投
資
総
額
は
四
.

七
％
、

電
々
公
社
"

に
よ
る
投
資
総
額
は
三
•

七
％
を
も
し
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
数
宇
は
、
[1

鉄
.や
電
々
公
社
が「

固
定
設
備」

投
資
に
お
い
て
は
た
す
役
割
の
重
要
さ
を
し
め
す
と
と
も
に
、

か
か
る
！

H
i

額

の

「

固 

定
設
備」

投
資
が
、
三
〇
年
代
の
急
速
な
る
生
産
発
展
の
た
め
の
基
盤
の
拡
充
を
目
的
と
す
る
国
家
政
策
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
の 

意
味
を
わ
れ
わ
れ
に
し
め
し
て
い
る
。
' 

:

⑷

最
後
に
、
三
五
年
と
三
八
年
と
の
比
較
に
か
ん
し
て
は
、「

産
業
連
関
表」

の

「
土
木」

'.

投
資
の
み
に
つ
い
て
、

政

府

.
民
間
別
投
資
の 

建
設
省
推
削
を
得
る
こ
と
が
で
き
た(

01
-
表
参
照)

。
：
す
で
に
み.た

ご
:>

く

、「

土

木
,-

投

資

は

、
.政

府

投

資

全

体

の

ぅ
ち
で
き
わ
め
て
高

”
比
率

35 年 38 年

政 府 民 間 計 政 府 民 間 計

「公 典 斯 業 J 投 資 489,145 0 489,145 901,277 0 901,277
うち 道 路 155, 871 . 0 155, 871 356, 638 0 356,638

「そめ他の連設J 投資 361,546 505, 047 866, 593 746, 221 742, 313 1,488, 534
f 鉄 道 軌 道 73, 592 5, 539 79,131 252,612 35, 964 288, 576/=•艰 却电 la nl nA 61,363 0 61,363 86, 366' 0 86, 366
甯源開発.霜力 ,3 4 ,5 3 0 128,653 163,183 32,747 95, 836 128, 583
上 下 水 道 67,924 0 67, 924 174, 353 0 174, 353
土 地 造 成 18,829 43,054 61,883 64,725 71,515 136, 240 ：
その他の構築物 34,486 106, 932 141,418 34,810 167, 227 202, 037

; 機械設置工事 0 202, 872 202,872 . 0 350, 920 350, 920
一 般 失 対 39,000 0 39,000 56,488 0 56,488

1大 修 轄 31,822 17, 997 49, 817 44,120 20,851 64, 971
「土 未」投 資 合 計 850,691 505,04? 1,355, 738 1,647,498 742,313 2, 389,811
侗 丨: :構 成 比 ）％: (62.7) (37. 3) (100.0) (63.9) (31.1) (100.0)

m -4表 「土木」投資の種類別，政 府 •民 間 別 う ち わ け （ioo万円)

資 料 出 所 35年は• 「昭和お年産業速関表雄設部門分析用産業速関表作成報告書第一篇 (作成編) j  (建設省計画局）
56頁し  ' , '
' 38年は违設省計画局調査統計課に直接問合せた。 、

備 考 本 表 の 「大修繕 i 頊 H A , ;内容的 fcは他の三項目「鉄道軌道 j 「爾信馄話」 源開発 • 觅カ』のそれぞれの「大 

修繕」であり，それ故，これらに配分されうる。前稿⑵のn -1 7表ではその囡分済みの額を掲げたたあ，「大修搭 j は 
- 独立須目とはなっていなかづた。 しかし，3 8年についてわれわれの入手した資料では「大修搭J はその合計額に 

おいてのみ政府 • 民間別に分割され， 個々の孭目たとえば「鉄道軌道 j の r大修樓」について政莳.民間別の分 

割はされT：いない，それ故，政府 •民間別のうちわけをみる本表では「大修繕」は独立項目として残らざるをえず， 
し:fcがってまた,「鉄道軌道 j 等の，計j . は I I ” 17表のそれど「大修繕」の額# け異•なること.となった。

り 穴 円 る / よ い 四 都 八 る 一 す い 頭 三 体 を  
、 金 ど が る た 倍  〃 • 政 • る す こ う 八 ヨ を し  

三 g の 、 -， っ へ に 九 府 九 三 が ち 年 匿 把 め  
八 S 巨 三 土 て と よ ％ 投 倍 八 、 と で 爲 握 て  
年 — 領 八 木 い 激 る へ 資 と 年 m - 4 な は 靈 す い  

に 僧 と 年 " • る 増 〃 と の な の 表 り 、 S る る  
は 点 t r は 投 。 し 鉄 上 比 っ の の 、 ^ 骜 う の  
ち f f l 乏 三 資 ま 、 道 昇 率 て び よ 政 題 P え で  

公 f て 五 全 た ニ 軌 し は い は う 府 寒 レ に 、 
共 2 ぐ、 年 体 、 五 道 て 三 る 、 に の 裳 を 重 2  
事 P る の の 1 ニ  " い . 五 。 民 、 の 碑 ぞ ■ 要 . 主  

業 ° 約 の 公 、 建 る 年 し 間 ご び ^ 忘 な 木 . 
し A み 一 び 共 六 設 。 の 各 め + が 藍 ? も  
総 令 f  • 率 事 一 は  > 六 が 約 J 民 賽 爪 ヽ 飞 の f  
額 :^ $ 八 を 業 二 三 》 ニ っ 一 た 間 學 ち : 1 で f? 

の 安 ラ 倍 わ し へ 八 ^ ふ て • f よ 赞 ， ぁ け  

四 洛 レ 士 、 ず も 百 年 な 友 、 五 お り に ^ ろ 念  
割 か 、 の 兴 か 、 万 に 力 、 f 、 倍 い は お i う き  

近 ，， 三 リ な の 円 は で 含 土 に 不 る い t  。 向
く 道 五 一 、 が び 一 三 も り 、 木 対 も 、. か て 、 v： ^
を 路 丨 一 ら 率 を 五 、 三 し に ^ 
u " 三 ：P 下 は 記 年 〃 八 全 、 三 高 民 ヽ 、 政 

道 建 八 上 廻 、 録 の 国 年 体 政 五 く 間 一 府 
路 設 年 し っ 政 す 約 鉄 に に 府 年 な 投 云 投  
" で 間 音 て 府 る 三 • は お は に っ 資 為 資  
建 あ の 万 い に に • 帝 六 け 約 対 て が づ て 全

三九
：！
(

五
P

C

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
n



固 定 設 備 修 理 の 推 移 （100万円)

30年 35年 38年

機械類労働#段修理 

輸送•通信機械修理 

非住宅建築•土木補修 

，サービスM 機械修理 

冬の他「固定設備」修理

46, 859 
152, 989 
132,202 

4,613 
10, 098

134, 680 
317,121 
220,738 
12,942 
14,822

198, 091 
421,571 
351,916 
26, 920 
32, 975

固 定設備修理合計 346, 761 700,303 1,031,473

備考各種機械修理および建設補修の産出額のうち, 
「消費支出」に向けられて消費されるもの，「固定資 

本形成」に入る大修棒，軍事用として「一般政府泡 

支出J および「特需」.に向け.られたもtpン「_}出」 

されたもの， 「住宅」用の建築補修， 以上を控除し 

た残額が国内で固定設備の修理として機能した額で 

ある，この額を「基本表」部門単位^:推計し，固定 

設備のグループ分類(前稿⑵参照) に則して分割• 
集計したのか本表である,.

なお， 「一般政府消費支出J ) こ向けられた修理. 
補修を軍事用•非軍事用に分割することは不可能に 

近 い （本文第三章参照）ので,ここでは機械修理は 

すべて軍事用，建設補修はすべて非軍事用とぃぅi  
うに機械的に分離した。

务 5 表 固 定 設 備 修 理 の 推 移 （100万円） て の 1

____________ -  ±  2 o  l
機 械 類 労 働 手 段 修 理 46,859 134,680 " 1 9 8 ,0 9 1 和  き り よ め

輸 送 •通 信 機 械 修 理 政 989 317，121 4 2 1 , 5 7 1 砝  %  ^
非住宅建築 • 土 木 補 修 132,202 220,738 351,916 、 |  ^  |  ^  ：

.サービスM 機 械 修 理 4,613 12,942 2 6 ,9 2 0 第 ' を も 産 た

その他「固定設備」修 理 10,098 14,822 32 975 ^ 从 演 こ 拡 つ
 一一.------ -~~---~ ~ ~  -----------  L 早 補 じ れ 大 . て

■ 節 き  I $ V 丨
備考各種機械修理おょび建設補修の産出額のうも, け ;（ニ ) で ; 盤 パ 

づ消費支出」に向けられて消費されるもの，「固 定 資 る ： あ 民 と と  

本形成」に入る大修棒軍事用として「一 般 政 府 消 扁 ^ 务 麗 ふ ： ^  ;
費支出j おょび「特需」に向けられたも叭「_ 出」 定 ^ こ ’備 の 寸 ： 

されたもの， 「住宅」用の建築補修， 以 上 を 控 除 し 設 ^ こ 投 " や ： 

た残額が国内で固定設備の修理として機能した額で備; . 設 に 資 政 に “ 
ある，この額を「基本表」部門単位紜推計し，固 定 ド j®  ^  f c  S  12
設 備 の グ ル ー プ 分 類 (前稿⑵参照) に則して分割 .ぶ  H 黎賴
集計したのが本表である,. ん '  .修 .V. .V _J .....ふ :,.：" 、 . ィ<■
なお， 「一般政府消費支出j )こ 向 け ら れ た 修 理 . す 理 固 し ，〃 み  

補修を軍事用•非軍事用に分割することは不可能にミ の M め 胃 た  

近 い (本文第三章参照〉の で ,ご こ で は 機 械 修 理 は 语 P  ' I  ^  ^  -
すべて軍事用，建設補修はすべて非軍事用というよでき^ * - さ蜂: ^
うに機械的に分離した。 は " 1 投 六 を で

資 ._ 年 ，中 ：.あ

は ^ 言 f  |  f 他 I た 機 ：擊 g 责  >  る
い る し く 扱 理 の 。 械 定  1 M  ♦  cj
え ' • 場 か め ゎ 等 建 船 へ 您 設  \ 降 し 塑
，、 固 合 】 て れ | 設 舶 た M 備 す に x 吾

定 g  k き て I し の だ § 役 お : 、 奋

固 設 k 袋 た 。 r は、 ?  i  t そ - 割 い 政 n?i6 
定 備 4  %  - り、 J  I 」. f  O の て 府 n表1 6 、I 乞 機 、 ゎ | 念 興 產 | も £ ^ や蕾§ t 械 全 、 れ 1 〃 パ 海 m ?  ' f  I r ：®
士 タ の 生 、 ゎ S 鉄 金 ゃ 鋈 を  Y ̂  i  。m i  ! 關  r ! ! :f i  g 畫 I I f I  ̂ 11 1  ：：

f i l l  i | I I f l i  f I f - -t  ̂ i 1 審 養 f 童1ベ ， t s I  %
夂 異 木 別 の 序 ? 亊 % う1  I  ^  5p ? I I I  t S 名 I ミ、 t  f 上
有 匕 と 修 煩 に て 大 の 理 つ に  f

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
は
広
義
のr

固
定
設
葡」

の
な
か
.に
い
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
五
年
以
降
の「

産
業
連
関
表」

.
で
は
、
あ
る
機
械
生
産
部
門
の
な
か
に
機
械
そ
の
も
め
と
機
械
修
理
と
が
ー
括
し
て
ふ
く
ま
れ
、
修
1

は
、
 

機
械
部
門
よ
、り
修
理
を
う
け
た
部
門
へ
の
産
出
と
し
て
し
め
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
綿
織
機
械
の
修
理
は
、.
織
物
の
原
材
料
で
あ
る
糸
が「

綿
钫
- 

か

ら「

綿

.

ス
フ
織
物」

へ
産
出
さ
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、

「

産
業
機
械」

(『

繊
維
機
械』

)

か

ら

「

綿
.

ス
フ
織
物」

へ
産
出
さ
れ
る
関
係
と 

し
て
し
め
さ
れ
る
。.
し
た
が
っ
て
、

原
材
料
の
直
接
•

間
接
の
誘
発
関
係
に
か
ん
す
る
産
業
速
関
分
析
的
把
握
で
は
‘、

「

綿
級」

.一
「

綿

.

ス
フ 

織
物」

^
—

「

消
費
支
出』

と
い
う
関
係
と
、

「

鋼
材」

-

「

産
業
機
械」

(

修
理
用
部
品)

^
—

「

綿

.

ス
フ
織

物」

人一
「

消

費

支

出」

と

い

う

関

係. 

が
全
く
同
じ
誘
発
関
係
と
し
て
把
握
さ
れ
て
し
ま
う(

こ
の
点
.の
不
合
理
さ
に
.つ
い
て
は
.「

分
析
I

J

㈡
第
ー
章
を
参
照)

。

わ
れ
わ
れ
は
、

機
械
の
修 

理
は
、

機
械
そ
の
も
の
の
投
資
.や
生
産
と
区
別
す
べ
き
も
.
の
と
考
え
.、'
第
二
章
.で
は
分
析
対
象
を
機
械
そ
の
も
の
に
限
定
し
て
き
た
が
、

し
か 

•
し
、

機

械
.^
理
は
、「

固

定

設

備」

の

機

能

を

維

持

す

る

と

い

う

役

割

を

果

す

も

の

で

.あ
っ
て
、.

こ

れ

は
--
,
綿
糸」

.
等
の
原
材
料
•
部

品

が「

綿 

織
物」

の
生
産
に
お
い
て
生
産
的
に
消
費
さ
れ
る
の
と
は
明
確
に
区
別
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
次
稿
で
原
材
料
の
誘
発
関 

係
の
分
析
を
行
な
う
場
合
に
は
、
.
産
業
連
関
分
析
的
把
握
と
異
な
っ
て
、

わ
.れ
わ
れ
は
、
修
理
用
原
材
料
は
、
，「

固
定
設
備」

用
原
材
料
と
し
て 

取
扱
う
よ
う
に
す
る

わ
れ
わ
れ
が
、
'
修
理
を
わ
.ざ
わ
ざ
広
義
の「

固
定
設
備」

.
と
し
て

処
理
す
る
た
め
に
困
難
な
，推
計
を
試
み
た
理
由
は
、

4
“i

か
か
於
P

か
い 

て
、
修
理
、
修
理
用
原
材
料
を
右
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

「

固
定
設
備」

'
修

理

は

、

か

な

り

の

品

目

に

お

よ

，ん

.で

.い
る
が
、
と
こ
で
は
推
計
結
果
をI

表
に
掲
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
に
か
え
る
。
 

た
だ
し
、
機
械
修
理
の
推
計
に
つ
い
て
は
、
三
〇
年

「

産
業
連
関
表」

，
は
各
種
の
機
械
修
理
を
ー
括
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
推
計
の
$
礎
資
料 

が
不
足
し
て
い
る
た
め
、.
わ
れ
わ
れ
の
推
計
は
か
な
り
ラ
フ
な
も
の
：と
な
ら
ざ
る
を
得
'な
か
；
っ
，
た
：。

ま
た

、

三

五

年

、

三

八

年

表

で

は

、

一
応
各 

種

の

機

械

修

理

が

分

類

さ

れ

，て
：い
る
と
は
い

.え
、
三
^
年
に
つ
い
て
も
推
計
は
種
冷
の
困
難
处
問
題
を
ふ
く
み
ゾ
精
度
は
か
な
り
低
い
と
思
わ
れ 

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論

1
=
3 

四一
(

五
〇
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へ

.
v''
'
.
'
,
v:
:
:
.':. 

四
ニ 

(

五 
o
 四)

る
、.(「

三
霉
産
業
連
関
表
作
成
作
霞
告
書」

|

丄
I

:

じ
、
一

」 K

年
延
長
表
で
は
，
I

登

年

推

計
I

礎
に
推
計
さ
れ
I

で
あ
る
か 

.

ら
、.
精
度
は一

麗
い
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
.
.そ
れ
ゆ
ぇ
|

表
|

括
表
は
、'

I

る
限
界
f

っ
て
い
？

」

と
を
,」

と
わ
っ
て
お
く
。

. '.

。

ニ 
V
,
' 第

望

^

V,
. 

■ 

し

.
■ 

. 

.
;
.
:
: 

- 

.

:

.

T

,:
.■:
.

、
.

:

.
本
掌
の
課
題
.は

-2

般
政
府」

が
直
接
購
入
す
る
流
動
的
資
材
=

「『

-
般
政
府』

.
用
流
動
的
資
材」

.の
_
 

「

.一
 

•

般
政
府」

が
直
接
購
入
す
る
流
動
的
資
材
は
、
第
一
章
で
み
た
■「

消

費

手

段」

雲

や

第

二

章

で

み

た

：

「

固

定

設

備」

.に

対

す

る

投

資

需

要

に

く 

ら
ベ
て
.は
る
か
に
少
額
で
あ
っ
て
、.倉

推

移

そ

を

明

ら

か

に

す

る

た

め
I

、
わ

か

^
 

簡
単
に
注
意
点
を

.

指
摘
す
る
だ
け
で
充
分
で
あ
ろ
う
。
■■
:

(

.
'
:
. 

.

.」

.

.

 

. 

. 

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

’

レ
か

し

な

が

ら

、

再

生

産

構

造

：の
分
析
に

.お
：い.て
政
府
の
存
在
を
.い

か

に

位

置

づ

计

る

か

は

き

わ

め

て

大

き

な

麗

で

あ
る
し

、
'

さ

ら

に

ま 

た
、.■わ

れ

わ

れ

が

当

面

の

「

分

析
'0」

；で

行

な

う

分

析

は

、
.「

産
業
連
関
表」

の
資
料
的
制
限 

<

「

国
民
所
得
統
計

」

で
も
同
じ

)

.に
ょ
っ
て
種
々
の
限 

矩
を
う
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
し
た
が
っ
て

ゎ

れ

ゎ

れ

は

こ
れ
ら
の
麗
に
つ
い
'て

の「

産

業

譲

表」

の
資
料
的
限
界
を
し
め
す
と
と 

も

に

わ

れ

わ

れ

の

当

面

の「

分

析
-n
J 

.が
そ
の
資
料
的
制
約
に
ょ
っ
て
い
か
に
制
約
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
、
，そ
の
結
果
第
一
二
章
の
分
析 

対
象
は
い
か
に
限
定
さ
れ
た
の
か
.
.
等
に
：
つ
い
て
、.前
も
っ
て
説
明
す
る
^.

要
が
あ
.ろ
う
。

H

政
府
の
位
置
づ
け
と
第
三
章
の
課
題

-

,

■

-■
'

:

 

*

 

'

.

現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
政
府
の
機
能
は
ま
こ
と
に
多
岐
に
わ
た
る
が
、
苒
生
産
耩
造
に
お
け
る
政
府
の
位
置
づ
け
に
お
い
て
は
、

,J
1

題
ょ
t
 

き

く

わ

け

て
U

政

府

が「

固
定
設
備」

流
動
的
資
材
の
購
入
'を
通
じ
、
あ
る
い
は
公
務
員
、

軍
隊
等
の
雇
用
を
通
じ
、

各
種
の
財
貨
に
1

し
需
要
を
形
成
す
る
と
い
う
問
題——

つ
ま
り
市
場
形
成
者
と
し
て
の
政
府
の
機
能
と
.',
'

⑵

.
こ
れ
ら
の
政
府
の「

固
定
設
備」

、
流
動
的
資
材 

の
購
入
'

公
務
員
や
軍
隊
の
維
持
が
い
か
：な
る
所
得
に
よ
っ
て
ま
か
：な
わ
れ
る
.の
か
、

主
と
し
て
；課
税
に
よ
る
徴
収
が
い
か
に
.行
な
わ
れ
る
の 

か
、
と
い
う
問
題
と
.に
な
る
。
 

,

.
さ
ら
に
ま
た
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
場
合
、：.
政
府
の
活
動
を
、
非
軍
事
的
活
動
と
軍
事
的
活
動
と
に
大
別
し
、
さ
ら
に
前
者
の
非
軍
事
的
活
動 

を

「

一
般
政
府」

に
よ
る
も
の
と
い
わ
ゆ
る「

政
府
企
業」

.

に
よ
る
も
.
の
と
に
わ
け
て
右
の
問
題
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
：当

面

の「

分
析
'ロ」

で
は
、.
右
め
(2
)

の
問
題
は
す
'べ
て
、；
分
析
対
象
の
外
に
置
か
れ
て
い
る
:°
卜 

，
ま
た
⑴
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
す
ベ
T'

を
独
自
に
取
扱
う
こ
と——

つ
ま
り
市
場
形
成
者
と
し
て
の
政
府
の
機
能
を
総
括
す
る
こ
と 

は
、
主
と
し
て
資
料
的
制
約
に
よ
っ
て
不
可
能
で
あ
っ
た
。.
す
な
わ
ち
，
政
府
の
公
f

や
自
衛
隊
等
の
雇
用
に
も
と
づ
く
消
費
手
段
需
要
の
創 

出
と
い
う
問
題
は
、
そ
の
他
の
所
得
に
も
と
づ
く
消
費
手
段
の
需
要
と
と
も
•に
、
.第
一
章
で
と
り
扱
う
こ
と
に
し
た
し
、
政
府
の
非
軍
事
的「

固 

定

設

備」

投

資

に

つ

い

て

，は
、

_

_

_

«節
㈠

で
一
応
の
推
計
'を
^

み
た
と
'は
.い
え
I

、
こ
れ
を
第
二
章
で
生
産
諸
部
門
や
サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
の 

投
資
と
と
^

に
と
り
.极
わ
さ
る
を
得
な
^

っ
.■た
ぐ 

「

そ
れ
ゆ
え
、
残
る
部
分
は
政
府
が
需
耍
す
る
流
動
的
資
材
'
.

(

軍
.靡
用
耐
久
財
ふ
：ベ
む

)

で
.あ

り

、
'
 
第
三
章
で
は
こ
れ
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
る 

が
、
：と
れ
に
つ
い
て
は
:'

さ
ら
に
資
料
的
淛
約
に
.よ
っ
て
、
:
つ
ぎ
'0
-
.よ
う
汝
問
題
が
あ
る
。
丄
 ̂

.

す
な
わ
ち
、
⑴

分
析
対
象
が

r

一
般
政
の
経
常
的
支
出
に
よ

.っ

.て
購
入
さ
れ
る
流
動
的
資
材
の
み
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
問
題
と
、
⑵ 

こ
の
な
か
に
は
非
軍
事
的
流
動
的
資
材
と
、

い
わ
ゆ
：る
»

久
財
を
も
ふ
_べ
む
あ
ら
ゆ
^

軍
需
品
と
が
十
括
ん
て
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
. 

あ
る
：。V
.
: 

.

.

. 
ニ 

■二:
.
.
.
.
.
.
:
：
'
'
:
' 

.

 ̂

■ 

V
. 

-
V
.
-
. 

•
. 

-
V
-
. 

-

.

 

^

.:
'

 

;

⑴

前者につ

.
い
：.て
。
.
.

「

産

業

速

関

表

」

.
や

「

国

民

所

得f

〕

：
に
お
好
る
，
：

「
4:.

般
政
府
テ
の
■範

囲

は

：

「

冲
央
政
府
の
一
般
会
計
お
よ
び
非
企 

業

將

別

会

計

なち
び
；に

地

方
政
府
め普
通
会
計
お
よ
び
収
■

!!
•」

で
あ
り
、
い
わ
'ゆ
る
：：'-
1

政
府
企
業」

：. (
=
「

そ
の
他
の
企
業f

別
会
計
、
政
府
関
係 
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機
関
、
：̂

|

奏

_

こ
と
く 

：

.一

般

政

府」

.用

も

、
^

業」

l

i

s

l

 

I

I

I

 

o

r

s

u

.
経
常
支
出
こ
ょ
る
流
動
的

資
I

購
入
に
つ
い
て
は
、「

一
般
政
府」

の

経

常

蒙

艮

む

繁

6

家

' 

ニ

般

政

腐

髪

出」

項
目
に
票

さ

れ

る

こ

と

と

な
0 |
て 

U

H

、
「

i

f

そ
I

の
I

I

内

生

醫

I

け
|

|

な
っ
て
い
る
。

>

^

^

ニ
4

補
節
H

で
も
ふ
I

と
く
、
_

政
府」

と
各
種
の
.

I

I

」

_

1

し
て
把
秦
ぅ
ぇ
で
、，
両
者
を一 .

括
し
.

|

|

が
好
ま
：し
い
が
、

I

謹

表

」

I

、

い
，わ
f

「

I

企
業」

に
ょ
る
I

的 

資
材
の
購
入
を
把
握
す
る
こ
と
.は
ほ
と
ん
ど
.不
可
能
に
近
い
。
 

.

、；

4

ゆ

ぇ

：
わ
れ
わ
れ
の
分
析
対
f

」
れ
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
；。
.第
三
章
の
対
象
が「『

f

£

f'
I

流

證

資

ザ

と

ミ

」

；
 

の

は
/

以
上
の
ょ
ぅ
な
資
料
的
制
約
の
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
ハ
。

.

c (
2

っ
第
二 

p

f

つ
ぃ
て
。「

一
般
政
府」

.
i

i

出
は
、：

非
軍
事
的
支
出
と
軍
I

支
出
と
い
ぅ
.
全
く
異
質
の
一
一
つ
の
部
分
か
ら
,
,

り
た
っ
て
い
る
。

• 

- 

' 

.い

そ
し
て
、「

産

業

譲

表」
(「

震
所
得
統
計」

で
も
同
じ)

.で
は
、

輩

事

的

の

場

合
i

「

資

本

財

」

ゃ

「

資

本

用

役

」

以

外

の

財

貨

•

用

役
の
購
入
を
も
っ
て
経
常
的
支
出
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、：
軍
^

カ
5

昜
べ
ロ
こ
丈
、
r

f

、
c

r

v

l

‘
l、

t
 

r

l

箄
f

の

場

合

に

は「

す
.へ
て
の
：財
貨
：•
用
役
の
購
入(

土
地
の
購
入
を
除
く)

を
も

て
1

的
I

と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
軍
事
用
の
も
の
で
あ
れ
ば
謹
物
、.
_

物
の
建
設
、
そ
の
他
の
資
本
財
の
購
入
は
す
べ
て
経 

社
と
す
るJ

.

と
さ
れ
て
い
.る
。

1

疆

品

に

茂

.て
は
S

的
m

l

れ
る
も
の
？

、
.i

f

一
挙
i

f

れ
た
り
、
1

1

^

1

 
•
陳
腐
化

さ

 

れ
る
と〜

本
質
を
も
つ
て
い
る
の
で
、
戦
車
、I

等
の
購
入
も
1

設
備」

投
資
で
は
な
く
、
I

支
出
と
み
な
1

1

1

わ
れ
わ
れ
の
立
場
か
ら
も
妥
当
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
間
題
ば
こ
の
耐
久
財
を
ふ
く
む
軍
需
品
の
推
移
が
、

r

産
業
連
関
表
1-
で
は
明
確
に
把
え
る
こ
と
が

セ
き
な
い
と
い
う
点
に

あ
る
。

. 

.

，

す
で
.に

「

分
析
1」

.(

(1
]

五
八〜

五
九
頁)

で
指
摘
し
た
ょ
う
に
、.
.

「

産
業
速
関
表」

.で
は
、

軍
事
用
支
出
も
、

非
軍
事
用
経
常
支
出
も
と
も
に

「

一
般
政
府
作
费
支
：

±
1」

の
な
か
に
一
掛
さ
れ
て
い
る

'0

し
た
が
っ
■
て
、

た
と
え
ば「

石
油
製
品」

や

「

衣
服
身
廻
品」

等
の
ょ
う
な
非
耐
久
的

.
な

財

貨

に

つ
V

て

は
.
軍
^

的

な

需

要

，と
..非
軍
^

的
な
！|§.要
と
.を
1|>
<
*別
.す
る
.こ
と
は
|
.
.切
不
可
能
で
あ
る
。
た
^

し
、
■#
..久
货
て
っ
い
て
^

H
、

?

事
的
目
的
で
購
入
さ
れ
る
も
の
の
み
が「

一
般
政
府
消
贤
支
出」

と
な
る」

J

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

.「

一
般
政
府
消
費
支
出」

へ
\

っ
て
い
く

し
わ
ゆ
る「

Is

定
設
備
財」

は
、
軍
需
品
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
.
し
か
し
、
こ
の
湯
合
も
、

「

産
業
連
関
表」

で
は
、

機
^

と
_

11

と
が
同
じ
部
門
に
.一
括
さ
れ
て

い

る

の
で
'、
非
軍
事
的
目
的
で
同
じ
種
類
の
機
械
を
一
般
政
府
が
所
有
し
、
そ
の
修
理
を
，行
な
う
と

す

れ

ば

、

こ

1

修
51

分
は
機
械
関
係
S

需
品
と
S

さ
れ
て
し
ま
ラ
。
た
と
え
ば
.「

造
船」

.
の
'-
.

一
般
政
府
消
費
支
出」

額
の
.中
に
は
、
¥'

を

き
^>
价

ト

か

も
の
と
な
ら
ん
で
¥-

事
的
船
舶
の
修
理
お
ょ
び
、
非
¥'
*'

除
^'

船
齋
か
#'

理
が
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
と
，な
る
。

L

た
力
っ
て「

産
^

速
関
表」

に
お
い
て
把
え
ら
れ
る
'軍
需
品
は
、
耐
久
的
な
も
の
の
み
に
限
定
さ
れ
る
し
、
そ
こ
で
も
多
く
の
場
合
、
.非
軍 

事
的
修
理
が
一
括
し
て
ふ
く
ま
れ
る
と
い
う
限
界
が
あ
る
。

.

さ
ら
に
尤
り
大
き
な
問
題
と
し
て
、
た
と
尨
、
：
わ
れ
わ
れ
が
他
の
資
料
を
参
考
に
し
て
軍
需
品
の
需
要
を
推
計
し
た
と
し
て
も
、

「

産
業
速
. 

関
^」

を
禾
用
す
る
目
的
で
あ
る
生
産
や
輸
入
の
誘
発
諸
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
.い

う

こ
と
は
.、

軍

需

品

に

お
い

て

は

大

き

く

制

約

さ

れ

ざ

る 

を
え
な
L

す
な
わ
ち
、.
軍

需

品
.は
、
潜
水
艦
、
戦
車
"

新
鋭
戦
闘
機
等
、

特
殊
な
生
産
物
：で
あ
る
場
合
が
'少
な
く
な
い
'が
、
.-「

産
業
連
関
表」 

で
は
も
っ
と
も
荀
門
分
割
が
細
い

<
調
整
作
業
表』

で
も
、

.>
-」

れ
ら
は
独
自
の
部
門
と
し
て
は
扱
わ
れ
ず
、

「

造
沿
-
、

「

自
動
車」

等
の
な
か 

に
一
括
さ
れ
て
お
り
、
し
た
.が

っ

て

た

と

え

ば

客

船

、

タ
，
ン
、
ヵ
ー
：

潜

水

艦

等

を

ー

括

し

て

'

「

造
船j

の
投
入
が
し
め
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
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 ̂

:

四

六

(

五
〇
八)

i

れ
ゆ
え
'

た
と
え
、；
軍

_

を

音

別I

計
じ
て
み
て
も
、
そ
れ
ら
軍
需
君

「

産
業
速
関
表」

€>
.
も
ど
で
は

き

お

：め

て
1
フ
7:

な
推
_

の
域
を
で
る
>-
'」

ど
は
也
.き^:
'

、
り
^̂ 

'

.

:

:

:

.

.
軍

需

品
I

要
が
し
.

,

に

增

加
b

’

a

か
I

蝥

輸
入
の
誘
発
麗
係
を
明
確
に
す
る
こ
ど
寥
お
港
胺
要
で
あ
る
し
'
。「

暴

敗

関

表

」

は

馨

の

揚

い

か

“

.？
て
、

こ
が
に
対
し
有 

効
f

料

を

*

ポ

し

ぅ

ふ

絜

で

は
|

が
'

現

か
'
?産
,

,

表」

'

,

氣
_

の
分
拆
に
：が
<

そ

れ

ゆ

え

、

あ

れ

わ

れ

•は
、

本

章

で

；
^

、『

v

齡

霖

船

證

的

資

材

/

に

つ

い

て

；！：産

業

避

関

表

」

6

枠

内

に

お

い

て

把

I

能

な

か

ぎ 

り

で

の

軍

需

n

m
の

分

類

を

試

^

T

そ

し

で

他

方

で

は

、

各

年

度

.

.

_

予

算

」

、
.
.各

年

度

.「

各

省

t

歳

出

決

算

報

告

書

」

、

防

衛

庁

調

達

実

施

本 

部

各

年

度

「

調

達

の

概

況

」

：：等

.に

よ

っ

て

、
..各

種

の

車

需

品

の

需

要

ヴ

推

■

調

べ

て

み

だ

。

後

.を

^

毎
年
多
額
の
軍
需
が
き
は
ず
ひ
|

機
器
_

,

、

_

速
関
表
,

で
は
皆
無
で
_

ん」

と

1

 

で
は
_

 

補
修
以
外
皆
無
で
あ
る
点
等
、.
が
.な

り

腐

題

が
I

こ
.と

が

明

ら

か

でI

が

、.
r
わ

れ

わ

れ1

な
わ
な
か
っ
た
。
ぞ
れ
は
、
各
種
の
軍
需
品

S

要
；

V

生
產
攀
に
つ
い
て
は
、
関
係
諸
賢
料
に
お
い
て
も
、
不
明
確
な
点
が
少
な
く
な
い
し
、
ま 

た
た
と
え
、
わ
れ
わ
れ
の
-P

計
に
よ
.
.っ
て
'数
値
の
，修
正
を
行
な
っ
S

、
現

行

「

讓

速

関

表」

：

」

に
も
と
'、つ
く
生
産
：
.
輸

入

の

醫

諸

関

係

の

分
 

祈
で
.は
、
右
に
み
た
ご
と
き
大
き
な
制
約
が
あ
る
た
.め
、
修
正
の
効
果
は
少
な
い
と
思
わ
れ
だ
た
め
で
あ
る
。
そ

れ

ゆ

え

、
.

わ
れ
わ
れ
太
、

?

 

業
速
関
表」

以
外
か
諸
資
料
に
よ
る
軍
需
の
推
移
は
，参
考
資
料
と
し
て
揭
げ
る
に
と
ど
め
た
。

.

(

備
考)

.

「

分
析
n」

で
は
、'
軍
需
問
題
.を
本
^ ;
的
に
と
り

上
げ
ら
れ
な
い
の
で
、

言
及
し
な
か
っ
た
が
、
軍
需
問
題
の
考
察
に
お
い
て 

は
、

つ
ぎ
の
点
を
充
分
'̂

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑴

軍
需
問
題
の
考
察
は
、
以
上
に
み
た
よ
う
に
、
歡

除

幕

1'
>:

レ

も

除

か

か

、
，
蒙
.

.
ん
1

’

い
か
%'
6

私

#

^

 

て
は
な
ら
な
い
。
三
〇
年
以
降
驚
異
的
な
拡
張
を
と
げ
た
道
路
、
鉄
道
、.
港
湾
、
飛
行
場
、
通
信
施
設
等
に
お
い
て
は
、
同
一
施
設
が
、
非 

軍
取
的
后
的
と
軍
^

的
目
的
と
の
両
方
に
利
用
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
し
、
.
.現
在
非
軍
事
的
目
的
で
利
用
さ
れ
て
い
て
も
、
.
潜
在
的
に
軍
^
的 

施
設
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。，
ま
b

自
動
車
、
造
船
、
電
気
機
器
、
化
学
等
の
諸
生
産
部
門
も
軍
需
生 

産
部
門
へ
容
易
に
転
換
可
能
で
あ
り
、
と
く
に
近
代
科
学
戦
で
は
そ
の
領
域
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、，
三
〇
年
以
降
に
お
け 

ノ
る「

固
定
設
備」

投

資

(

と
く
に
右
の
ご
と
き
土
木
投
資)

の
飛
躍
的
発
展
と
、
各

種

「

固
定
設
備」

.
生
産
の
確
立
.'

発

展

と

い

う

事

情

：を
、
軍 

.

事
的
意
義
か
ら
西
検
討
す
る
必
要
が
大
き
い
。
 

ふ

,

⑵

.ま
た
わ
が
国
の
軍
備
は
対
米
従
属
下
で
進
め
ら
札
て
き
て
■お
り
、
兰
〇
年
頃
は
庄
倒
的
な
部
分
が
米
国
か
ら
の
供
与
に
よ
っ
て
い 

る
。
た
と
え
ば
昭
和
三
〇
年
度
に
お
け
る
放
8

八

軍

事

援

助

は

九

五

七

億

円

に

も

の

，ぼ

る

。

ff
l
-
8参
考
表
の
ご
と
く
、
同
年
度
の
防
衛
庁
の
国 

内
調
達
実
績
額
は
三
四
八
•

七
億
円
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
米
国
製
武
器
の
対
日
供
与
が
無
償
で
あ
る
場
合
に
は
、「

産
業
速
関
表」

の
ど
こ 

に
.も
表
示
さ
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、：「

産
業
連
関
表」

に
よ
る
軍
需
分
析
が
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
把
え
ら
れ
る
も
の
は
、
.
 

わ
が
国
の
軍
亊
カ
の
程
度
を
正
し
く
し
め
す
も
の
か
は
あ
り
得
な
い
。.
そ
の
後
、
軍
需
品
の1

1

内
調
達
•
国
産
化
が
急
速
に
.す
す

ん

で

い

.る 

と
は
い
え
、
.
現
在
な
お
こ
の
問
題
は
存
在
す
.る
し
、
.過
去
か
ら
の
推
移
を
み
る
時
に
%.

、
こ
の
問
題
に
充
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

. 

• 

: 

. 

• 

. 

• 

V

-

J
I 

- 

•
♦
,

仁

ニ

般

政

府

」

の
流
動
部
資
材
に
対
す
る
需
要
の
推
移

'

「

産
業
速
関
表」

に
よ
' 

っ

て「

ー
般
政
府」

の

購

人

し

た

流

動

資

材

：の
推
移
を

_

示
し
た
0:

が
1-
6
,
表
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
わ
れ
わ
れ
は
、
軍 

需

と

の

関

連

で

、

〖

四
づ
の
：グ

ル

一

プl

(A
)

主
と
し
て
軍
需
と
み
な
.さ
れ
う
る
耐
久
財
，
(B
)

主
と
し
て
軍
需
と
み
な
さ
れ
う
.

K
?

非
耐
久
財
、
(c

)
軍 

需

•
非
軍
需
と
も
に
政
府
に
よ
っ
て
需
要
さ
れ
る
非
if
-

久
財
、
(D
)

主
と
し
て
非
軍
需
と
み
.な
さ
れ
う
る
非
耐
久
財
"
.I

に
分
類
し
て
み
た
。

日
本
資
本
主
義
の
45

生
産
機
造
分
析
試
論
.玎 

四

七

(

五
.。
九)

.



ffl-6 表 ⑷ r—般政府」の流動資材に対する需要の推移一 一 (実額）

 _______     (100 万円)

10,850

44,440

10, 044

1,676 2, 554
1，155 1,405
1,294 1,778
2,003 2,456

15,125 19, 348
1,320 1,542
6, 704 8,900
8, 759 24,774

529 230
5,875 6, 851

69,838

1 2 2 ,4 9 1 1 8 0 , 663

その他の金厲製品（一部) 
原 動 機 • ボ イ ラ 一  

産 、 業 機 械  

事 務 用 機 械  

民 生 用 機 械  

民 生 用 ( 気 機 器  

そ の 他 の 軽 電 機 器  

造 船

自 動 1|£
自 動 审 修 理  

航 空 機

光 学 器 具

30

時 価

(A) 小 計

6

2,726

1,726

8,783 
201 

6, 406 
2, 399 

88

22, 335

需 ジ ㈤  小 計

「軍需品j 合 計 （(A)十㈤）

薬

品

品

の

.

ム
製 油

3 5 年

時 価

1,426 3, 075
661 874
107 132

1,789 4, 705
2,122 977
5,230 丨 7,181

901 1,389
15, 072 20, 515
2,142 2, 840
1,350 1,864

24, 244 43, 290
1,160 1,541

56, 204

2,001 
333 
455 

8, 208

10,997

88, 383

2, 086 
437 
518 

9, 357

12,398

67,201 100, 781

四
九

(D)
主

て
非
軍
需
と
み
ら
れ
る
非
耐
久
財

総 計

石 炭 ♦ 亜 炭

家 具

紙

紙 製 品

印 刷 • 出 版

そ の 他 の 製 造 業

電 力

石 油 製 品 （一部）

その他の金属製品（一部）

そ の 他

(D) 小 計

. ((A) +㈤ + (C) + (D))

6
 

5

0

6

7

9

6

0

8

1

 

8
 

1

5
 

5

.

6
 

9

-

6

2

6

8
 
3

8

 

7
 

1
9 

1

 

8
 

0

 

4
 

8
 

2
 

9
 

oo
 7

 
6

3
, 

3
, 

3

,4,
1

,

2

,
2,
6,
7,
. 

2
> 

2
 

4
 

0

i 

1

年

35年価格 

6

3,241

1,772

8,611 
184 

6,148
2, 399

70

22, 431

156
818
865

3, 009

4, 848

27, 279

4, 778 
3

28, 528

33,309

3, 326 
3,876 
2, 952 

429
29, 311 
1,264 
3,047

0
2,211  
6, 980

53, 396

113, 984 |

147 
805 
917 

2, 765

4, 634

26, 969

4, 238 
3

23,707 

27,948

年

35年価格

4, 560 
886 
128 

4, 841 
1,065 
7, 857 
1,391 

20, 713
2, 922
1.792 

45, 568
1,602

93, 325

1,903 
413 
596 

9, 286

12,198

105, 523

3, 016 
2, 472 
3,520

9, 008

3,110 
1,204
1.792 
2, 245

14, 883 
1,518 
7, 996 

24,584 
232

4, 882

62, 446 

176, 977

|

品
品
修 

廻
製 

身

既
豸

服
製
設 

I

維

|

衣

繊

建
.

(C) 小 計

る
も
の 

..需
と
も
に
.
あ
. 

(c
)

軍
需
•
非
軍

爆

革

ゴ

石

る
非
耐
久
財 

と
み
な
さ
れ 

(B
)

主
と
し
て
取

1

0
 

3
 

3
 

5
 

6
 

1

6
 

2
 

3
1 

2

"4,

2
 

5
 

3
 

8
 

3
 

3
 

4
 

9
 

4

2
 

1

6

^

主
と
し
て
軍
需
と
み
な
さ
れ
ぅ
る
耐
久
財

日
本
资
本
主
義
の
苒
生
産
構
造
分
析
試
論
n

f f l - 6 表(b) 「一般政府」の流動的資材に対する需要の推移一 (指数） （30年=  100)

>
時. 価 35 部 .，' 価 . . 格 ...

3 0 年 3 5 年 3 8 年 3 0 年 3 5 年 3 8 年

( A )小 計

う ち | 造 船  
1航 空 极

100. 0 
100.0 
100.0

251.6 
171.6

1.010.6

395.7 
233.6 

1,804.5

100. 0 
100,0 
100.0

250. 6 
175.0 

1,010.6

416.1 
240.5 

1,899.5
( B )小 計

.うち石油製品(一部).
100.0
100.0

237. 3 
296.9

267.5
338.4

100.0
100.0

226.8 
272.8

—---- -----
251.6 
308.6

「軍需品j 合計(A + B) 100.0 249,2 373. 7 100.0 246.3 386.8
(C) 小 計 .100.0 38. 8 35. 9 j 100.0 ぐ 32. 6 27.0
(D )小 計 100.0 93.0 . 146,2 100.0 83.2 116.9

総計(入 + 8  + 0； + 0 ；) 100,0 119.3 175. 9 j 100. 0 107.5 155.3

■ 覧 ! 議 i l i i i i i i P :

' 2) 3為 ! ^ 雞 i i 雲 雜 歆 懿 麵 し た が , こ の 雜 機 械 類 や 幽 品 な ど で

3)粉 鹎 空 亨 2 数値は，生産動態統計などの諸資料とっキ合わゼ:た結果速関表の 
へ . に上5 , ょう修正してぁる。（なお，この点は，; 空機」獲# f e S L  

も 關 速 す る 一 痛 2)のn- 9表の洋3 ,本誌59巻10号42頁参照） ■

: 4) _ _ , ^ 3 繁  細

こ ば 為 識 ： 忠 ？ は 分類された品目“ ちろんその

諧 ^ H
ょひ，_ 庁 「_ の. (各年)を 錄 に し て 觸 を 體 n は，1117表参考表お 

5)”練 の 数 値 と ni-7-8表の参考表の雜とを比纖討してみると若干の鍵点が生ず

了 f  f 芝^  f 艦船修理费」を大きく上廻ってい

免 # 基，思 ，故表」な な  2• な 總 ， 船 翌 纖 澀 識 ぴ !$&温 II
? 觀 5■ 觀 i s ぬ 歳 出 額 に は 計 ^ ^ 蹚

含 年 の 、調整作業表をみると， より直接に該当十る部門の1■贯気通伊•機汽』• p银 

巧 S f 卞 の 「政府消费」は皆無， rその他の镫気— j (D 
く る に .すぎなぃ。最 近 「防衛電子工業」がクロ-ズァ 

③ は 控 气 し く 過 小 _ してぃるのは不可解でぁる。

% 谅故支 とTfし左てt ぼらの為る「細表J咖 「傭隊の現物給与」を

四

八
£

ー
〇)



か
産
の
な
は
あ 

書
動
}

。
-，で 

筧
不
く
た
計
計 

決
€
ぞ
げ
総
総 

出
目
の
掲
r

む 

歳
項
は
を
の
含 

の
^
料
額
攔
も 

庁
'件
借
出
下
ど 

本

物

，歳
最
な
：
 

衛
要
入
済
表
費 

防
蜇
購
出
本
件
。
 

ら
の
支
お
人
る

V
)
.

考備

2 ) 防衛施設庁費，国防会議 
費，などは含まれていない。

3 ) 本表の数値と「連関表j  
の数値とをつき合わせる場 
合に一般的に留意すべき点 
は，左の数値が購入価格で 
あって「生産者価格評価」 
額ではないこと，財政年度 
の数値であって暦年のそれ 
ではないこと，および品目 

分類が大きく くいちがって 
いること，である。

五
〇

(

五
.11

1)

単位億円 )

同構成比

2)
7)
2)
3)
1)
4)
5)
2)
9)
5)
1)
9) 

(1
0
.(1
0

(2
.
(4
.

a
(0
.
(0
.
22
.

a
12
39
;

(4
.

30年度 35年度

9,435 
10, 634 

| 5,676

2, 357 
8,640 

\ 25, 092

1,539 
2, 563 
7,202 
5, 692 

502

38年度

9, 334 
26, 857 
6,412 
2,104 
5, 908
9.849 
2, 556 
7. 297

18, 373 
1,837 
1,816 
2,665 
4, 027 
2,704
8.849 
5,741 
1,265

艦 船 建 造 费  
航 空 機 購 入 雜  

器 材 费  
通 信 機 器 購 入 费  

編 成 装 備 品 費  
汕 購 入 費  
装 備 品 等 維 持 費  
通 信 維 持 費  
航 空 機 修 理 費  
車 両 修 理 費  
武 器 修 理 費 

鹾 船 修 理 費 • 
弾 薬 m 
被 服  费 
M 食 費  

施 設 整 備 綠  
各 所 修 繕

8,02C 

► 20, 702

3, 324 
5,389 

10, 569 
162

以 上 計  

(指 数）

48,166 
(100.0)

79, 330 
(164.7)

117, 594 
(244.1)

防衛本庁支出済歳出額総計 82, 623 152, 833丨1 232,475

in -8 表 参 考 表 防 衛 庁 の 「調達実嫌

度

| 

. 

1

1

 

年
計

一
 

9
 

6
 

7
 

8
 

6
 

0
 

7
 

2
 

9
 

9
 

4
 

6
 

|

60
5
.
63
8
.
13
6
.
26
5

53

:

|

73
0

11
2

:

|
33
3
.
29
3
.

(100. 0)

I

間 
度
年 

年
10 

29

の

2,

年度

20
9
.
10
5

22
:

25
.
5.
5.
3.
10
0
.
10
90
:

24
19
:

3 5 年 度

66. 
92. 
17. 
23/ 
5.: 
1.： 
3.： 

37. { 
5 .] 

31/ 
J6.6
51
36
18

208.

3 0 年 度

3
8
8
8

11
46
19
.
38
.
6.
1.
2.
39
.
25
.
63
.
69
.
24
.

348.

器
器
品
品
品
材
食
料
械
舶
機
両

-

製
製
-

S
 

•

—

 

空 

通

維
革
姑

武
電
需
繊
皮
化
糧
燃
機
船
航
車

計 5, 969.82̂

主に食糧や機械部

べき点はffl-7表参

:部十年史j  p .4 8 より。

5の辦内調達額であり，地方部隊の現地調逹（ 
丨いか国内調達の約85%程度は力バーしている 

:の数値とつき合わせる場合に一般的に注意す:

契
核
額
と
な
充 

く
中
達
こ
行
を 

な
の
調
た
て
^
 

は
画
の
し
つ
る 

で
計
機
増
た
か 

额
衛
空
急
わ
か 

L/
C
防
航
が
に
に 

れ
次
に
産
诏
く 

山
ニ
め
生
年
と 

払
.
第
た
の
4

-i 

支
は
た
駿
ら
に 

も
に
れ
空
か
合 

て
度
さ
航
度
場 

つ
年
注
用
年
の

I s
l i
~
1
ぇ
生
度
辦
，
 

績
と
.
内
年
M

際 

実
た
国
35

如
る 

達
.
。
の
て
U5

す 

調
る
機
し
>0

較 

r 

l

eoo

決
i2

比 

は
で
2

は
狐
と 

せ
と
機
れ
肌
値 

£

こ’
1

讀
ぃ
。

隨
い
ト
が
-
表
な 

注
と
ツ
る
F

J9

ら

本
飯5

澎

。普

il
^

K

i

^

s
vl

達

実

れ

を

と

て

達
04

し 

>
る
如

J

4I
S

F-
1

歡过 |

甘
诉
ふ
の
備
に
ス
た
に
し
の
し 

fc
#

r
-t
l

は
表
の
表i

っ
常
味
た
意 

防

防

,)
上
表
上
べ
あ
異
意
れ
生 

所

ン

考

幻

約

で

が

を

ゎ

分

料
考 

資
備

⑴

「

産

證

関

表

」

に

も

と

づ

く

|

表

に

つ

い

て

は

、
す

で

に

指

摘

し

た

ご

と

く

、

^

お

よ

び

|

参

考

表

と

チ

ェ

ッ

ク

す

る

と

、

疑

問

の

点 

も
少
な
く
な
い
。
と
く
に
、
In
-

表
で
は
、
電
気
通
信
機
器
調
達
が
全
調
達
の
約
一
〇
％
を
し
め
、
三
五
二
ニ
八
年
度
で
は
一
〇
〇
億
円
前
後
と
な 

っ
て
い
る
が
、

「

産
業
速
関
表」

で
は
こ
の
需
要
は
落
ち
て
い
る
。

(

三
五
年
度『

調
整
作
業
表』

を
み
て
も
、『

電
気
通
信
機』
の
ニ
般
政
府
消
费
支 

出」

額
は
セ
ロ
で
ぁ
る
。)

ま
た
、「

産
業
連
関
表」

で
は
、

「

建
設
補
修」

を
の
ぞ
く
と
、

「

非
住
宅
新
建
築」

、

「

1

1

」

、

「
そ
の
他
の
建
設」 

等
、
建

築

•

土
木
関
係
の「

一
般
政
府
消
費
支
出」

額
は
各
年
ゼ
ロ
で
あ
り
、
軍
事
目
的
の
建
築
•
土
木
が
ゼ
ロ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
し
め
さ
れ 

て
い
る
。
兵

舎

の

讓

、
基
地
の
建
設
.
蕭

等

、
軍

事

的

な

讓
• 

土
木
関
係
は
か

な

り

の

額
に
達
す
る
は

ず

で

あ

る

。

^

り
の
よ
う
な
疑
点
が
の
こ
る
が
、

一
応
ff
l
-
表
に
よ

っ

て「

一.
般
政
府」

が
購
入
し
た
流
動
資
材
総
額
の
推
移
を
み
る
と
、
三
〇
年
を|
〇 

〇
と
し
て
三
五
年
一
一
九•

三

(

一
〇
七
.
五)

、
三
八
年
一
七
五
•
九

(

一
五
五
.
三)

と
い
う
の
び
を
し
め
し
て
い
る
。
こ

の

曽

加

指

数

は

、

こ 

のe
E

に
お
け
る
国1£_紘

生

産

国

内

総

市

場

(

総
A

額)

の
.
の
び
よ
り
も
は
る
か
に
下
廻
る
も
の
で
あ
り
、

し
た
が
：っ
て
、
.

国

内

総

生

奎

や

国

内 

総
市
場
に
し
め
る「

『

一
般
政
府』

用
流
動
的
資
材」

需
要
の
比
率
は
低
下
し
て
い
る(

-1

表
を
参
照)

。

3

四
つ
の
グ
ルー

フ
別
の
推
移
を
み
る
と
、
.グ
ルー

プ
に
、よ
っ
て
か
^'

が
か
な
り
大
き
く
異
な
り
、
(A

)

「

主
と
し
て
軍
需
的
と
み
な
さ
れ
う 

る
师
久
財」

の
声
要
の
の
び
が
も
っ
と
も
高
く
全
体
の
な
か
で
3

の
し
め
る
比
率
も
：大
幅
に
高
ま
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

也
■
方
、

切 

「

主
と
し
て
非
軍
需
的
と
み
ら
れ
る
非
耐
久
財」

の
の
び
が
も
っ
と
も
停
滞
的
で
あ

る

。

:

.

以

各
グ
ル
ー
プ
の
品
目
別
内
わ
け
を
み
る
と
ゝ
⑷
グ
ル
ー
プ
で
は
ン
増
加
寄
与
率
が
き
わ
め
て
高
く
、
構
成
比
率
が
急
激
に
上
昇
し
て
い
る 

の

は

「

航
空
機」

で
あ
り
、「

造
船」

が
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
。

米
軍
供
与
機
は
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
が
、.

こ
こ
に
は
、
わ
が
国
の
S

力
が
航 

空
中
心
に
再
編
さ
れ
つ
つ
.あ
る
こ
と
が
一
ホ
唆
さ
れ
て
い
る
。

：

：

:

な
”

「

造
船」

に
つ
い
て
は
•

m~

表
で
は
か
な
り
顕
著
な
の
び
、

g

み
ら
れ
る
が
、
I

3I
-
8
参
考
表
に
お
け
る
艦
船
に
対
す
る「

支
出」

や

「

調
達」

の
の
び
は

停
滞
が
で
あ
る
。
.
こ
の
.差
の
■
原
因
は
正
確
に
，は
分
ら
な
い
が
一
応
ff
l
-
表
備
考
5
;
の
よ
う
な
理
；由
が
考
え
：ら
れ
よ
う
。

--
'
:

,

日
本
資
本
主
義
の
苒
生
産
構
造
分
析
試
論
n 

'

五

一
£

ニー一)
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.ゾ

、
-
.
.ャ
： 

五
一.一

(

五1

西)
㈤

グ

：
：

ル
ー
プ
：で
は

\
「

爆

薬」

：：̂

の
：び

が

顕

著

：で
あ
る
0

こ
れ
.

£

 

“

 

そ
の
後

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

 

.

 

.

•

 

-

 

:

 

•

 

•
•
 

.
 
: 

.

.

 

:‘•
：
 

.....”

.

.

.

 

.

.

.

国
内
調
達
に
き
り
か
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
ょ
る
。：「

石
油
製
品」

(

軍
需
服)

も
、
拿
需
用
ジH

 

.

ッ.ト
機
燃
料
を
中
心
に
増
如
：を
つ
づ
け
て
い
る
。
 

v
(c
)

グ
ル
ー
プ
のJ

建
設
補
修」

'
は
激
減
し
て
い
る
が
、
' 建

築
*

土
木
関
係
に
は
.(
1
)で
指
摘
し
た
ど
と
き
根
本
的
疑
点
が
あ
る
し
、
こ
の

激
減
の

理

由

も

不

明

で

あ

る

。
'
:'
ノ 

'
へ
'

'

.

■

.

.

(

こ
れ
は
三
〇
年
の
数
値
が
過
大
な
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
行
政
管
理
庁
の
三
〇
年
表
で
■は
、
建
設
補
修
と
機
械
修
理
が
.
ー.括
さ
れ
て
お
り
、
そ
の「

政
府
消 

喪」

が
ー
、
；j

三
ニ
百
万
円
で
，あ
っ
'た
の
に
対
し
、
わ
れ
わ
れ
の
利
用
し
て
い
る
産
業
計
画
会
議
組
替
表
で
は
、
.「

建
設
補
修」

だ
け
で
二
三
、
七
〇
七
百
万 

円
と
ー
桁
異
な
る
大
き
な
数
値
を
計
上
し
て
い
る
€>
'

で
あ
る
。
こ
.

の
組
み
替
え
作
業
に
お
け
る
修
正
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。)

(D
)

の

「

主
と
し
て
非
軍
事
的
炎
非
耐
久
財」

を
み
る
と
、「

一
般
政
府」

の
.非
軍
事
的
需
.要
，の
中
心
が「

印

刷
•
出
版」

、「

紙」

、「

紙
製
品」

、
 

「

電
力」

等
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

た
だ
し
、

「
紙」

と

「

印

刷
•

出
版」

は
三
◦

年
に
く
ら
べ
、

三
五
‘
三
八
年
に
か
な
り
の
減
少
を
み
て
い 

る
が
、
こ
れ
が
、
三
〇
年
の
産
業
計
画
会
議
作
製
表
と
三
五
年
.

三
八
年
の「

産
業
連
関
表」

と
の
作
製
原
則
の
相
違
に
ょ
る
の
か
、
‘事
実
を
反 

映
し
.て
い
る
の
か
は
、
資
料
不
足
の
た
め
判
定
で
き
な
か
っ
.
た
。

⑸

以
上
、
種
々
の
限
界
を
も
っ
た

r

産
業
連
関
表」

に
も
と
づ
く
検
討
で
は
あ
る
が
、「

『

一
般
政
府』

用
流
動
的
資
材」

の
需
要
の
う
ち
、
 

軍
需
的
な
も
の
が
、
額
と
し
て
は
な
お
少
額
で
あ
る
と
は
い
え
、
急
速
な
の
び
を
し
め
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

(e
)

最
後
に
、

つ
い
で
な
が
ら
住
意
し
て
お
く
が
、
後
の
補
で
み
る
ょ
う
に
、「

一
般
政
府
消
費
支
出」

の
う
ち
の
約
九
〇
％
程
度
は「

公
務
サ 

丨
ビ
ス」

の
購
入(

そ
の
大
部
分
は
公
務
員
等
の
給
与
の
支
給)

に
あ
.て
ら
れ
て
お
り
、
以
上
で
み
た「

『

一
般
政
府』

用
流
動
的
資
材」

の
購
入
は
一

〇
%

前
後
で
あ
る(

[-
1

表
参
照
>
。

 

• 

ffl

三

輸

出

•

入
と
国
内
生
産

以

上

で「

.一
般
政
府」

が
購
入
す
る
流
動
的
資
材
の
推
移
を
み
た
。

，

こ
れ
ま
で
の
消
費
手
段(

第
一
章)

、「

固

定

設

備」

.(

第
二
章)

の
分
析
で
は
、
国
内
需
要
に
つ
い
で
、
国
外
市
場=

輸
出
.の
推
移
と
、
こ
れ
ら
に 

対
応
し
た
国
内
生
産
、
輸
入
の
推
移
を
考
察
し
た
。
し
か
し
な
が
ら「

『

一
般
政
府』

.
用
流
動
的
資
材」

で
は
軍
需
品
輸
出=
特
需
を
の
ぞ
く
と
、
 

輸

出
•

入
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
国
内
生
産
も
以
上
で
み
た
国
内
需
要
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
み
な
し
て
ょ
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
問
題
が 

複
雑
な
軍
需
品
輸
出=

特
需
に
つ
い
て
の
み
若
干
考
察
す
る
に
と
ど
.め
る
。

.

,

⑴

「
『

一
般
政
府』

用
流
動
的
資
材」

の
場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
、
主
と
し
て
軍
需
と
み
な
し
う
る
財
貨——

ル
表
の
2
:(6
)

——

に
つ
い
て
は
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の「

特
需」

額
を
も
っ
て
、
そ
の
軍
需
品
の
輸
出
額
と
み
な
す
。
た
と
え
ば
、

「

一
般
政
府」

：
の

「

航
空
機」

購
入
額
は
、

軍
需
品
と 

し
て
機
能
す
る
も
の
の
国
内
需
要
額
で
あ
り
、'「

航
空
機」

.

の

「

特
需」

額
は
、

こ
の
軍
需
品
と
し
て
の「

航
空
機」

の
輸
出
額
と
す
る
。

こ
れ 

と
対
応
し
て
、
軍
需
品
と
し
て
機
能
す
る「

航
空
機」

の
国
内
生
産
額
、
輸
入
額
も
推
計
す
る
。
そ
し
て
、
今
^
!
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら 

に
ょ
る
原
淋
料
の
誘
発
を
、
軍
需
用
原
材
料
と
し
て
扱
う
。
.

⑵

し
か
し
な
が
ら
、
国
内
需
要
に
つ
い
て
軍
需
部
分
が
確
定
で
き
な
い
財
貨——

1-
6

表
の
(0
)

(0
)——

に
つ
い
て
は
、「

特
需
部
分」

が
あ
っ 

て
も
、
こ
れ
を
軍
需
品
と
し
て
機
能
す
る
も
の
.の
輸
出
と
し
て
取
扱
う
こ
と
を
断
念
し
、

一
般
輸
出
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
.に
あ
っ
：て
は
''
,'
国
内
で
軍
需
と
し
て
機
能
す
る
部
分
自
体
が
把
握
さ
：れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
.輸
出
部
分
の
み
に
つ
い
て 

「

特
需」

を
軍
需
品
と
し
て
の
輪
、出
と
み
な
し
、.そ
れ
と
対
応
:1
<
て
そ
の
国
内
生
産
、
輸
入
、
あ
る
い
は
原
材
料
の
誘
発
を
、
軍
需
用
と
し
て
機
能 

す
る
部
分
と
し
て
推
計
す
る
た
め
、
繁
雑
な
試
み
を
し
，て
も
成
果
は
少
な
い
と
悤
わ
れ
.'た
か
ら
で
あ
る
。
：
.
.

そ
れ
ゆ
免
、
わ
れ
わ
れ
は
、
現

行

r

産
業
速
関
表」

：で
は
軍
需
問
題
は
ほ
と
ん
.ど
把
え
ら
れ
な
.い
と
い
う
限
界
を
充
分
認
識
し
、
(A
)

(B

)
に
つ
い 

て
の
み
軍
需
を
推
計
す
る
と
.い
う
限
界
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
き
、.
軍
需
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。
，

‘
⑶

.

つ
ぎ
に
，
^

一.般
政
府』

用
流
動
的
資
材
1-
'

の
う
ち
，
.主
と
し
.て
軍
需
と
み
な
し
う
冬
3
:(6
)

以
外
に
つ
い
で
は
、
輸
出
入
を
つ
ぎ
の
ょ
う 

•

日
本
資
本
主
義
の
西
生
産
構
造
分
析
試
論

0

五〖

1

1(

五
ー
五)



ffl- 9 表 特 需 • 「軍需品」輸出の推移 （1 0 0万円)

軍
需
品

輸
出
と
し

デ:
%
の

30 年 3 5 年
38 年

844 
2,139 
1,110 

284 
3,110 

0
. 5,413 

5, 312

35年価格 

1,004 
2,196 
1,096 

260 
2, 985 

0
6,398 
6, 502

時 価

0 
612 
260 

16,739 
53 

3,640 
0.

1,550：
536

—瘦 俩 格 — 
0 

670 
263 

17,221 
51 

1,985 
0

1,292 
543

軍

用

耐

久

財

軍

非用 
耐 
久 
財

一 般 機 械  

觉 気 機 械  

造 船 

自 動 車  

1 3 動 屯 修 理  

航 空 機  

非 住 宅 新 建 築  

そ の 他 の 建 設

4, 282 
2, 664 

563 
15,337 

0
2,450

0
5,626 
4, 787

4 
. 1 

441 
6,756

! ■ o

! ペ  
丨 734

0
0

11
815

爆  薬 

革 製 品  

ゴ ム 製 品  

石 油 製 品

13,219 
1,152 

73 
1,049

14, 048 
1,272 

69 
1,141

以 上 小 計 15, 493 16, 530 7, 202 丨 744 826

22,851「軍 需 品 J 輸 出 合 計 35, 071 38,451 42, 911 ! 24,134

食 料 • 飲 料 19, 412 20, 222 2, 907 ! 2,309 1,884
織 維 製 品 8, 001 8,861 0 j 350 289

参
の 石 炭 • 亚 炭 1,750 1,844 11 ! o 0

他 セ メ . ン ト . 1,333 1,086 624 ! 508 525

考
の 建 設 補 修 9, 442 11,362 127 ! 0 0
特 霜 力 3, 713 3,789 2, 916 丨 0 0

m 需 そ の 他 6, 726 7,114 3, 693 ；i 439 371

以 上 小 計 51,426 55,449 17, 034 j| 4,340 3, 884

料 物 的 「特 需 」合 計 85, 276 92, 583 53,189 j 27,480 25,657
m

合严
サービス「特需」合計 41,038 46,734 7,770 ] 16,052 14, 908

fi 分 類 不 明 「特需 j 48, 648 50,360 58,172 ii 54,158
i* . . . . .

54,162

「特 雷 」 総 計 174, 962 189, 677 119,131 j 97,690 94, 727

備 考 1 ) 各 年 「産業連関表j の 「特需j 項目を基:本表部門単位でグループ分類した。ただ

し，若干の部門は統合してある。 '
2) 「造船 』 の 3 0 年および3 8 年だけは，「特需j 以外に軍鹾の普通輸出が3 0 年に 

1 7 2耳万円，3 8 年に 2 6 0百万円—— 昭和 30 年産寒連関表部門別贸易品R分類. 
別輪出入額（経済企画庁)，昭和38年 同 （通産省) —— あることが判明するので， 

この分を加えた。

3) 「軍需品j 輸出として扱ったものとは，本文のごとく，「特需」のうちra -6表(aXb) 
の国内軍需に対応して「軍需品」輸出としてとり扱うことのできるものである。

“その他の特需，，は，それ以外の特需を参考までにすべて掲げた。

「特需J合計の欄は，参考までに，すべての特需について合計してみたものである。

日
本
资
本
主
義
の
再
構
造
生
産
分
析
試
論
n 

. 

'

五

五

(

五
一
七)

五

四

(

五一

六)
.に
処
1

す

る

：

わ
れ
わ
れ
は
、：；こ
れ
ま
で
消
費
手
段
、'「

固
定
設
備」

等
に
つ
い
て
は
、
輸

出

，
A

の
機
能
の
判
定
が
困
難
.な
場
合
は
、原
則
と
し 

で
そ
の
財
貨
が
国
内
市
場
で
消
費
手
段
と
し
て
，
あ
る
い
は
^
固
定
設
他」

と
し
て
機
能
す
る
比
率
に
応
じ
て
、.
そ
の
財
貨
の
輸
出
.
入
の
ぅ
ち 

の
消
費
手
段
輸
出
額
、
.輸

入

額

：
：
：
を

推

計

し

て

き

た

;°
3
:(6
)

以
外
の
：「『

ー
般
政
府』

用
流
動
的
資
材」

に
お
い
て
は
、
こ
の
原
則
を
適
用
す 

る
必
要
の
あ
る
ほ
ど
V

「
4

般
政
府」

'
需
要
が
国
内
需
要
に
お
い
'
て
比
率
を
し
め
て
い
る
財
貨
は
、
.

「

印

刷
•
出
版」

等
ご
く
一 

部
の
も
の
に
か
ぎ 

ら
れ
て
い
る
：し
、
.
か
な
り
の
比
率
を
し
め
て
い
る「

印

刷

•
出
版J

'

等
で
は
輸
出
.
•入
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
.

一
応
右
の
原
則
.を
適
用
し
て
推
针 

を
す
る
。
た
だ
し
こ
の
額
は
僅
少
な
の
で
、「

分
析
0」

の
ハ
刀
析
結
果
を
総
括
す
る
際
に
.掲
示
す
る
こ
と
.に
す
る
。
：

, 

. 

, 

\ 

•

以
上
の
ベ
た
方
法
に
し
た
が
い
、
主
と
し
て
軍
需
と
み
な
し
：ぅ
る
3
:(6
)

の「
『

一
般
政
府』

用

流

動

的

資

材

」

の

「

特

需」
=
=

輪
出
額
を
整
理
し
、
 

参
考
ま
で
に
そ
の
他
の「

特
需」

も
加
え
て
表
示
し
た
の
が
1-
9

表
で
あ
る
。
 

■

ま

ず

「

特
需」

統
fi

に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
と
と
は
、「

産
業
速
関
表」

で

は「

特
需」

は
、

「

外
国
駐
留
軍
の
財
貨
お
よ
び
非
要
素
用
役
の 

購
入
か
ら
な
る
。

通
常
、

広
義
の
.特

需

(

駐
留
軍
人
と
そ
の
家
族
の
個
人
的
消
费
>

そ
の
他
を
含
む
>

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る」

。(

ヒ
だ
し
防
衛
支
出 

金•

い
わ
ゆ
る
円
べ
ー
ス
特
需
に
も
と
づ
く
現
物
—

非
要
素
用
役
ふ
く
む
—

の
支
払
い
は
.

「

一
般
政
府
消
費
支
出」

に
|{
'
1:

さ
れ
1

「

#
■」

に

は

ふ
く
ま
れ 

な
I 

)

し

た

が

っ

て「

特
需」

ロ|1
1
目
は
、
(A
)

(B
)

の
よ
ぅ
な
軍
事
的
色
彩
の
強
い
.も
の
か
ら
、
消
費
手
段
、
原
材
料
ま
で
.き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た 

り
、

こ
れ
と
関
速
し
て
.、

「

特
需」

総
額
の
約
半
分
ま
や
が
分
齋
和
.

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
統
計
上
の
精
度
は
非
常
に
低
い
も
の
と
い 

わ
ざ
る
を
え
な
い
。

右
の
事
情
に
よ
り
、
(A
)

(B
)

.
の
.「

特
需」

は
、
総
額
の
ニ
〇
~

三
〇
％
程
度
を
し
め
る
に
す
ぎ
な
い
。

品
目
別
に
：は
、

三
〇
年
に「

爆
薬」

の 

「

特
需」

が
多
か
づ
た
が
、
三
五
.
.
三
八
年
に
は
皆
無
と
な
っ
た
こ
と
、「

自
動
車」

.「

石
.油
製
品J

'

の

「

特
需」

は
兰
〇
年
に
，は
僅
か
で
あ
っ
た
の 

が
三
五
年
に
急
増
し
、
三
八
年
に
は「

石
汕
製
品」

は
再
度
減
少
、「

自
動
車」

の
み
は
多
額
の「
特
需」

を
維
持
し
て
い
る…

…

等
、
品
@
別
に



:

’ 

五

六

(

五
一
八
、 

か
な
り
の
相
違
が
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
ば
、
三
〇
年
に
対
し
三
五
年
に
若
干
増
加
し
た
が
、
三
八
年
に
は
大
幅
に
減
少
し
で
い
る
の
が
注
0

さ 

れ

る

.
0
2
2
®

审
の
中
心
は
ト
ラ
ッ
.ク
で
.あ
る
が
.

こ
れ
も
：
三
：八
年
に
は
ド
.ル
.防
衛
の
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
'
契
約
は
す
.ベ
て
打
切
ら
れ
、

発W

ゼ
ロ
と
ょ
.っ
た
。

通
産
^

ぎ
出
振
興
部「

特
需
設
查」

-

—
~

そ
れ
に
も
力
か
わ
ら
ず「

産
業
連
関
表」

に
三
五
年
に
匹
敵
す
る
数
値
が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
は
、
.
前
年
度
の
.努
,
 

分
の
納
入
•
.
支
払
い
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
が
し
こ
れ
は
三
九
年
を
と
っ
て
み
れ
ば
激
減
す
る
は
ず
で
あ
る
。)

(A
)

(B
)

以
外
で
も
、
財
貨
.

サ
ー
ビ
ス
と
も
に
、
三
五
年
か
ら
す
で
に
、
三
〇
年
に
く
ら
べ
大
幅
な
減
少
が
は
じ
ま
り
、
三
八
年
ま
で
激
減
&̂

つ 

づ
い
て
い
る
。

.

.

.

こ
れ
は
駐
肇
の
減
少
、
慕
隊
へ
の
肩
が
わ
り
に
ょ
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
ニ
八
年
に
は
：ド
'
ル
防
衛
の
影
響
が
.こ
れ
に
加
わ
'̂
5

:
@
を
も
含 

め
、「

特
需」

の
全
面
的
縮
小
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

：

’

な
お
つ
い
で
な
が
ら
、：「

特
靜」

問
，題
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
点
を
注
意
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

冷
戦
下
に
お
け
る
ア
メ 

リ
ヵ
の
極
東
支
配
と
、
そ
こ
に
お
け
る
わ
が
国
の
役
割
を
考
え
る
な
ら
ば
、
な
に
を
も
っ
て
軍
事
的
輸
出
と
み
な
す
か
と
い
う
こ
と
は
き
わ 

め
て
大
き
.な
問
題
で
あ
る
。

「

特
需」

と
い
う
形
態
を
と
ら
な
い
一
般
輸
出
で
あ
っ
た
と
し
て
.も
、

そ
れ
が
非
軍
事
的
に
用
い
ら
れ
る
と
い 

う
保
障
は
全
く
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
軍
亊
的
輸
出
と
い
う
問
題
を
、

「
i

^'」

と
い
う
形
態
に
と
'̂

ト
か
や
考
え
る
な
ら
ば
、
問
題
把
握
を 

矮
小
化
す
る
危
険
性
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
は
、

一
応「

特
需」

の
う
.ち
で
も
、
と
く
に
狭
義
の「

軍
事
的」

輸
出
と
考
え
ら
れ
る
3

;

©に
限
定
し
た
が
、
今

.

後
あ
ら
た
め
て
•
軍
事
的
輸
出
の
問
題
を
と
り
上
げ
る
場
合
に
は
、

た
ん
に
こ
こ
で
除
外
し
た「

特
需」

を
ふ
く
め
る
と
い
う
こ
と
で
は
な 

く
、
ア
メ
リ
ヵ
の
極
東
支
配
と
そ
こ
に
お
け
る
わ
が
国
の
役
割
を
考
え
、
軍
事
的
輸
出
の
問
題
を
多
角
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と 

思
う
。
こ
れ
は
第
一
節
の
末
尾
で
、
国
内
の
軍
需
、
軍
需
生
産
の
把
え
方
に
つ
い
て
も
充
分
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
問
題
と
関
速
ナ 

る
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
.で
あ
る
。
 

'

な
お
、
軍
需
品
の
輸
入
額
は
僅
小
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
表
示
を
省
略
し
、
総
括
の
際
に
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

.

.

，第

四

章

ザ

ー

ビ

，
ス

部

門

用

流

動

的

資

材

の

推

移
'

:

-

. 

• 

.

. 

. 

.

本
章
の
課
題
は
、
サ
I

ビ
ス
部
門
に
よ
っ
て
直
M >
購
入
さ
れ
る
流
動
的
資
材
の
推
移
を
資
料
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス 

部
門
の
取
扱
い
に
は
種
々
の
困
難
な
問
題
が
あ
る
し
、
わ
れ
わ
れ
の「

分
析
n」

に
お
け
る
サ
！
ビ
ス
部
門
の
取
扱
い
は
、
産
業
連
関
分
析
的
把 

握
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
，の

で

は

'じ

ぬ

に「

分
析
n
,

」

に
お
け
る

サ
ー
ビ
ス
部
門
の
分
析
の
限
定
と
分
析
方
法
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
お

く
必
要
が
あ
ろ
う
。
 

' 

.

.

.

.
-
- 

.

.

.

. 

- 

■ 

•

'

..

.

.

. 

-

T

サ

L
ビ
ス
部
門
の
位
置
づ
け
と
第
四
章
の
課
題

(

 

.

:

.

わ
れ
わ
れ
は
、「

分
析
I」

序
章
第
一
節
で
の
ベ
た
ご
と
く
、
苒
生
産
構
造
の
分
析
で
は
、
，
生
産
活
動
と
サ
ー
ビ
ス
活
動
と
を
厳
に
区
別
し
た 

う
え
で
、
物
的
生
産
物
の
再
生
産
の
分
析
を
中
軸
に
す
え
、
そ
れ
と
の
関
連
を
明
確
に
す
る
よ
う
に
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
位
置
づ
け
て
い
か 

ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

.

サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
の
位
置
づ
け
は
、
大
別
す
る
と
、s

各
種
の
サー

ビ
ス
が
い
か
に
販
売
さ
れ
る
の
か
^

―

-
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
固
定
設
備
の
減 

耗
部
分
、
流
動
的
資
材
、
利
潤
、
賃
金
部
分
が
、
い
か
な
る
所
得
に
よ
っ
て
•

い
か
に
支
払
わ
れ
み
の
か
.と
い
う
問
題
と
、
㈣

サ
ー
ビ
ス
諸
部
門 

が
固
定
設
備
、
流
動
的
資
材
の
需
要
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
こ
の
部
門
の
資
本
家
，

(

•
個
人
業
主)

、

労
働
'者
に
よ
る
利
潤
.
賃
金
の
消
費
を
通 

じ
て
、.
物
的
生
産
物
に"対
す
る
需
要
を
.い
か
に
形
成
す
る
の
が
と
い
.う
問
题
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、S

の
問
題
に
つ
い
て
は
、「

産
業
速
関
表」

や

「

国
民
所
得
統
計」

に
お
け
る
，サ
ー
ビ
.ス
活
勒
の
取
扱
い
が
種
々
の
き
わ
め 

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
榄
造
分
析
試
論
 ̂

五

七

(

五
一
プ)



五

八
S

ニ
〇)

て
不
合
理
な
点
を
ふ
ぐ
ん
で
い
る
う
え
、
サ
I

ビ
.ス
部
門
の
.産
也
=
=
サ
ー
ビ
ス
.そ
の
も
の
の
売
買
に
つ
い
て
は
、
統
計
担
当
者
自
身
認
め
る
よ
う 

に
.、
か
な
り
ラ
ア
な
推
計
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
：
関
連
基
礎
資
料
を
利
用
し
て
わ
れ
わ
れ
が
推
計
し
な
お
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ 

っ
た
。.
そ
れ
ゆ
え
、
^
ヨ
面
の
'「

分
析
0」

：
で
は
、
サ
，丨
ビ
ス
そ
れ
自
体
が
：い
か
に
売
買
さ
れ
る
か
と
い
う
⑴
の
分
析
は
取
上
げ
ず
、
分
析
対
象
を 

物
的
生
産
物
の
苒
生
産
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、「

分
析
卩」
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
が
わ
れ
わ
れ
の
分
析
対
象
と
な
る
の
は
、
'
サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
が
物
的
生
産
物
に
対
し 

て
需
要
を
形
成
す
る
と
い
う
⑵
の
問
題
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、.
当

面

の「

分
析
n」

に
お
い
て
は
、
分
析
対
象
の
限
定
や
紘
計
的
制
限
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
形
说
さ
れ
る
所
得
の
消
费
が
消 

費
手
段
需
要
を
生
み
だ
す
と
い
う
問
題
は
、
そ
の
他
の
所
得
の
消
費
に
よ
る
消
費
手
段
需
要
と
一
括
し
て
第
一
章
で
取
扱
っ
た
し
、
サ
ー
ビ
ス
部 

門
に
よ
る「

固
定
設
備
.«
-
'投
資
の
問
題
;%

、
生
産
諸
部
門
や
国
.家
'に
よ
る
投
資
と
と
も
に
第
一
一
章
で
取
扱
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、

「

分
析
n

j

で
サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
よ
り
の
物
的
生
産
物
に
対
す
る
需
要
を
、
サー

ビ
ス
部
.

の
昏
昏
卜
レ
\
^此

か
^>
取
上
げ
る
の 

は
:'

流
動
的
資
材
と
そ
の
原
材
料
の
み
で
あ
る
。

.
一
本
章
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
が
直
接
購
入
す
る
流
動
的
資
材
の
推
移
を
資
料
的
に
明
ら
か
に
す
る
。ノ
そ
の
原
材
料
の
推
移
は
、
各
種
の
原
材
料 

を
分
析
.す

る

次

章

に

お

い

て

吸

ら

か

に

さ

れ

る

。
.
.
.
：

と
こ
ろ
で
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
が
直
接
購
入
す
る
流
動
的
資
材
に
つ
い
て
は
、
概
念
規
矩
上
、

つ
ぎ
の
諸
点
を
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
 

S

サ

ー

ビ

ス
部
門
が
需
要
す
る
流
動
的
資
材
の
な
か
に
は
、
飲
食
店
、
旅
館
、
.病
院
等
が
飲
食
物
の
供
与
の
た
め
に
購
入
す
る
消
费
手
段
は 

ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
。
消
費
手
段
の
分
析
を
行
な
っ
た「

分
析
^」

⑴

第
一
章
で
指
摘
し
た
ご

と

く

、

r

産
業
連
関
表」

で
は
、
こ

れ

ら

を「

砠 

接
に
民
間
消
費
支
出
部
門
ま
た
は
.家
計
外
消
費
支
出
部
門
が
購
入
し
た
も
の
と
み
な
し
て」

.
い

る
(「

昭
和
三
五
年
産
業
連
関
表
作
成
作
業
報
告」

1

ニ

頁)

し
、
わ
れ
わ
れ
も
か
か
る
取
扱
い
を
妥
当
と
考
え
、
こ
れ
ら
を
消
費
手
段
の
消
費
と
し
て
取
扱
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
に 

準
じ
て
、
病
院
で
患
者
に
投
与
さ
れ
る「

医
薬
品
/

.
理
髪
店
、
美
容
院
等
で
用
い
ら
れ
る「

そ
の
他
の
化
学
薬
品」

(

化
粧
品
類)

も
、
直
接
消
費 

者
：が
.消

費

手

段

を

購

入

し

た

も

の

と

し

て

取

扱

う

よ

う

に

し

た

(
「

分
析
5
3」

.

⑴
四
八
丨
九
頁
参
照)

：
の
.で
、

こ
れ
ら
も
、
サー

ビ
ス
'部

門

の

•.需

要

す
 

る
流
動
的
資
材
に
は
ふ
く
め
て
い
な
い
。

M

サ
ー
ビ
ス
部
門
に
お
け
る
機
械
の
修
理
、

建
設
補
修
は
、

「

産
業
速
関
表」

で
は
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
よ
る
流
動
的
資
材
の
需
要
と
し
て
取 

扱
わ
れ
て
い
る
が
：
わ
れ
わ
れ
は
、
機
械
修
理V

建
設
補
修
を
、
第
二
章
補
節
㈡

で
の
べ
た
よ
う
に
取
扱
う
こ
と
が
適
当
と
考
え
る
の
で
、
こ
れ 

ら
を
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
よ
る
流
動
的
資
材
の
.需
要
に
は
入
れ
な
い
。

.

(A

)

本
章
で
分
析
対
象
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
範
囲
は
、
統
計
上
の部

！
：

分
類
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
範
囲
は
、
理
論
的 

に
、
物
的
財
貨
を
生
産
す
る
労
働
と
区
別
さ
れ
る
•
不
生
産
的
サ
I

ビ
ス
の
範
囲
と
は
か
な
り
の
点
で
異
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
サー

ビ
ス
部
門
の
範
囲
は
、

「

産
業
連
関
表」

の

「

統
合
表」

部
門
分
類
で
い
え
ば
、

「

商
®」

、「

金

融
.
餒
険」

、「

不
動
産」

、
 

「

運

輸

(

倉
庫
ふ
く
む—

以
下
略
す)」

、「

通

信」

、「

公

務」

、
，「

公

共

サ

ー

ビ

ス

」

、

「

そ

の

他

サ

ー

ビ

ス1-
に

r

基
本
表」

部
門
分
類
の「

農
業
サ 

—

ビ
ス」

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
,

(

た

だ

し「

公
務」

部
門
の
、
生
産
物
に
対
す
る
需
要
は
ゼ
P

で
あ
る
か
ら
、
本
章
で
は
対
象
と
な
ら
な
い
。)

し
た
が
っ
て
、「

分
析
I

J

で
も
ふ
れ
た
ご
と
く
、
こ
こ
で
サ
ー
ビ
ス
部
門
と
し
て
い
る「

運
輸」

、

「

商
業」

の
な
か
に
は
、

生
産
の
延
長
と 

し
て
の
包
装
、
運
輸
、
保
管
等
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
し
、

洋
服
仕
立
て
、

食
物
加
工
#

の
よ
う
に
、

生
産
活
動
の
：
一
形
態
と
み
な
さ
れ
る
も
の 

が
、「

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス」

部
門
に
入
っ
て
•い
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

「

分
析
I

J

で
は
、
三
五
年
の「

運
輪」

の
産
出
総
額
の
み
に
つ
い
て
、

生
産
活
動
の
延
長
と
み
な
さ
れ
る
部
分
の
推
計
を
試
み
た
が
、

三
〇
、
三
五
、
三 

八
年
に
つ
い
て
サ
ー
ビ
ス

諸
部
門
の
流
動
的
資
材
に
対
す
る
需
要
.

さ
ら
に
そ
れ
に
よ
る
生
産
.

輸
入
の
誘
発
関
係
を
考
察
し
よ
う
と
し
て
い
る「

分
析
n

」 

で
は
、
こ
う
し
た

推
計
を
行
な
う
こ
と
は
あ
ま
り
に

も
繁
雑
な
た
め
' 

「

運
輸」

す
べ
て
を
サ
ー
ビ
ス

部
門
へ
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ

し

て「

運
輸」

日
本
資
本
主
義
の
西
生
産
構
造
分
析
試
論
n 

五

九

(

五
ニ一

)
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に
は
か
な
り
の
生
産
活
動
と
し
て
の
運
輸
が
ふ
く
ま
れ
て
.
い
る
し
、
：「

連
輸」

■

の
部
門
：に
よ
る
需
要
が
巨
額
で
あ
る
の
で
、「

運
輸」

部
門
を
別
に
し
め
す
こ
と 

に
よ
？
て
右
の
，限
界
'を
抓
う
；こ
と
と
す
る
；.
'ゝ

.

わ
れ
わ
れ
は
、「
サ
ー
ビ
ス
部
門
用
流
動
的
資
材」

の
推
移
を
と
り
上
げ
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
分
析
し
て
き
た「

消
費
手
段」

、「

固
定
設
備」

、「『

一
 

般
政
府』

.用
流
動
資
材」
の
推
移
と
な
ら
ん
で
、
こ
れ
を
と
り
扱
お
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
次
章
で
、
各
種
の
原
材
料
が
直
接
•
間

接

に

い

か

な

る

需

要

に

よ

っ

て

誘

発

，さ
れ
た

’の
か
と
い
う
諸
関
係
を
考
察
す
る
場
合V

わ
れ
わ 

れ
は
、
.原
材
料
.を

、「

消

費

手

段

用
」

、「

固

定

設

備

用

」

、「『

一
般
政
府』

流

動

資

材

用

」

、「

.サ

ー

ビ

ス

部

門

流

動

資

材

用

」

と

グ

ル

ー

プ

分

類

し

、 

そ
れ
ぞ
れ
の
誘
発
諸
関
速
の
推
移
を
考
察
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

'

■

'

こ
の
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
、
生
産
物
の
生
産
•
輸
入
の
誘
発
諸
関
係
の
分
析
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
を
、
産

か

析

的

•
握
と 

は
異
な
っ
た

.
齋
自
の
方
法
で
驭
扱
う
こ
：と
を
意
味
し
て
い
る
。

「

産
業
速
関
表」

で
は
、

サ
ー
ビ
ス
部
門
は
、

生
産
部
門
と
全
く
同
じ
よ
う
に
、

一

方
で
は
他
の
諸
部
門
か
ら
財
貨
•

サ
ー
ビ
ス
を
購
入
し
、
 

他
方
で
は
他
の
諸
部
門
•
あ
る
い
は「

最
終
需
要」

部

門

へ「
生
産
物」

=
=

サ
I

ビ
ス
を
販
売
す
る
内
生
部
門
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
た 

が
っ
て
あ
る
生
産
物
が
直
接
•

間
接
に
い
か
な
る
需
要
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
か
を
考
察
す
る
場
合
、
産
業
連
関
分
析
的
把
握
で
は
、
サ
ー
ビ
ス 

部

門

の

購

入

し

た

流

動

的

資

材

は

、

サ

ー

ビ

ス

部

門

の

「

生

産

物」 =
サ
！
ビ
ス
が
直
接
•
間
接
に
販
売
さ
れ
て
い
づ
た
.「

最
終
需
要」

部
門
に 

よ
っ
て
窮
極
的
に
誘
発
さ
れ
た
も
の
と
し
て
把
え
ら
れ
る
。
.そ
の
た
め
、
た
と
え
.ば

あ

る

サ

ー

ビ

ス.が
民
間
消
費
者
に
販
売
さ
れ
る
場
合
、
そ
の 

サ
ー
ビ
ス
部
門
が
購
入
し
た
流
動
的
資
材
は
、

窮
極
的
に
は「

民
間
消
費
支
出」
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
も
の
と
し
て
把
え
ら
れ
、

こ
の
関
係 

は
、
消
費
手
段
た
る

「

パ
ン

•
菜
子」

等
の
原
材
料
へr

精
殻
•
製
粉」

，「

米
麦」

等)

が
窮
極
的
に「

民
間
消
費
支
出」

■に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
の 

と
全
く
同
じ
も
の
と
し
て
把
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

わ
れ
わ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
理
由
で
、

こ
の
よ
う
な
把
握
に
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
、：「分

析
&
1」

で

は

サ

ー

ビ

ス

部

門

を

ぃ

ゎ

ば

外

生
化
し
て
取
扱
う
こ
と
と
し
た
。
す
，な
わ
ち
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が
産
出
さ
れ
て
い
く
諸
関
係
を
切
断
し
て
し
ま
い
、
サ
I

ビ
ス
部 

門
を
、
そ
れ
自
身
、
独
立
し
て
、
生
産
物
に
対
し
て
需
要
を
う
み
だ
す
最
終
的
な
も
の
と
し
て
取
扱
う
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
の 

分
析
で
.は
、
サ
|

ビ
.ス
部
門
が
需
要
し
た
流
動
的
罾
#

は
、

r

民
間
消
費
支
出」

等
.に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
も
の
と
し

て

で

は

な

し

に

、

サ
ー
ビ 

ス
部
門
用
流
動
資
#'

と
し
て
•

サ
ー
ビ
ス
部
門
に
よ
る
需
要
で
あ
る
と
.い
う
こ
と
が
分
る
形
で
把
え
ら
れ
る
し
、
原
材
料
を
考
察
す
る
次
章
に
お 

い
て
も
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
流
動
資
材
用
原
材
料
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
よ
る
誘
発
が
把
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
、
サ
I

ビ
ス
部
門
を
と
く
に
こ
の
よ
う
に
取
扱
う
の
.は
つ
ぎ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。

⑴
.

わ
れ
.わ
れ
は
、
生
産
活
動
と
サ
ー
ビ
ス
活
動
と
は
厳
に
区
別
す
べ
き
も
の
と
考
え
：て
い
る
.か
ら
、
.サ
ー
ビ
ス
活
動
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ 

i

資
材
の
推
移
を
ま
ず
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
全
体
の
再
生
産
構
造
の
な
が
で
サ
ー
ビ
ス
活
動
.
，
サ
ー
ビ
"ス
部
門
の
し
め
る
位
置
と
そ
の
役
割
の 

推
移
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
指
標
と
し
て
必
要
と
考
え
る
。

⑵

も
ち
ろ
ん
、
わ
れ
わ
れ
も
こ
れ
だ
け
で
充
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
は
毛
頭
な
い
の
で
あ
っ
て
、
つ
ぎ
に
種
々
の
サ

I

ビ
ス
の
内
容 

を
検
討
•
分
類
し
、.
わ
の
分
類
レ
対
応
し
て
、
サ
I

ビ
ス
活
動
の
た
め
の
.流
動
的
資
材
.の
機
能
を
分
類
し
て
い
く
必
要
.が
.あ
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
仕
事
は
、.
あ
く
ま
で
も
ザー

ビ
ス
部
門
に
よ
る
流
動
的
資
材
の
需
要
の
推
移
を
明
確
に
把
え
た
.う
え
で
行
な
わ
れ
る
べ 

き
で
あ
る
し
、
さ
ら
に
ま
た
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
分
類
に
は
、
理
論
的
に
も
•
.統
計
的
に
も
考
慮
す
べ
き
多
く
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
充 

分
明
確
に
し
.た
う
え
で
は
じ
め
て
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
購
入
し
た
資
材
の
機
能
別
分
類
が
可
能
と
な
る
の
.
で
あ
る
。

■

⑶ 

'産
業
速
関
分
析
的
把
握
は
、
以
上
の
点
か
ら
み
て
き
わ
め
て
不
充
分
で
あ
る
た
‘め
、
生
産
物
の
誘
発
諸
関
係
の
考
察
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ 

ス
部
門
の
位
置
づ
け
が
不
可
能
と
な
る
し
、
そ
れ
ば
か
り
で
.は
な
く
、
生
産
%

.
の

誘
発
諸
関
係
そ

れ

自

#

一
の
.
把
握
に
以
下
に
み

る

よ

う

な
不
明
確 

な
諸
点
が
生
じ
る
こ
と
に
な
、る
と
思
う
。

.
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'

六
ニ 

£

一
匿

と
.く
に
、
広

告
•
宣
伝
業
、
商
業
の
一
部
等
の
よ
う
に
、
本
来
、
物
的
財
貨
の
生
産
に
不
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
資
本
制
的 

形

態

で

行

な

わ

れ

る

ゆ

え

に

必

要

と

な

る

対

企

業

サ

ー

ビ

ス

が

量

•

質

と

も

に

急

速

に

拡

大

し

つ

つ

あ

：る

現

状

で

は

'

こ
れ
は
重
要
な
問
題
で
あ 

る
。
た
と
え
.ば
、
食
料
品
に
つ
い
て
広
告
が
行
な
わ
れ
る
と
す
る
と
、
；
産
業
連
関
分
析
に
よ
る
生
産
誘
発
の
把
握
で
は
、

「

紙
製
品」

、「

印

刷
• 

出
版」

'
等
I

『

広
告』

(
r

対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス

」
)

t

l

^
ン
•
葉
子」

f

r

民
間
消
費
.支
出」

と
い
う
関
係
と
な
り
、

k
k

k
k

「

紙
製 

品」

、•「

印

刷
.
出
版

」

等
は
、

「
パ
ン

.
菓
子」

の
原
材
料
た
る「

精

穀
.
製

紛」

、「

砂

糖」

务

，
ご

合<'.

レ
<'「

民
間
消
費
支
出」

に
よ
っ
て
窮 

極
的
に
誘
発
さ
れ
た
も
の
と
し
て
把
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
生
産
活
動
の
た
め
の
原
材
料
の
需
要
と
、『

広
告』

.部
門
に
よ
る
広
告
の
衣
め
の
流
動
的
資
材
の
需
要
と
は
厳
に
-区
別
す
べ
き 

で
あ
る
と
考
え
る
し
、『

広
告』

部
門
に
よ
る
，直

揆「

間
接
の
需
要
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
‘
.『

広
告』

サ
ー
ビ
ス
業
の
し
め
る
位
置
と
、
 

こ
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
社
会
的
生
産
物
の
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。.
も
ち
ろ
ん
、
本
来
物
的
生
産
に
不
必
要
な
広
告
サ 

丨
ビ
ス
が
不
可
欠
と
な

っ
た
.資
本
制
的
現
実
の
も
と
で
は
、
消
費
手
段
の
需
要
に
よ
っ
て
、
.消
費
手
段
用
原
材
料
と
な
ら
ん
で
広
告
や
広
告
^
ぽ 

動
資
材
が
誘
発
さ
れ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
し
、
多
く
の
場
合
、
か
か
る
広
告
に
よ
っ
て
、
消
費
手
段
が
高
く
販
売
さ
れ
て
い
る•

い
い
か
え
れ 

ば
^

告
サ
ー
ビ
ス
ガ
強
铕
的
に
消
費
者
に
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
右
の
ご
_と
き
分
析
を
し
た
う
え
で
、
広
告
サ
ー 

ビ
ス
が
窮
極
的
に
ど
こ
に
強
制
的
に
服
売
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

.

ま
た
、

い
ま
一
つ
重
要
な
問
題
と
し
て
、

産
業
連
関
分
析
的
把
握
で
は
、

い
わ
ゆ
る
帰
厲
サ
ー
ビ
ス
の
不
合
理
な
取
扱
い
に
よ
っ
て
、

生
産 

物
の
誘
発
諸
関
係
が
歪
め
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、

「
産
業
速
関
表」

や

「

国
民
所
得
統
計」

が
、
自
己
所
有
の
住 

居
や
建
築
物
•
あ
る
い
は
銀
行
業
務
に
対
し
て
、
擬
制
的
に
サ
ー
ビ
ス
の「

生
産」

を
み
と
め
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
国
内
生
産
額
、
国 

民
所
得
額
が
過
大
に
し
め
さ
れ
る
こ
と
自
体
に
大
き
な
不
満
を
も
.
っ
て
い
る
が
、
当
面
の
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
勝
亂
ヤ
い
心
ハ
か
昏 

出
配
分
の
取
扱
い
の
和
合
理
さ
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「

産
業
連
関
表」
で

は「

銀

行

の『

生
産
物』

(

帰
属
サ
ー
ビ
ス)

は

預
金
者
に
.『

販
売』

さ
れ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
>
各
部
門
の
預
金
額
に
比
例
し
て
配
分
さ
れ…

…
」

て

い

る(「

昭
和
三
五
年
産
業
連
関
表
作
成
作 

業
報
告」

一
兰
八
頁

)

。.

こ

の

よ

う

に

、

銀

行

業

の

資

金

貸

付

業

務

を

全

く

考

慮

し

な

い

で

銀

行

業

の

サ

ー

ビ

.ス

の

販

売

を

取

扱

う

こ
と
は
き
わ
め 

て
不
合
理
で
あ
る
が
、

こ
の
結
果
、

「

4

融」

サ
I

ビ

ス

の「

民
間
消
費
支
出」

額
は
巨
額
と
な

り

(

*1
-
1
表
参
照)

、

へJ
CD
'

撕

か

卜

外

ぬ

い

’
銀
行 

の
購
買
す
る
流
動
的
資
材
の
か
な
り
の
部
分
は
、
消
費
手
段
の
原
材
料
と
全
く
同
じ
よ
う
に
、

「

民
間
消
費
支
出」

に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
も
の 

と
し
て
把
握
さ
れ
て
し
ま
う
。

こ
の
ほ
か
、「

保
険」

業
等
の
産
出
額
お
よ
び
そ
の
産
出
配
分
の
取
扱
い
に
も
検
討
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

(

ff
l
-
1表
備
考
3

参
照)

わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
の
よ
う
な
理
由
で
、
当
面
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
.い
わ
ば
外
生
化
し
、
ま
ず
和
丨
ビ
ハ
部
門
レ
よ
か
流
動
的
資
材
や
そ
の
原
材 

料
に
対
す
る
需
要
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
た
。
.

今
後
わ
れ
わ
れ
は
、
種
々
の
.内

容

の

サ

ー

ビ

ス

の

量

的

把

握
•
分
類
等
を
、

理
論
的
に
も
ノ
統
計
的
に
も
充
分
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

し
、
こ
う
し
た
こ
と
を
通
じ
て
、
h
サ

ー

ビ

ス

部

門

が

直

接

•
間

接

に

需

要

す

る
流

動

的

資

材

を

、

い

か

な

る

種

類

の

サ

ー

ビ

ス

の

た

め

.の
も
の
と 

し
て
分
類
し
西
生
産
構
造
の
な
か
で
い
か
に
位
匱
づ
け
る
べ
き
か
を
明
確
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ

と

は「

固
定
設
備」

投 

資
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
今
後
ま
ず
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
よ
っ
て
需
要
さ
れ
る「

固
定
設
備」

と
そ
の
原
材
料
の
推
移
を
明
確
に
し
た
う
え 

で
、
右
の
よ
う
な
サー

ビ
ス
活
動
の
分
類
と
対
応
し
て
、
そ
れ
ら
の
分
類
と
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
て
い
く
必

要

が

あ
る
。

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
主
と
し
て
統
計
上
の
制
約
に
よ
っ
て
か
か
る
仕
事
が
で
き
な
か
_
っ
た
.た
め
、

こ
こ
で

は
サ
ー
ビ
ス
部
門
用
流
動
資
材
の 

推
移
を
.サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
の
推
移
と
関
速
づ
け
る
こ
と
.
は
で
き
な
.か
づ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の

の
推
移
を
参
考
ま
で
に
し
る
た 

め
、
«

と
し
そ
、「

産
業
速
関
表」

に
し
め
さ
れ
て
い
る
サー

ビ
ス
の
推
移
を
ま
と
め
て
、
簡
単
な
整
理
と
問
題
点
の
指
摘
を
し
て
お
く
。

従
来
一
.マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
立
場
に
お
い
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
部
門
に
か
ん
：す
る
論
議
は
、

サ
ー
ビ
ス
が
不

41

産
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っ
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開
さ
れ
、
質
*
量
と
も
に
変
化
.
拡
大
し
つ
つ
.，あ
ス
。
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
い
か
に
分
類
す
る
か
、
あ
る
い
は
、

サ
ー
ピ
ス
部
門
に
ょ
る

「

固
定
設
備」

投
資
や
流 

動
的
資
:#

に
対
す
る
尨
大
な
需
要
を
い
か
：に
と
り
扱
う
か
と
い
う
こ
と
は
'

全
く
問
-̂

れ
る
こ
.と
が
な
か
'
っ
た
。

'
:

_

実
、
■
第
1

部
門
、
第
0

部
門
の
分
類
を
基
軸
と
し
て
、
苒
生
産
構
造
の
分
析
が
試
み
ら
れ
る
場
合
に
も
、
' 

サ
ー
ビ
ス
部
門
用
の

「

固
定
設
備」

や
流
動
的 

資
材
、
そ
れ
ら
の
原
材
料
を
い
か
に
取
扱
う
の
か
と
い
う
点
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
.さ
れ
な
か
っ
た
。
S

頭

次

郎「

再
生
産
と
貿
易

」
(

有
沢
広
己
編『

経
済
学 

新
大
系
调
、
日
本
経
済』

)

、
大
橋
周
治「

日
本
産
業
構
造
：.の
問
題
点」

(「

現
代
日
本
資
本
主
義
講
座」

第
一
巻『

動
態
と
構
造』

等)
〕

山
|.
1
1喜
志
夫
氏
は
、
再
生
産
構
造
分
析
に
つ
い
て
意
欲
的
な
仕
事
を
す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、

二
部
門
分
割
に
さ
い
し
て
は
、「

消
費
財
は
、
個
人
的
に
消 

費
さ
れ
る
個
人
的
消
费
財
と
、
不
生
産
部
門(

サ
ー
ビ
ス
.
商
業
*
金
融
部
門
等

)

や
政
府
部
門
に
一
お
い
て
使
ル
さ
れ

て
不
生
産
的
に
消
费
さ
れ
る

生
産
.—

 

こ
it

を
社
会
的
消
毀
と
呼
ぼ
う

一
-

と
が
ら
な
る
。
後
者
は
個
人
的
に
消
費
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
活
動
等
を
介
し
て
社
会
的
•
集
団
的
に
消
^
さ 

れ
る
.の
で
あ
る
。
商
店
、
顧
行
等
の
設
備
、
映
画
館
、
劇
場
、
学
校
、
公
目
、

病
.院
等
の
施
■設
等
が
こ
れ
で
あ
る

」

§

点
引
用

者)

と
い
わ
れ
る
。

(
「

胃
生 

産
と
産
業
連
関
表一

-

戦
後
日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
把
握
の
た
め
の
試
論
I

」

：『

土
地
制
度
史
学

』

觀
ー
一
四号
、

三
一
頁
。

)

も
っ
と
も
、

具
体
的
分 

祈
で
は
、
固
定
設
備
の
方
は
、
.生
産
手
段
と「
社
会
的
消
費
財」

の
区
別
が
で
き
な
い
の
で
、「

社
会
的
消
費
財」

を
も
第
一
部
門
に
入
れ
ら
れ
る
。

.
,

し
か
し
な
が
ら
、
.第
三
章
で
み
た
ご
と
き
政
府
の
経
常
消
費
、.あ
る
い
は
本
章
で
み
る
ょ
う
に
多
様
な
内
容
の
不
生
産
舐
門
の
消
费
を
す
ベ
て
消
費
財
と
す 

る
こ
と
は
、
消
費
手
段
、
消
費
.の
概
念
の
あ
ま
り
に
も
大
き
な
拡
張
解
釈
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
し
て
、
理
論
的
に
、
政
府
や
不
生
産
部
門
の「

固
定
設
備」 

ま
で
を
す
ベ
て
消
^

手
段
と
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
政
府
の
庁
舎
も
、
商
業
や
金
融
機
関
の
店
舗
.
電
子
計
算
装
置
/

電
送
装
置
も
、
広
告
業
の
店
舗 

■

や
広
告
塔
も
、
そ
れ
ら
.の
購
入
す
る
あ
ら
ゆ
る
流
動
的
資
材
も
す
ベ
，て
消
費
財
と
：い
う
こ
と
に
な
り
、，
生
産
的
消
費
^
外
の
あ
ら
ゆ
る
需
要
は
す
べ
て
消
費
財 

需
要
と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
し
ま
少
。
 

•

1
7

サ
ー
ビ
ス
部
門
の
流
動
的
資
材
に
対
す
る
需
要
の
推
移

o

.

⑴

，ま
ず
、

：
.サ
ー
ビ
ス
部
門
が
購
入
し
た
流
動
資
材
総
額
の
推
移
を
み
る
と
、
[-
]

表
の
ご
と
く
、
H

〇
年
を
一
〇
〇
と
し
て
三
五
年
一
七
六
•、

m

五
.

(

一
六u

•
五)

、
三
八
年
.ニ
六
四
•

五

o

三
ニ
-
.
一)

と
い
う
顕
著
な
増
加
を
し
め
し
て
い
る
。

三
八
年
の
総
額
は
一
.兆

r

 

ニ
五
三
億
円
に 

達
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
わ
が
国
の
物

的
国

内

需

要

総

額

の

ニ>

九
％ 

(

ニ
.•
八
％)

に
あ
た
る
，。

し
か
し
な
が
ら
，
す
で
に
み
て
き
た
ご
と
く
、
こ
の
間
に
わ
が
国
の
総
供
給
額
、国
内
総
需
要
=
総
义
額
は
き
ゎ
め
て
急
激
な
拡
大
を
と
げ
た
た

め
、
右
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
用
流
動
的
資
材
の
の
び
は
こ
れ
ら
の
の
び
を
若
干
下
廻
り
、
し
た
が
っ
て
、
総
供
給
額
、
総
需
要
額
に
対
す
る
サ
ー
ビ 

ス
部
門
用
流
動
的
資
材
の
比
率
は
、
三
五
年
、
三
八
年
に
.は
三
〇
年
よ
り
わ
ず
か
な
が
.ら
低
下
し
て
い
る
。：

-1
I
 

■一
 

.
I
X

.
⑵

サー

ビ
ス
部
門
が
購
入
し
た
流
動
的
資
材
を
品
目
別
に
み
束
の
が
;-
1

表
.で
.あ
る
。
,.
.

(

購
入
品
目
が
多
様
で
あ
る
た
め
、.
!-
1

表
で
は
例
外
的
に
緣 

合
表」

部
門
単
位
で
ま
と
め
た
。

)

サ
I

ビ
ス
部
門
が
、
多
様
な
内
容
の
.諸
部
門
を
ふ
く
む
こ
と
と
も
関
連
し
、
購
入
さ
れ
る
流
動
的
資
材
も
き
わ
め
て 

多
く
の
品
自
に
お
よ
び
，
.各
品
目
の
構
成
比
率
を
み
て
も
、

「

印

刷
•
出
版」

が
ニ
五
%

前
後
を
し
め
、

「

石
油
製
品」

の
比
率
が
急
速
に
高
ま 

り
三
八
年
ニ
五• 

ニ
％
に
な
っ
た
の
を
の
ぞ
く
と
、
構
成
比
率
の
と
く
に
高
い
も
の
ば
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
需
要
が
多
く
の
品
目
に
わ
た
っ

て
い
る
と
い
う
特
徴
が
う
か
が
わ
れ
る
。

■ 

■
. 

... 

.

.

.

.

,.

⑶

三
〇〜

三
八
年
の
品
目
別
推
移
を
み
て
と
く
に
注
目
さ
れ
る
：の
は
、

「

石
油
製
品」

、が
ー
一:ー
〇
年
を
ー
〇
〇
と
し
て
三
五
年
ニ
六
五
•
八 

0

5

四
•
三)

、

一

1,

一
八
年
四
ニ
ニ
 

•

七

：(

三

九

五
.
八)

と
全
く
驚
異
的
な
の
び
を
し
め
し
、
三
八
年
は
三
〇
年
に
く
ら
べ
ニ
、

ー
六
ー
億
円
め
増 

加
を
記
録
し
た
こ
と
、「

印

刷
.
出
版」

の
増
加
額(

価
格
騰
貴
の
た
め
名
目
と
実
質
と
で
は
か
.な
り
の
差
が
あ
る
が)

が
、
そ
れ
に
つ
い
で
一
、
九
九

五

億

円

(

-:

〇
九
六
億
円)

を
し
め
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

2
 

, 

'

「

石
油
製
品」

に
対
す
る
需
要
の
中
心
は
H

表
の
ご
と
く「

運
輸」

部
門
で
あ
る
。
三
〇〜

三
八
年
に
お
け
る「

石
油
製
品」

の
驚
異
的
増
加
額
の 

約
半
分
は「

運
輸」

部
門
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
背
後
に
は
、「

運
輸」

部
門
に
よ
る
宕

炭

•

亜

炭」

の
需
要
が
三
〇〜

三
八
年
に
約
半 

分
に
減
少
し
て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
し
か
.し
な
が
ら
、「

石
油
製
品」

の
飛
躍
的
増
加
に
つ
い
て
は
、「

運
輸」

部
門
以
外
の
サ
ー
ビ
ス 

諸
部
門
に
よ
る
需
要
が
き
わ
め
て
顕
著
に
の
び
、
三
〇
年

に

は「

運
輸」

以
外
に
よ
る
需
要
が
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
全
需
要
の
う
ち
、
わ
ず
か
六
• 

四
％
し
か
し
め
て
い
な
か
っ
た
の
が
、

三
八
年
に
は
三
九
•

七
％
を
も
し
め
る
に
い
た
っ
て
い
る
点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら 

は
、
暖
房
用
と
、へ「

商
業」

部
門
等
の
自
家
運
輸
の
た
め
の
燃
料
用
需
要
で
あ
る
。

第
一
章
で
み
た
ご
と
く
、

消
費
手
段
と
し
て
の
：燃
料
に
お
い 

て
も
急
激
な
燃
料
転
換
が
生
じ
、「

石
油
製
品」

が
驚
異
的
に
拡
大
し
て
い
た
が
、
.「

運

輸」

部

門

で

も

、

そ

れ

以

外

の

諸

サ

ー

ビ

ス

部
門
で
も
、

H

本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
n
 

六

五

(

五
二
七)



751,009:サービス部門爪流動資材計

(1 0 0万円）

3 5 年
時

38
価

備 考 こ れ ま で は 「驻本表」部門単位で統計を作ってきたが，本章の場合，需要が分散的で 

あるので，「統合表」部門堪位で整理した。

しかし，み）年 表 （産業計画会議組替表）は 「甚本表」 であるし， くず.副産物を処 

理する関係上， あるいは部門内容をくわしくしるため， 「驻本表」部門単位で計算し 

たう又で部門統合したものである。 したがって， 「統合表」の数字と下ー衍の数は異 

なる場合もある。

一 111一1 0 表 「― 般政府 J およびサービス部門の流動的資材に対する需要の推移

額 （1Q0万円） ( ) は％
' . . . 30 年

3 5 年
| 36. '

■ •' ■ 時 価 3 5 年価格 時 価
国 内 散 供 給 額 ( 1 ) 注1 
国内 ' 総 需 製 額 ( 2 ) 注2

15,009,897 
13,962,752

15, 782, 629 
14, 689,639

29,068, 752 
27,100,466

サービス部H に よ る , 
.流 動 的 資 材 需 惡 額 {3) 425,518 462,155 751,009 1,125, 326

:「一般政府J に よ る ... 
パ瘐動的資材需琛額⑷ 102,695 113, 984 122, 491 180, 663

サービス部門用流動的資材⑶
(2.8%) (2.9%)

丨 国 内 捧 供 給 額 ⑴ (2.6%) (2. 7 %)
ザ一ビス部門用流動的資材⑶

(3. 0 %) (3 .1%) (2.8%)
-

， 総 需 耍 額 ⑵ (2：9%)

「一般政府」用流動的資材⑷
(0.7%) (0.7%)

I
---

国 内 総 取 給 額 ⑴ (0.4%) |
|

(0.4%)

「一般政府」用流動的資材⑷
(0.7%) (0. 8 %) (0,5%) |V 国 内 翁 ' 需 要 額 (2) (0.5%)

m - i r 表 サ ー ビ ス 部 門 に 本 る 品 目 別 •
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一.

！ 

4

実

3 0 年

時 価

,582
,543
,650
859
719
481
994
917
569
890
307
984
099
027
384
819

694

518

32,
106,

2,
7,

14,
15, 
25, 
66, 
12, 
40, 
10,
6,

31,

425,

(

五
.ニ
九)

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
n

お よ び （物的） 国内総供給*国内総需要に占めるその比重

指 数 （3 0 年= 100)
年 時 価 3 5 年 価 格

3 5 年価格 3 0 年 3 5 年 3 8 年 3 0 年 3 5 年 3 8 年

39, 746, 461 
37, 048, 895

100.0 
• 100.0

193. 7 
194.1

280.9 
282. 5

100.0 
100. 0

184. 2 
184.5

251.8 
252.2

1，026,467 100.0 176. 5 264.5 

175. 9

100.0 162.5 222.1

176,977 m o 119. 3 100, 0 107.5 155.3

(2. 6%) 資料出所 「産業速関表j — ;以下持に記さぬ場合は同じ。

注 1 国内総供給額= 国内総生産額+ 総輸入額= 「中間需要」 合計 + 「最#  
需要」合計

注 2 国内総需要額（従来総A額と呼んできたもの）=総供給額一輸出総額 

—在庫純増 、

... . ;

(2.8%)

(0.4%)

(0.5%)

流動的資材の需要の推移

指 数 （3 0 年 = 100) 時 価 構 成 比 時 価 (％)
年 .
3 5 年価格

3 0 年 3 5 年 3 8 年
•：.

3 0 年 35 年 3 8 年

31,326 100. 0 257.2 322. 6 2,3 3.3 2.731,795 100.0 379. 6 509. 4 1.5 3.3 3.0
19, 712 100.0 75.6 83. 2 6.7 2.9 2.1
24, 675 100.0 288.8 419. 8 1.6 2.6 2.6
77,198 100.0 145.8 254. 8 7.7 6 .4 7.4

235, 336 100.0 159.8 287. 3 25. 0 22. 7 27. 2
12,117 100.0 326.2 449. 9 0.7 1,3 1.2
27, 256 100. 0 263. 9 348.1 \ 1 .9 2.8 2. 4
36, 622 100.0 210.7 253.4 3.4 4 .1 3.3
28, 873 100. 0 146.2 184. 6 3.7 3.1 2.6
16,400 100. 0 87.3 53.4 5.9 2. 9 1.2

288, 517 100.0 265.8 422. 7 15’？ 23.7 25. 2
15,038 100. 0 105. 5 116. 2 2.8 1 .7 1.2

109,073 100.0 208.5 303. 3 9.4 11，1 10.8
22,123 100. 0 174.0 253. 6 2.4 2.4 2.3
16, 782 100.0 195. 7 292. 9 1.6 1.8 1.8

. 33,619 100.0 94.5 105.7 7.4 ' 4,0 3.0

1,026, 467 100. 0 | 176.5 264.5 100. 0 100. 0 100.0

注 1 本表j 部門堪位でみると，この中心は，「衣服. 身廻品」（各禅:制服. 事務服)，これについで，*■欺排製既 
成品j (店内装飾.崧異頌

注2 「固定設猫j fc対する投資需要がふくまれていないここで，サービス部門の1■精密极械j に対する骷耍がある 
のは次のHUhによる。
このうちの大部分は•'光学器具』（法）であるc こ の r光学器具j の大部分は，r放 送 .娛楽サービスJ (基) 
(•■映画』等）や rその他の対個人サービスj m ) i ^ m m ) によるり/與感光材料j に対する谣耍である， 

このほか「基:本表J 部 門 の r精密揆械J に対する需要も， このなかに，*■衛生材料J がふくまれているため， 

これに対する谣耍が「e 療j m ) 部門を中心にあるからである。



切，1 2 表 「石油製品」.丨こ対する需要の推移 丨; 難のみ )

m 額 （i o o 万円） 指 数 （30年=100) 描成比 (合計 - 100)
30年 35年 38年 30年

100.0
100.0

35年

177.7 
1,547.3

38年 30年 | 35年 38年

93.6! 62.5j 60.3 
6.4| 37.5j 39.7

100.ぺ 100. 100； 0

1■連輸J 部門による需躲

「運輸J 以外のサービスによる需要

62.673
4,311

—....

111,370 170,738 
66,702j 112,383

272.4
2,606.9

422.7
サービス部門による需要合計 66,984 178,072丨 283,121 100.0 265.8

冚- 1 3 表 「印刷 • 出版」に対する需要の推移 （時細のみ)
' —       —-------- —_ • ■ ■ _ _   .. ' • : -

臾 観 (100万円） 指 数 （30年=  100) 構成比〖合計S 100)
30午 35年 38年 30年 沾 年 3 8 ^ 30年 | 35年 | 38年

34： 3 47.4| 49,8 
65； 7| 52.6j 50. 2

「対窜業所サービス j 部門による需要 

それ以外のサービスによる需要

36,494 80,613| 152,220 
69,987| 89,495] 153,718

100. o[ 220.9® 417.1 
100. o| 127.9j 219.6

サービス部P1]による需要合計 106.481J 170,108丨丨 305,938 100.0丨1 : 159.8| 287.3 100.6 100； 0 100.0
丨. . _し

六

八

(

五
三
0)

.

「

石
油
製
品」

に
対
す
る
輸
送
用
.

暖
肩
用
需
要
が
多
様
な
形
で
急
増
し
て
い
る
の
が
注 

，

さ
れ
る
。
 

ム

「

印

屈
•
出
版」

の
需
要
と
そ
の
.増
加
の
中
心
は
、

広
告

•

宣
伝
の
顕
著
な
绝
展
に
t
 

览

し

た

r

対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス」

部
門
に
よ
る
需
要
と
そ
の
増
加
で
あ
る
。

r

対
事
業
所 

サ
ー
ビ
ス」

以

外

で

は

、「

商

業」

に
よ
る
需
要
が
大
き
く
、

こ
.
の
か
か
に
も

、

衣

告
，

_ 

宣
伝
用
の
需
要
が
か
な
り
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
、
実
際
に
は
、
広

告•

宣
伝
に
よ
る 

「

印
刷
•
出
版」

塞
要
額
と
そ
の
増
加
額
は
、「

対

議

所

サ

丨
.ビ
ス」

に
よ
る
も
の
よ
り 

か
な
り
上
廻
る
と
思
わ
れ
る
。

(「

産
業
連
関
表」

は
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
.ベ
ー
ス
に
よ
っ
て 

は
V

る

が

広

告

，.宣
伝
業
に
.依
齡
し
な
.い
で
独
自
に
行
な
う
広
告
•

宣
伝
の
う
ち
、

「

対
事
業
所
ナ 

丨
ビ
ス」

'に
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
が
が
な
り
あ
る
と

推
測
さ
れ
る
。)

こ
の

他「

電
力」

に
対
す
る
需
要
も
、
各
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
よ
っ
て
顕
著
な
増
加
を
し 

め
.し
て
い
.
る

.0

.

⑷

サ

ー

ビ

ス

部

門

に

よ

る

流

動

的

資

材

の

需

要

は

、

国

内

市

場

全

体

で

は

ニ

.

八
％ 

程
度
し
か
し
め
て
い
な
い
が
、
品
目
別
に
み
る
と
-1

表

の

ご

と

く

、

サ
ー
ビ
ス
部
門
の
需 

要
が
国
内
総
需
要
の
う
ち
で
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
も
の
が
か
な
り
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
右
の
品
目
別
構
成
比
に
お
い
て
も
高
率
を
し
め
て
い
た「

印
刷
'
.出
饭

」

、
 

「

石
油
製
品」

に
お
い
.て
は
、：
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
よ
る
需
.要
は
、

[-
1

表
の
ご
と
く
、
国
内 

総
需
要
の
う
ち
き
わ
め
て
高
い
比
重
を
し
め
て
い
る
。

.と
く
に

「

印
10
*

出
坂

」

で
，

H
、

3 0 年 3 5 年 | 3 8 年

衣服 •身廻品 3.7 10.0 8.6
繊維製既成品 11.0 19.4 18.3
その他の木製品 25.0 16. 2 14.5
家 具 9.0 13.1 10.9
紙 製 品 31.9 18.9 19.0
印 刷 •出 版 35.7 44.2 49.0
石 炭 • 亜 炭 ' 12. 6 8 .0 : 5.3
汩 油 製 品 41.5 35.3 33. 901 2 (38. 9) (22.1) (20. 4)
石 炭 製 品 13.0 7.2 6 .ク

注2 (11.4) (5. 6) (4. 7)
光 学 器 具 27.4 36.5 24.2
その他の製造業 21.0 9.9 6.0
電 . 力 15.8 16.6 16.1
.都 .市 . ガ ス 28.9 21.8 18.7
水道 • 清掃業 28.1 24.7 21.2

ID -14表サービス部門による需要が国内総需 

要のうちでしめる比重 { % )注1 (時価〕

基本表」部門単位に，国内需要のうちでサ 一 ビ

らの需要がしめる。/  ̂
サ- 部_門を方の需要

半 年 サ  
分 以 I 

を 降 ビ ’ 

し ま ス  
め す 部  
る ま 巧  
に す の  

い 高 需  
た く 要
つ な の  
て り し  
い '  め 
る 三 る  
° 八 比  

た 年 率  
だ に は  
し は 三

成不明産出額 xl0° 

らの需要を分子とし 

むすこ。

上の % が各年とも 

ある年に10%以上 

の需要額が，10,000 
んだ。

I
製

登
つ  

い 

て 
は

31

以 
外

庫純増一 

門から 

>とめ

1

^
 

^
 

f

 

I

幻

サ

I

ビ
ス
部
門
に
ょ
る
需
要
、
さ
ら
に
サ
ー

-*
を
こるもの

齓

%

ぬ

あ

か
M

ス
.部
門
以
外
に
お
け
る
需
要
が
多
様
な
形
で 

♦

s

fr3
l

5
 g

瓜
：，蚊
び
た
た
め
、

「

運
輸

」

に
ょ
る
需
要
の
し
め

ス部門か

を

颂
は
？？

飿
料

2

彳

i

oy
o

同
1

11
«

^
 
)

比
率
も
、
サ

I

ビ

ス

部

門

.に

ょ

る

需

要

の

し
-

+

の
と
^
^
率
円

M

-

)上

|

 

W

比
訪
る
比
率
も
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。

细 

<

て
1

10

の
ほ

と
^

以
率

T

上
总

0%

比
筋
る
比
率
も
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。

て
1

1

-

1の 
/
I

V

注

l a p

注

備考

こ
の
他
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
よ

る

「

光
学一 

具」

：
の
需
要
も
、「

光
学
器
具」

に
ふ
く
ま
れ
'

い
る『

写

囊

光

材

料』

に
対
す
る『

映
画』
(「

放
送
•
娱
楽
サ
丨
ビ
ス

」)

を

中

心

と

し

た需
要
に
よ
り
、
全
体
の
‘雲

の

ぅち
か
な
り
の
比
率
を
，
 

め
て
い
る
。
ま
た
、
サ
丨
ビ
ス
諸
部

E

で
用
い
る「

都
市
ガ
ス」

、「

水

道
•
清
掃
業」

、「

電
力」

、
包
装
用
を
中
心
と
す
る「

そ
の
他
の
木
製
ロ| 

や

「

紙
製
品」

'
あ
る
L

は「

繊
維
製
既
製
品」

(

店
内
装
飾
、
寝
具
類)

、「

衣
服
身
廻
品
.

」

.(

各
種
制
服
、
事
務
服)

.
に
お
い
て
も
、
サ
丨
ビ
ス
部
ヲ
, 

よ
る
需
要
が一

定
の
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
が
.
ぅ
か
が
わ
れ
る
。

⑶

つ
ぎ
に
、

サ
丨
ビ
ス
部
門
用
流
動
資
材
に
対
す
る
需
要
を
需
要
部
門
別
に
み
た
の
が
|

表

で

あ

る

。

.

(「

統
合
表」

部
門
単
位
にま
と
め
た
が
、
 

ク
の
す
のT

ヒ
ス」
(

統)

は

囊

所

向

け

サ■
'
ヒ

ス
で
あ
る

「

対

囊

所

サ
I

ビ
ス」

(

基)

と
対
個
.<
.
タ
I

ビ
ス
ぶ
中
心
であ
る
残
部
に
分
類.し
た
。)

流
f

資

相
に
対
す
る
需
要
の
指
数
の
の
び
、
増
加
額
が
と
も
に
も
っ
と
も
：顕
著
で
あ
る
の
は
、.

「

商
業」

.

部

門

と

r

対
事
業
所
サ
丨
ビ
ス」 

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
.

n 

六

九

(

五

三

，



需要部門別推移

指 数 (30 年= 100)

年 (時 (illi)
3 5 年価格 3 0 年 3 5 年 3 8 年

305, 232 100. 0 188. 8 312. 6
54, 847 100.0 312. 5 556. 7
I ,732 100.0 2,975.0 5 ,197. 7

267, 579 100.0 137. 3 197,1
17, 751 100. 0 237.0 406.2

0
107, 640 ioo. o 199. 2 245.4
130,378 100.0 207.2 384.3
137. 594 100. 0 167. 6 200. 9

3, 714 100.0 451.9 531.6
1,026,467 100. 0 176. 5 264.5

(時

30

注 2 "対個人サービス 

' 対個人サービス」 

注 3 「農業サービス」

をまとめたものでちる。 

は 「蓝本表」部門である

成 比 ⑷

細)

年 3 5 年
. . . . .-* >. . . .

3 8 年

24.9 26. 7 32.3
2.7 4.8 6.2
0.0 0.2 0.2

31.8 24.8 26.0
1.2 1.6 2.0

0 0 6
11.5 13. 0 11.7：
10.1 11.9 16.2
17.5 16. 6 14.5
0.2 0.5 0 .4

100.0 100.0 100. 0

—ビス」， 「飲食店J, 「その他の

七
0
 

(

五
三
ニ)

.

.

.
部i：

と
で
1

0

ち
れ
ら
は
と

も

に

、

三

〇

年

以

降

にお
け
る
生
産
の
急 

.

激

な
る
.拡

大

と

企

業

の

：販

売

活

動
、
.
広

告
•
宣
伝
活
動...の
激
化
を
反
映 

■■
,
,
オ
る
も
の
で
あ
る
。：
ま
た
、，.r

金

融
.

保

険」

、
.「

通

信
'-
部

門

に
よ
る
需 

要
ば
、
需
要
総
額
、
増
加
額
で
は
右
よ
り
は
る
か
に
少
額
で
あ
る

が

、

i
 

加
指
数
は
格
段
と
高
い
。

.右
の
箝
門
め
う
ち
、

「

対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス」

は
文
字
通
り
企
業
の
た 

め
の
サ
ー
ビ
ス
で
：あ
る
し
、

.

.

「

商
業」

、

「

金

融
•
保
険」

、「

通
信」

の
サ 

丨
ビ
ス
は
一
部
は
消
費
者
が
直
接
購
入
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
か
な 

り
の
剖
分
は
企
業
が
利
用
す
る
サ
ー
.ビ
ス
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

-1
5

表
か 

ら
注
意
さ
れ
る
右
の
：よ
う
な
特

徴

は

、

サ
ー
ビ
ス
部
”

に
よ
る
流
勒
的
沒 

材
の
購
入
の
増
加
に
ぉ
ぃ
て
、
蒙

ミ

6

S

 

と
も
な
う
流
動
的
資
^
：の
需
要
増
加
が
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
と
い 

う
こ
と
を
示
‘唆
し
て
い
る
。

こ
の
点
は
、
流
動
的
資
材
の
需
要
部
門
別
構 

'成
比
率
の
推
移
に

も
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
を
主
と
し
た 

"
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
〃
部
門
に
よ
る
需
要
の
比
率
が
低
下
し
、「

対
^
業
所 

サ
丨
ビ
ス」
や

「
金

融
.
保
険」

、「

商
業」

部
門
に
よ
る
需
要
.の
比
率
の

上
界
が
み
ら
れ
る
。

. 

.

\
l
y

g

で
み
る
ご
と
く
、

サ
ー
ビ
ス
.

そ
の
も
の
に
お
い
て
も
、

〃
対
個
人
ナ
.

30
. 需 耍 部 r j

OU

時 価

商 業 106,111
金 融 ， 保 . 険 11,502
不 動 産 _ 業 44
運 輪 （倉 诹 含 む ） 135, 406
通 信 5, 067
公 務 0
公 共 サ -- .ビス 49, 059
「対辦業所サ — ビス」« -:1 43,190
"対個人サ — ビス ’’注2 74, 341
「農 業 サ -^ ビス J注3 798

合 計 425,518

備 考 上 表 も i n - i r表と同じく「統合表」 

' 注.1 「対事業所サービス j は，注 2 の 

として統合されているが，性格力

IU-15 表

額 (1 0 0万円)

年

3 5 牢価格

丨1
! ? 5 华

!

| 38 

時 価

114,524 丨 200,365 331,710
13, 217 i 35,943 64, 029

5 0
丨 1,309 2, 287

146, 075 ! 1 8 5 , 9 5 8 266, 823
5,704 12,011 20, 584

0 0
• • -

0
53,125 j 97, 736 120, 370
49, 700 i 89, 501 165, 962
78, 930 | 124, 580 149,319

830 | 3, 606 4, 242

462,155 !； 751,009 1,125, 326

匕に統合した。ただし注の部門は興なる。 

ともに「統合表」では「その他のサービスJ 
4なるので，「越本表J部門単位で掲げた。

日
本
資
本
主
義
の
砰
生
産
描
造
分
析
試
論
n

丨
ビ
ス
"
部
門
の
サ
ー
ビ
ス
の
ご
と
く
消
費
者
が
直
接
購
入
す
る

サ
ー
ビ 

ス
に
く
ら
べ
、
直

接

•
間
接
に
企
業
活
動
に
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス
が
顕
著
な 

の
び
を
し
め
し
て
い
る
と
い
ぅ
特
徴
が
み
ら
九
る
が
、
こ
ぅ
し
た
特
微
が 

流

動

的

資

材

.
の

需

要

に

お
い
て
も
あ

ら

わ

れ

たも
の
と
思

わ

れ

る

。

:

:
A
J

の
こ
，と
は

、

サ

ー

ビ

ス

部

門

の

内

容

が

、

近

年

ま

す

ま

す

拡

大

し

た 

こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
機
能
の 

分
類
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る

。

.

(6
)

•最

後

に

。「

運

輸」

部

門

は

す

で

に

指

摘

し

，た

ご

と

く

、

生
産
活 

動
と
し
て
の
0

 ̂
•
保
管
が
か
な
り
.ふ
く
ま
れ
て
い
る
部
門
で
あ
る
。
そ 

し
て
こ
‘の

「

運
輸」

部
1
:
は
、
第
二
章
で
み
た
ご
と
く
、，
三
〇
年
以
降
の 

生
産
の
い
ち
じ
る
し
い
拡
張
に
と
も
な
い
、
貨
物
輪
送
を
中
心
に
急
速
に 

活
動
を
拡
大
し
、

「

固
淀
設
備」

投
資
も
、
：鉄
道
軌
道
建
設
投
資
を
中
心 

に
急
激
な
増
大
を
し
め
し
て
い
る
が
、

「

運
輸

」

部
門
に

ょ

る

流
動
的
資
材 

.に
対
す
る
需
要

.の
方
は
、
三
〇
年
を
一
〇
〇
と
し
て

三

五

年

一

一

一

一

七

•

一
一
、 

三
八
年

—-

九
，七

•

一
 
で

あ

り

、

サ

ー

ビス

部
|1
,]

で

は

最

低

の

の

び

に

と

ど
 

ま
っ
.て
.い
る
。
し

か

しこ
れ
に
つ
い
て
は
、
三
0

年

表(

産
業
計
画
会
議
組 

.替
表)

で
の
推
計
方
法
が
、

お
そ
ら
く
、.
三
五
•
三
八
年
表
と
異
な
る
た 

め

，
三
五
•

三
.
.八

年

に「

運
輸J

部
門
に
ょ
る
需
要
が
、セ
ロ
あ
る
い
は
僅

七 

一
 

£

ー
ー
ー
ー
ー
ー

)



: 

七
ニ 

(

五
三
四)

少
で
.
あ

るに
；̂
か
か
わ
ら
ず
、
三
〇
年
に
多
額
の
需
要
が
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の

(「

製
材
.

合
板」

、「

そ
の
他
の
木
製
品

」

、、「

銅
奴」

等)

，が
あ
る

こ

と
：が
.考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
,

.

:

:
•

.

. 

.

.

.

. 

. 

.

.

. 

-

. 

.

.

.

.

. 

.
-
.
+ 

•
+ 

.

.

.

.

.

「

運
輸」

の
I

的
資
材
に
対
す
る
需
要
は
、
燃
料
に
集
中
し
て
お
り
、''
燃

料

に

つ

い

て

は

、
：
す

で

に
ふ

れ

た

「

石

油

製

品」

:'
-
と

「

電

カ

」

.が 

三
〇
丄
一
一
八
年
に
約
三
倍
に
増
大
し
主
要
燃
料
と
し
て
の
位
置
を
強
め

.て
い
っ
た
が
、，
こ
れ
に
反
し
、「

石

炭

•

亜
炭

」

は
約

半

分

に

減
少
、「

石 

炭
製
品」

は
横
は
い
と
な
っ
て
い
る
の
が
管
さ
れ
る
。
燃
料
以
外
に
対
す
る
需
要
は
、

「

運
輸

」

：
の
性

格

上
、
f

の
雑
品
に
わ

た

っ

て
分
女 

的
に
あ
る
だ
け
で
、
こ
れ
ら
の
ぅ
ち
、
顕
著
な
の
び
を
し
め
し
て
い
る
も
の
は
少
な
、
。

X 

X 

X

望

章

の

m

で
指
摘
し
た
ょ
ぅ
に
、「

分
析
n

」

で
は
、

各
種
の
財
貨
そ
れ
ぞ
れ
に
'
つ
い
て
、

消
費
手
段
と
し
て
の
国
内
需
要
額
、

「

固
定

設 

備」

と
し
て
の

国
内
需
要
額
を
確
定
ず
る
だ
け
で
は
な
く
、
輸

出
•

入
額
、
：国
内
生
産
額
に
っ
い
て
も
、
消
費
手
段
と
し
て

機
能
す
る
も

の

で

あ 

る
か
、「

固
定
設
備」

と
し
て

機
能
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
が
ま
ず

必
要
で
あ
っ
.
た
。
そ
し
て
、
同
一
の
財
貨
が
同
時
に
、
ろ
、
 

q

機

場

合

、
輸

出
•

入
、
.
.国
内
生
産
に
つ
い
て
、
そ
れ
の
鐘
を
判
定
で
き
ぬ
時
に
.は
、
原
則
と
し
て
、
そ

の

財

貨

の

賢

昏

裏

わ
れ
わ
れ
は
、
サ
I

ビ
ス
部
門
用
流
助
的
資
材
に
つ
い
て
も
、
右
の
原
則
を
適
用
す
5

」

と
と
す
る
。.
す
な
わ
ち
、
あ
る
財
貨
の
国
内
霧
の 

i

〇
％
が
サ
丨
、ヒ
ス
部
門
に
ょ
る
需
要
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
財
貨
.の
輸
出
•

入
、
国
内
生
産
額
の
一
〇
％
を
、
.
サ
丨
ビ
ス
部
門
用
讓
的
資 

材
の
fr

出

*

入
.

国
内
生
産
額
と
み
な
.す
こ
と
と
す
る
。

し
力
し
,

力
ら
こ
の
推
字
"
は
機
械
的
な
•削
算
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
推
計
結
果
は
こ
こ
で
は
■

略
し
、
こ

の

「

分
析
？
 

D 

分
析
結
果
を
総
括
す
る
際
に
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

補
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
の
推
移

す
で
に
本
論
で
の
ベ
た
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
当
面
の「

分
析
n」

で
は
、
分
析
対
象
を
物
的
生
産
物
の
再
生
産
に
限
定
し
、
T

ビ
ス
そ
の 

も
の
を
対
象
力
ら
除
い
て
い
る
。
し
か
し
、
本
章
で
は
サ
ー
ビ
.
ス
部
門
の
購
入
す
る
流
動
的
資
材
の
推
移
を
み
た
の
で
、
参
考
ま
で
に「

を
务
取 

関
表」

に
L

め
さ
わ
て
V

る

と

こ

ろ

の

サ

ー

ビ
ス

そ

の

も

の

の

推

移

を

掲

示

す
る

。

サ

ー

ビ

ス

そ

の

も

の

の

統

計

は

、

そ

の

取

扱

い

に

種

々

の

"«
{
1 

題
が
あ
る
う
え
、
統
fl

上
も
も
っ
と
も
ゥ
ィ
ー
ク
な
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
点
充
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑴

「

産
業
連
関
表

」

に
よ
っ
て

、■ 

■サ

ー

ビ

ス

諸

部

門

の/

「

総
供
給
額」

(
=

国
内
生
産
額
プ
ラ
ス
.輸
入
額=

「

中
間
需
要」

'
小
計
プ
ラ
ス「

最
終
需
要」 

小
計)

と
、

サ

ー

ビ

ス

諸

部

門

よ

り

消

費

支

出

(「

民
間
消
費
支
出」

プ
ラ
ス「

家
計
外
消
费
支
出」

)

へ
入
っ
て
い
く
額
•
い
い
か
え
れ
尤
消
费
者
が
直 

接

「

購

入」

し

た

と

み

な

さ

れ

る

サ

ー

ビ

ス

額

と

を

サ

ー

ビ

ス

の

種

類

別

.に

ま

と

め

た

の

が-1
.
-1

表

，で
あ
る
。

.

(

以
下
消
費
者
の
消
赀
の
な
か
に
は 

「

家
計
外
消
費
支
出」

に
よ
る
消
費
を
ふ
く
め
る
。)

第
一
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

こ
..

の

サ

ー

ビ

ス

の

「

総

供

給

額」

お
よ
'び

消

費

者

に「

販

売」

さ

れ

る

サ

ー

ビ

ス

額

が
と

も

に
き

わ

め

て

巨

大

な

 

こ

と

で

あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
の「

総
供
給
額」

は
三
八
年
に
実
に
一
三
兆
円
近
く
に
達
し
て
い
る
。

ま
た
、
の
ち
に
み
る
ご

と

く

、

「

民
間
消
費
支 

H

」

の
約
半
分
が
サ
I

ビ
ス
に
む
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を

反
映
し
て
、
消
費
者
に「

販
売
,-
.

さ

れ

る

サ

ー

ビ

ス

額

も

三

八

年

に

六

兆

円

を 

越
え
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

位

サ

I

ビ

ス

の「

総
供
給
額」

、
消
費
者
に
よ
る
サ
丨
ビ
ス
購
入
額
を
、
.サ
丨
ビ
ス
の
讓
別
に
み
る
と
、
.
.第
一
に
注
目
さ
れ
.る
の
は
、
サ 

丨

ビ

ス

の

種

類

が

き

わ

，め

て

種

々

様

々

で

あ

る

こ

と

で

あ

る

.。

 

S 

.

第
二
に
、
注
目
さ
れ
る
重
要
な
こ

と

は

、

三
〇
年
以
降
、r

住
宅
賃
貸
料」

お

よ

び「

を
融」

が
、「

総
供

給

額」

に
お
い
て
も
、
消
費
者
の
購 

入
額
に
お
い
て
も
、
飛
躍
的
な
拡
大
を
つ
づ
け
、
し
た
.が
っ
て
、「

総
供
給
額
/

消
費
者
購
入
額
に
し
め
る
構
成
比
率
が
急
速
に
上
昇
し
て
い
る 

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
n

七

三

(

五
三
五)



出 額 （1 0 0万 印 指 数 （30年= 100). m 成 比 (% )
3 0 年 3 5 年- 3 8 年 30年 35年 38年 30年 35年 38年

商 栗 1,011,270 1,201,470 1,818,728 100.0 118.8 179.8 38.2 29. C 26.3
「金 Mij 71,200 179,976 294,717 100.0 252,8 413.9 2.7 4 .3； 4.3
「保 . 険 j 56,929 124,081 203,010 100.0 218.0 356.6 2.2 3.0 2.9
「不 動 m 0 3,814 4,712 0 0.1 0,1
r U；宅  K  i t  料J 218,741 592,459 1,258,199 100.0 270.8 575.2 8.3 14.3； 18.2
運 輪 (食紺を含む） - 281,754 470,249 719,723 100.0 166.9 255.4 10.7 11.3 10.4
通 信 13,386 25,728 34,004 100.0 192.9 254.0 0.5 0.6 0.5
公 務 0 0 0 0 0 0
公 共 サ 一 ビ ’ス 332,733 568,072 977,976 100.0 170.7 293.9 12.6 13.7 14.1
「対ホ:栗所サービス j («£ 1 ) 0 0 0 0 0 0

.5対 個 人 サ一ビス< . 659,479 980,809 1,606,995 100.0 148.7 243.7 24.9 23.7 23.2
. 「热 業 サ 一 ビ ス j  • 0 0 0 0 0 0

合 計 2,645,492 4,146,658 6,918,064] 100.0 156.7 261.5 100,0 m o 100.0

通輪のぞく小計 2,363,738 3,676,407| 6,198,341| 100. oj 155.5 262.2

请 考 L  r消贤支出」= 「家計外消赀支出 j  +  rR 問消 !;!{支出j が購入したとみなされている各嵇サ”ビス餌の推移であ 
る。

2 . 部H 分類にかんしては ffl-16表と同じ。（同表備考参照）

3 . 本文にも扭いたように，サービス栗の産出額およびその紀分の推計には大きな問題が含まれている。 ト表 
に示されている数 f i •は，次のような問題を含む取扱いの結來であることに十分®意すべ袅である

a 銀行業の焐厲サービスは「預金者に。販売5 されるという前提のもとに」預金額に比例しで邊出額（= 常 

業収入一 預金利子) の配分が行なわれ，その結果，かなりの額が，「民間消奴支出;j へ 庠出されるこ と と な
つている。

b 生命保険の産出額の総領はすべて家訂消■代に配分されている3 そして， r相7/生命保険会社は家計の姐印 

とい v y え亨をとつているので， その剰余金は産出額にも， 常業余剰にも含まれていないムしかしなが 
ら，現代の大生命保険会社を，..相?/:会社であるとい.う理由から家計の集団であるとみなす形式的か考え方 
かはたして妥当なものであろうか。

C 他宅 i t 資料はその定義上， 全額個人消辟支出に配分されているが，.この中には， 個人所有注宅の炻屈家 
锊が含まれている。 一

淬 1 3 0 年の産業|丨pjj会議組替表では，「対事業所サービスJ の 「消奴支IHjへの産出額が 16,322 西万円あるしか  

し，これは35第 .38年の0 と比較してみれば,30年迪関表を35年表と同じ部|"j分 類 .i牌に組替える作業が不完全 
にしかむなえなかった結來であると推察されるc それ故上表では， この分を =対個人サービス、に く り い れ た 一

ffl-17表 「消费支出j の 各 種 サ ー ビ ス 購 入 額 の 推 移 （時 価 )

日
本
资
本
主
義
の
•
#
生
産
構
造
分
析
試
論
n

に
算
入
さ
れ
て
し
る
し
力
も
不
動
産
の
帰
厲 

賛
貸
料
め
ぅ
ち
、
自
己
所
有
の
住
宅
に
か
ん
す
る 

も
の
は
、

.

「

住
宅
賃
貸
料」

部
門
に
属
し
、

グC'
か 

す

べ

て

を「

民

間

消

費

支

出

」

.
が
購
入
す
る
こ 

と
に
な
る
し
、
銀
行
業
の
帰
厲
サ
ー
ビ
ス
は
、
す 

で
：に

指

摘

し

た

ご

と

く

、

「

預

金

者

に『

販

売』 

さ
れ
る
と
.い
ぅ
前
提
の
も
と
に」

、
預
金
額
に
办 

例
し
て
産
出
額
の
配
分
が
行
な
わ
れ
る
結
果
、
そ 

、
の

力

な

り

の

顧

を■

「

民

間

消

費

支

出

」

.
が

購

入

す 

る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
。

.

こ
の
よ
ぅ
な
帰
属
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
い
に
よ
つ 

て

「

国
内
生
産
額」

、「

国
民
所
得」

が
ふ
く
ら
ま 

さ
れ
る
と
と
.も
に
、

「

民
間
消
費
支
出」

が
過
大 

に
.し

め

さ

れ

る

こ

と

自

#

、

到
底
容
認
で
き
な
い 

が
、.
さ
ら
に
三
〇
年
以
降
の
現
実
の
問
題
と
し
て 

は
、

か
か
る
■帰

厲

サ

ー

ビ

ス

部

分

が

と

く

に

顕

著 

な
増
加
を
し
め
し
て
い
る
結
果
、「

国
内
生
*

員」

、
 

'

「

国
民
所
得
/

あ
る
い
：は「

民

間

消

費

支

出

」

の

七
：五

(

五
三
七)

100.0

in- 1 6 表サービス諸部門の耪供給額の推移

突 額 (100万門）

商 m
「金 融 j
「保 険」

「不 動 産 嗓 j  
「住 宅 k 贷 料 」 

速输 ( f r席をふくむ）

^  . 信

公 務

公’共 サ 一 ビ ス  

「対柝柒所サービス」注2 
=対 個 人 サ ー ビ ス , 
「農 業 サ - _ビ ス j

合

3 5 年 3 8 牢

2,502,737 
720,340 
184,614 
26,617 

592,459 
1,439,488 

283,289 
825, 271 

1,173,412 
319,818 

1,072,464 
25,881

4,020,409 
1,261*420 

312,785 
45,302] 

1.259,540' 
2 ,169,354 

434,723 
1,411,251 
1,816,232 

602,386 
1,786,387 

32,942

計 5, 259,768 9,166,39015,152,731
1 "   . 1 ■— —〜 , '一 . I _______———----：_____    .」_______| , J j 丄

H の2  小計  4 ,551,158J 7,726,902丨12,983,3 7 7 | ' lO ao j 1 6 9 ^ |

ffe 1
指 数 （30年《100)

30年 35尔 38年

100.0 
；ioo. o' 
100.0； 
100.0 
100:0j 
100.0, 
100.0 
100.0, 
100,0丨

100.0丨 
100.0
100.

,2-
l
e
^
r
r

15
1

31
8

12
0

27
0

26
3

17
0

1
18
2

12
8
.14
3

37
4

.8
1 

c 

8 

1

3
 

6 

o 

9

3-—

訇 

24
2

55
8

20
4

57
5

30
6

26
2

28
9

28
3

24
1

23
9

47
7

174.3( 288.1!

285.3!

容 咖 ふ ^

" " c  靖 叫 ―
° 攀 〜 端 雜 | ， _ 者 金 離 若 の 生 産 額 は 腿 サ - ビス総額とする• （臓 サ - ビスt ■ 利

: p l i s 蠲 む ? ? S S 說 : とする. ：：

だし，速 - 續 設

住 礙 料 j ある。社宅• 官公舎• 不 酸 業 の 経 営 “ 住宅のほか，， 人

「保 険 j  

•■不動産」

ビ囊
ス

が

国

民

所

n

金
融

の

生

額

収
入
マ

イ
ナ

ス

預
金

利
息

ir

帰

厲

サ

を 金 サ
預 の 他 1
金 保 方 ビ
者 管 銀 ス
に • ‘行 部
供 運 業 門
与 用 で の
し
て

を
代

%

£
い 行 金 産

額る す 融
と る 機 に
い と 関 算

い は 入
し考 預

免 サ 金 て
か 1 者 い
ら ビ の る、

ス 現
o

を

推

計

し、
' 

こ

.の

擬

制

的

な

所

得

を

、
国

民

供
n il

し 物 な し 貸
て 等 取 て 料
い に 扱 い し

る つ い る そ
と い に

o
の

仮 て 準 そ 他
定 も じ れ の
し

>
て ば 部

そ
>

か 門
そ れ 自、 0 の
れ ら dr で
に が 所、は
対 サ 有、な 産
す
る ビ

の、
家

い
o 額

賃
貨

ス 屋 右
I

を や の を
料 提 建 J ： 推

.ビ
ス
を
提
供
し
、
こ
れ
に
対
し
て
賃
貸
料
が
支
払 

わ

れ

义

と

み

な

さ

れ

、，
賃

貸

料

を

も

っ

て

r
.i:
*

^

■

.

「

産

業

い
て
は
、 

と

ひ

と
1

と

住

宅
. * ■

建
造
物
そ
れ

自
体

も
サ

七

四
g

三
六)

と

で

あ

る。'-

观
関
表」

や

「

国

民

所

得

統

計

」

に
お 

「

飲

食

店」

や

「

医

療」

サ
ー
ビ
ス
等

(時 価 ）

< 比 ( % )

3 5 年 3 8 年

2 7 . 3 2 6 . 5

■ 7 , 9 8 . 3

2 . 0 2 < 1

0 . 3 0 . 3

6 . 5 8 . 3

1 5 . 7 1 4 . 3

； 3 . 1 : 2 9

9 . 0 9 . 3

1 2 . 0

バ 3 . 5 4 ：0

1 1 . 7 1 1 . 8

，：0 . 3 0 . 2
— _______ _

1 0 0 . oj 1 0 0 . 0



①

中 間

需 耍 計

© 最 終 m 喪 ③ ® (注 2 ) ⑤ （注 2 )

(9：1) 
「消赀支出J

一般政府 
消奴支出

固定資 
本形成

在 钳  
純 増

輸 出  
/特需ふ、

総 供 給  

(①+ ②） 輪 入
国内生産額 

(③ -④）

昭和 30年 1,502,466 2,645,492 857,965 50,095 7,244 196,503 5,259,768 - 50,044 5,309,812

m
昭和 35年 2,998,567 4,146,658 1,533,456 171.726 29,901 286,086 9,166,390 - 62,207 9,228,596
昭和 38年 5,136,265 6,918,064 2,368,286 295,485 39,110 395.521 15,152,731 - 63,579 15,216,310

指
昭和 30年 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

数
昭和 35年 199.6 156.7 178.7 342.8 412.8 145.6 174.3 124.3 173.8
昭和 38年 341.9 261.5 276.0 589.8 539.9 201.3 .288.1 127.0 286.6

植
成

昭和 30年
(注3) 

28.6 (9.9) 50.3 16.3 1.0 0.1 3.7 100.0
比

%

昭和 35年 

昭和 38年

32.7(10.3)

33.9(11.6)

45.2 

45.7丨

16.7

15.6

1.9

2.0

0.3

0.3

3.1

2.6

100.0 

ioo. oj

注 1 f消费支出」= 家計外消数支出+ 民間消费支出

2 — 般には，国内生産額は総供給より餘入額だけ小さい額であるが，本表の場合には逆に国内生産額の方が総炉 

給より大きい。それは，サ ー ビ ス 部門の輪入額は,丨運輸部門の多額のマ イ ナ ス 輸入によって，合計しても多額のマ 

イナスか計上されるからである。運輪部門のマ イ ナ ス の 輸入とは，輸入品の c . i . f .価格にす で に ふくまれている  

運貨のうち, 邦船使用の場合のわが_ が受取る分である。

3 かつこ内の数字は，中間需要の5 ちサービス諸部門の需要の計である。

m -1 9 表 各 需 要 に お け る サ ー ビ ス の 比重 （％)

中 間
需 要 計

家 計 外  
消赀支出

民 間  
消費支出

「消费支出J 
+ 「住宅J

一般政府 
消费支出

固定資本形 
成 （住宅の 
ぞく）

最終需要 
計

国 内  
生 産 額

昭
和
30

年

物 的 生 産 物

サ 一 ビ ス

85.2

14.8

100.0

63.9

36.1

100.0

57.3

42.7

100.0

59.6

40.4

100.0

10.9

89.1

100.0

96.3

3.7

100.0

62.9

37.1

100.0

72.3

27.7

100.0

昭
.和
35
年

物 的 生 産 物

サ “ ビ ス

85.0

15.0 

100.0

56.0

44.0 

100.0

55.9 

44.1 

100.0

59.0

41.0 

100.0

7.6

92.4

100.0

95.9

4.1

100.0

66.2

33.8

100.0

74.4

25.6

100.0

昭
和
38
年

物 的 生 産 物

サ ー ビ ス

82.1

17.9

100.0

50.9

49.1

100.0

52.7

47.3

100.0

56.2

43.8

100.0

7.0

93.0

100.0

95.8

4.2

100.0

65.0

35.0 

100.0

71.9

28.1

100.0

備 考 各 需要孭目の投入総計からr分類不明j 投入額および，屑.副産物のマ イ ナ ス の 投入を控除した残りか i.ooとし 

て，それを物的生産物とサ一ヒスにわけて％を出したものである。なお，前々稿や前稿で加えた種々の修正(た > 
えば38年の固定資本形成額の修正）は， こ こ で は されてぃなぃ• 增止(たと

m - 1 8 表サービス総供給の産出構成

日
本
資
本
主
義
の
西
生
産
構
造
分
析
試
論
n

⑷

最
後
に
、
現
行

「

産
業
速

関
表」

.(「
国
民
所
得
統
計」

で
も
同

様)

に

お

い

て

、
サ
ー
ビ
ス
の
し
め

る
位
置
が
い
か
に
大
き
い
か
を
し

め
し
た
の
が
3-
1

表
で
あ
る
。
 

f
f
l
.

す
で
に
み
た
ご
と
く
、

「
一
般 

政
府
消
費
支
出」

に
お
い
て
は 

「

公

務」

の

取
扱
い
上
、

サ
ー
ビ 

ス

の

し

め

る

比

率

は

九

〇

％

前
後 

と
、
異
常
に
高
い
の
で
あ
る
が
、
 

「

民
間
消
費
支
出」

に
お
い
て
も
、
 

そ
の
高
さ
と
そ
の
比
率
の
上
昇
傾 

向
は
、

注
目
に
脑
す
る
。

「

最
終 

需

要」

全

体

に

お

い

て

も

、

サ
ー 

ビ
ス
は
三
五
％
前
後
を
し
め
て
い 

る
。

.

ま

た

「

中
間
需
要」

合
計
に
お 

い
て
も
、

サ

ー
ビ
ス
は
ー
五
％

程 

七

七(

五
三
九)

个
n'
‘、—

、

い

、
、

、

、

、

、

、

、

、

'

'
 

4
.
1

ノ 

广
 
3
三

/1
,|

ち
力
傾
^
.
'
t

加
し
て
し
め
さ
れ
る
と
い
ぅ
麗
が
あ
る
。

住
宅
そ
の
他
の
賃
貸
料
の
暴
騰
と
と
も
に
、
.帰

属

賃

貸

料

も

騰

貴

し

、
.
.

「

住

宅
雲

 

期」

部

門

の「

生
産
額」

•
.と

「

民
間
消
費
支
出」

：に
よ
る
そ
の
購
入
甲
•
が
急
増
す
る
こ
と
に
な
る
し
、
銀
行
業
の
投
資
I

け
る
役
割
1

弋 

し

I

益
が
増
大
す
る
に
と
も
な
い
、
帰
属
サ
丨
ビ
ス
の
供
与
に
よ
り「

民
間
消
費
支
出」

.
に
よ
る
そ
の
購
入
額
が
増
大
す
る
.こ
と
に
な
る
。
 

「

産

業

速

黑」
で

は

「

住

賽

貸

料」

や

「

金
融」

の

ぅ

ち

の

賃
T

ビ
ス
部
分
も
明
確
に
把
握
で
き
な
い
し
、

そ
の
也
の
部『

こ
ふ
く 

ま
れ
て
い
る
帰
囊
貸
料
部
分
は
一
切
把
握
で
き
な
い
が
、
ff
l
-
1表
に
し
め
さ
れ
て
い
る
.「

住

妻

貸
料」

、

「

金
融」

皇

激

な

る
.増
加
頃
？

、
 

か
か
る
問
題
の
童
要
性
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
ぅ
。

な

お

「

公
務」

部
門
は
、「

公
務
員
、
政

府

常

勤

贄

、
非

常

議

n

貝
の
給
料
、
賃
金
、
純
賃
貸
料
、
-'

帰
属
賃
貸
料
、
減
価
償
却
費
、
固
定
_

 

産
税
お
よ
び
家
計
外
消
費
支
出
の
合
計
額」

を
そ
の
：

「

生
産
額」

！

と
し
て
計
上
し
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て 

>

 

一
般
政
府
消
費
支
出」

へ
産
出
さ
て 

し
I

力
又
れ
：̂
右
の
こ
と
き「

生
霞

」

を

「

一
般
政
府」

が
購
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て
.い
る
。(

そ
れ
ゅ
ぇ
-1
9

表
の
ご
と
く「

一
般
政
府 

消

費

畜」

で
は
、九0

%

以
上
が
サ
I

ビ
ス
購
入
と
な
.0

て
お
り
、
こ
の
比
率
も
一
一
1
0
年
以
降
上
昇
傾
向
に
I

。

)

こ
の
取
扱
い
“
、
'検
討
す
べ
き
多
く
の

こ
の
他
に
も
、
サ
丨
ビ
ス
の「

生

塵

」

の
取
扱
い
、
そ
の
産
出
配
分
の
取
扱
い
に
は
、
多
く
の
疑
点
が
あ
る
が
、
-1
6

-1
7

表
を
通
じ
、
サ
丨
ビ

.
ス

部

門

の

襲

ま

す

ま

す

多
I

、
£

歡

1

蒙

5

塞

、_

を
5

£

だ
け
に
、
=

ビ
_

の
|

m

大
さ
が
痛
感
さ
れ
る
。
 

• 

;

0

つ

ぎ

に

サ
丨
ビ
ス
の

「

総
供
義

」

が
産
出
さ
れ
る
内
わ
け
を
し
め
し
た
の
が

-1
8

表
で
あ
る
。

こ
の
广
に
つ
し
て
は「

中

間

霧

」

へ
産
出
さ
れ
る
部
分
が
急
速
に
増
大
し
、

全
体
で
し
め
る
こ
.
の
部
分
の
比
率
が
上

昇

し

て

い
る
こ
と
が 

注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
議
所
へ
提
供
さ
れ
る
サ
丨
ビ
ス
の
絶
対
的
•
相
対
的
増
大
で
あ
り
、

こ
こ
に
も
、
サ
丨

ビ
ス
の
範
囲
が
多
様
化
し
、
 

サ

ー

ビ

ス

の

分

類

•
検

討

が

不

可

欠

で

あ

る

こ
と
が

し

め

さ

れ

て/'
る
。



.

 

七
パ
：

S

K

S

 

度

を

し

め

、

す

で

に

み

た

企

業

の

た

め

の

サ

ー

ビ

ス

の

顕

著

な

の

び

を

，
反

映

し

て

、

こ

の

サ

ー

ビ

ス

の

比

率

は

'
わ
ず
か
な
.が
ら
上
：昇
傾
向
に
あ

る
。

;:
■

.:
■

.

-

 ̂

■
 

• 

■

■.

.

.

:

こ
れ
ら
の

数
字
は
、
わ
れ
わ
れ
に

、
‘

サ
ー
ビ
，
ス
問
題
に
か
ん
す
る
統
計
を
、
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
強
く
し
め
す

も

の
で
あ

る
。

.

.

. 

. 

. 

.

.

.

•

 

•

-

-

 

-
.

.

 

.

•

 

■

付
記
本
稿
は
昭
和
四
.ニ
年
度
福
沢
諭
吉
記
念
慶
応
義
塾
学
事
振
興
基
金
研
究
費
補
助
に
ょ
る
：研
究
の
こ
部
で
あ
る

P

研究ノー

回
帰
線
導
出
め
方
法

(

補
足

)

三
'
田
学
会
雑
誌
の
昭
和
四
一
年
八
月
、
九
月
争
に
回
帰
線
導
出
の
方
法
に
つ 

い
て
若
干
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
そ
の
補
足
的
説
明
を
附
加
え
る
。

第
一
は
倩
報
制
限
最
尤
法
の
.
計
算
を
す
る
場
合
、
固
有
根
を
求
め
る
こ
と
に 

な
る
。
こ
の
計
算
法
で
は
最
大
根
を
求
め
る
こ

と

■
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
は
絶 

対
値
で
最
大
と
.’い

う

罾
ぼ
で
あ
る
こ

と

に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先

に 

供
給
方
程
式
の
場
合
. 

'

V

 

n
 

•004
0
3
5
3

 E

+

0
0

 

f

 —

 
.
 

6
0
2
5
0
5
4
5

 

E

 

+

0

6
 

と
書
い
た
が
、
普
通
の
意
味
で
最
大
根
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
が
を
と 

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
絶
対
値
で
最
大
と
い
う
こ
と
.
で
あ
れ
ば
^
 

を
と
る
こ
と
に
な
る
。'
そ
め
方
程
式
が
ジ
ャ
ス
ト
ア
：イ
デ
ン
テ
ィ

フ
ァ
イ

で
あ 

る
場
合
は
、
情
報
限
定
最
尤
法
は
ニ
段
階
最
小
自
乗
法
と
一
致
す
る
こ
と
が
証 

明
さ
れ
て
.
い
る
。
^

を
用
い
，た
と
き
の
回
帰
係
数
の
値
を
ニ
段
階
最
小
自
乗
法 

の
係
数
と
比
較
し
て
み
る
と
、
計
算
誤
差
.を
除
い
て
一
致
し
て
い
る
。
従
っ
て 

こ
の
方
程
式
を
書
く
こ
と
は
省
略
し
た
。
V

は
絶
対
値
と
い
う
意
味
.で
は
最
小 

回
帰
線
導
出
の
方
法(

補
足)

:

佐
' 

藤

：
：
保 

.

 
.

.

.

 

.

• 

:

 

- 

•

 

•

.

 

.

根
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
方
程
式
測
定
と
い
う
意
味
で
.は
あ
ま
り
意
味
の
な
い 

も
の
で
.
あ
り
、
係
数
の
値
も
理
論
的
意
味
か
ら
は
な
れ
、
標
準
誤
差
も
計
算
.で 

き
な
か
っ
た
。
し
か
し
試
み
に
こ
れ
を
予
測
式
と
し
て
使
っ
て
み
る
>
、
昭
和 

三

八

年

で

は

最

も

現

実

値

に

近

：い

.と
い
う
値
を
得
た
。
ま
た
茁
相
関
係
数
も
非
_ 

常
に
高
い
。"
ょ
く
-f
f
l
複

共

線

性

、が
^'
る

場

合

で

係

数

自

体

に

信

頼

性

が

う

す 

く
、
従

<?
て
構
造
そ
れ
自
体
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
な
い
場
合
で
も
予
測
に
は 

使
え
る
と

い

う

こ
.
と
が
書
か
れ
て
い
.る

。

こ
.

れ
は
本
来
お
か
し
な
こ

と
で
あ

る
 

け

れ

ど

も

、
.
現

在

の

場

合

で

も

こ

の

こ..

と

，
は
あ
て
は
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一 

面
で
は
構
造
方
程
式
体
系
の
予
測
と
い
う
こ
と
に
ブ
つ
の
問
題
を
な
げ
か
け
て 

V

る
と
V

つ
て
も
よ

し

で

あ
ろ
う
，

第
一
一
は
完
全
情
報
最
尤
法
で
ば
ま
ず
内
生
変
数
の
値
に
あ
る
近
似
値
を
用
い 

て
、
そ
れ
か
ら
く
り
か
え
し
法
に
よ
っ
て
値
が
安
定
す
る
ま
，で
求
め
て
行
っ
，た 

の
で
あ
る
が
、
ま
ず
最
小
自
乘
.法
に
よ
る
-近
似
値
が
ら
出
発
し
て
、
く
り
返
し 

を
行
な
：っ
て
求
め
て
い
っ
.た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
■例
え
ば
ニ
段
階
最
小
自
乗
法 

を
最
双
の
近
似
値
と
し
て
求
め
た
場
合
は
ど

う

な

る

か
、
当
然
同
じ
方
向
に
進 

む
わ
け
で
あ
る
が
そ
の
結
果
を
記
^

て
お
く
と
、

七

九
£

四
一)


